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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　若者は、たしかな手ごたえを感じていた。

　彼の弓から放たれた矢は、若い雌めす鹿じかの首筋を射抜いたはずだった。

「行けっ！」

　若者は、彼の足下に身を伏せて、主人の命令をじっと待っていた黒犬に声をかけた。

　訓練された猟犬は一声吠ほえると、おびただしい血を流しながらも全力で逃げようとする雌鹿を追いかけはじめた。

　若者も、犬の後を追って走りはじめる。

　そう長く走ることはない、と若者は思っていた。流れでる血は哀あわれな雌鹿の体力を奪い、すぐに動けなくするだろう。

　傾斜のきつい森を走るのは、ずいぶん骨が折れたが、獲物を射止めたという喜びのため、少しも気にならなかった。

　ここ一ひと月つきばかり、若者は一匹の獲物も仕留められずにいた。なにしろ、獲物となるべき森の動物たちの姿が見つからなかったのだから、いかに腕に自信があってもどうしようもない。

　若者が狩人となってから十年にもなるが、こんなことははじめてだった。

　ロードス島西南部に位置するここモス地方の森には、たくさんの動物が棲せい息そくしており、狩人にとっては天国のような場所なのだ。

　何か異変が、と不安を覚える日々が続いていた。だが、そうではなかった。ただ、運が悪かっただけなのだ。

　もしかしたら、竜ドラゴンが上空を飛んだのかもしれない。その姿を見て怯おびえた動物たちが、この付近の山から逃げだしたのだろう。このモスの山中は、竜ドラゴンが多数棲息していることで有名だったではないか。

　そのとき、若者の忠実な従僕しもべが、けたたましく吠えたてる声が聞こえてきた。

　獲物が力尽きて倒れたに違いない、と若者は思った。つい気が弛ゆるみ、斜面を駆けのぼるのに疲れた足が止まった。

　ようやく、村に帰ることができる。

　若者は安あん堵どのため息をそっと洩もらした。しかし──

　静寂な森の空気を切り裂さいて、突然、響きわたった甲かん高だかい悲鳴に、若者の心はかき乱された。

　その悲鳴は、彼の猟犬が発したものに違いなかった。

「どうした！」

　若者は叫び、声がした方へふたたび走りはじめた。

　しばらく走ると、彼の猟犬の姿が見えた。うずたかく枯れ葉が積もった森の地面に、黒い塊となって倒れていたのだ。

「何があったというんだ……」

　近寄ってみて、若者は絶句した。

　彼の猟犬の頭は、ぐしゃぐしゃに粉砕されていた。そばでは、雌鹿も倒れて動かなくなっていたが、その死因は彼の放った弓矢によるものに違いなかった。

　熊でも現れたんだろうか、と若者は注意深く周囲をうかがった。しかし、そんな気配は微み塵じんも感じられなかった。熊の足跡など、どこにもない。わずかに落葉がかきみだされているのは、犬と雌鹿が残したものだろう。

　想像を絶する情景を目まのあたりにして、若者の全身に悪お寒かんが走った。

　そのときだった。

　若者の目の前に、黒い影が突然、姿を現わした。その影は、音もたてず上空から舞いおりてきたのだ。

「あ……」

　突然の出来事に、若者はぽかんと口を開いたまま、その影を見つめた。

　それは、人間に似ていた。

　だが、人間では決してなかった。その背中には翼つばさ、額には二本の角つのがはえている。

　頭が真っ白になり、若者は茫ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

　若者にとって、それは幸いであったろう。恐怖を感じることも、なかったのだから。

　次の瞬間、影が素速く何かを真横に振るった。

　若者は一瞬、身体を硬直させたかと思うと、ゆっくりと横倒しに地面に落ちた。彼の猟犬と同じ姿となって……




　若者自身を含めて、ロードスと呼ばれるこの島の住人たちは、もちろん、誰ひとりとして知るはずがなかったであろう。

　この狩人こそが、これから始まる忌いまわしい災さい厄やくの最初の犠牲者であったのだ。







　第Ⅰ章　たちこめる暗雲
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　ロードスという名の島がある。

　アレクラスト大陸の南に浮かぶ辺境の島だ。大陸の住人のなかには、この島を呪のろわれた島と呼ぶ者もいる。邪悪な怪物どもが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こし、人間ひとを寄せつけぬ魔境が各地にあるがゆえに。

　そのロードスの南西部にモスと呼ばれる地方がある。険しい山々が連なり、鬱うつ蒼そうたる森が大地を覆おおっている。そして、谷間の盆地や森と森との狭はざ間まの平野に、小さな国々が群立している。

　五百年前に栄えたカストゥールという名の魔法王国が滅び、剣つるぎの時代が始まってより、この地には戦乱が絶えたことはない。その戦乱はこの地方の統一を目指したものではなく、どの国が盟主たる地位を得るかの戦いであった。戦いくさに弱き国は強き国に従属を強いられる。だが、強すぎる王国には、残るすべての王国が連合し、対決する。そして、他国からの侵略に対しても、モスの小国は一致団結して戦うのだ。〝竜ドラゴンの盟約〟と呼ばれる掟おきてに従って。

　それゆえ、数百年におよぶ戦乱期を経ても、小国の群立する情勢は変わらなかった。

　モス地方の東南部に、スカードという名の王国がある。

　人口は一万をわずかに超えるほどで、国王と民とを守護するべき騎士の数は百人にも満たない。峠ひとつを挟んで北に隣接するのは、モス地方第二の強国ヴェノンであり、東と西は〝緑と褐かつ色しよくの山脈〟の高峰で閉ざされている。他国からの援護を受けることができないため、スカードは新王国期を通じて、常に北のヴェノンに従属を強いられている。

　それでも、かろうじて独立を守っていられたのは、王国の南の山地に位置する大地の妖よう精せい族ドワーフの集落〝石の王国〟との友好のおかげであった。

　石の王国のドワーフたちは、人間には真似まねのできない精巧な武具や工芸品を創りだす技術を持っている。このドワーフ族との交易を独占的に行えるために、スカードの財力は豊かで、経験豊富な傭よう兵へいたちを雇うこともできる。また、ドワーフ族は勇猛なことでも知られており、いざというときには、この妖精族の武力も頼りにできた。

　すなわち、スカード王国にとって石の王国のドワーフ族は、かけがえのない盟友なのだ。それゆえ、ドワーフたちが何よりも好む特上の麦酒エールを、スカードでは製造している。スカードの住人は、自らは一滴の酒も飲むことなく、製造した麦酒はすべて石の王国に納めているのだ。

　スカードの人々は弱小な王国ではあるが、それゆえに約束された平穏な暮らしを、むしろ歓迎さえしていた。そして、そんな日が永遠に続くと、心の底から思っていたのである。




「父上は、まだお戻りにならぬのか？」

　謁えつ見けんの間の扉を自ら押し開けると、ナシェルは広間にたむろしていた騎士たちに声をかけた。

「ナシェル殿下……」

　驚いたような騎士たちの視線が、彼に集中する。

　ナシェルは白しろ銀がねの甲かつ冑ちゆうに身を包み、腰には剣を帯びていた。小脇には、羽根飾りのついた兜かぶとを抱えている。

　十六歳といえば、まだ少年ともいえる年齢だが、ナシェルの身長は並の大人を凌りよう駕がしていた。今は樫かしの若木のように瘦やせているが、五年もすれば背丈に見合った筋肉がつき、立派な体格になるだろう。

　だが、顔にはまだ幼さが残っている。もともと今は亡き母親似で、幼少の頃はよく女の子と間違えられたものだ。事情を知らぬ他国の王子に、将来、花嫁にと求められたこともある。色白で、顔の輪郭もどことなく柔らか。その身長がなければ今でも女性に見えぬこともない。赤みがかった金髪を肩まで伸ばしているのも、その印象を強くしている。

　体格と容よう貌ぼうとの均きん衡こうが取れていないあたりが、十六歳という大人でもなく子供でもない微妙な年齢をよく表わしているといえるのかもしれない。

　ナシェルは謁見の間の中央、赤い絨じゆう毯たんの敷かれた上を、まっすぐに進んだ。正面奥は一段高くなっており、そこに荘厳な装飾の施ほどこされた玉座がひとつ置かれている。

　しかし、その玉座に、主人の姿はなかった。

　ナシェルの父であり、スカード王国の国王であるブルークは、ここ一ひと月つきあまり行方知れずとなっているのだ。

「いったい、どちらへ行かれたのか？」

　ナシェルは、口のなかでつぶやいた。

　父は護衛の騎士もつけずに、妹のリィーナだけを伴として、いずこかへ旅に出た。

　十日ほどで帰ると父は告げていたという。だが、予定の日から二十日以上すぎても、戻ってはいない。

　ナシェルは玉座の脇まで進みでると、くるりと反転して、謁えつ見けんの間に集つどった人々を見回した。この大広間には今、スカードの騎士たちのうち、およそ半数が集まっていた。そのなかには、宰さい相しようヒューロや騎士団長サイラスの姿もあった。

　小国であるスカードは、文官や武官といった役職上の区別が明確にされていない。

　騎士団長や宰相など家柄や適性に応じて役職が与えられているが、有名無実で実権はないに等しい。重要な問題は国王自らが断を下すし、些さ細さいな問題は地方領主である騎士たちの裁量に委ゆだねられているためだ。

　それだけに、この国の騎士たちは覇は気きに欠けている。重大な事態に対処できる者は、このなかにひとりとしていないだろう。そして、ナシェルの予感が正しければ、今こそ王国は、建国以来の未み曾ぞ有うの危機をむかえているのだ。

「こんなときに、父上がおられぬとは……」

　心のなかで、ふたたびつぶやく。だが、それを言ってもしかたがないとは、ナシェル自身がいちばんよく知っていた。

「そのような物々しき装いにて、いかがなされたのです？」

　ナシェルの前に進みでて、宰相ヒューロがおどおどと尋ねてきた。

　まだ五十をすぎたばかりだというのに、宰相の髪は真っ白で、瘦やせた顔には深い皺しわが何本も刻まれている。まるで、隠居して十年を過ぎた老人のような印象だった。

「王国に忠誠を誓うすべての騎士たちをただちに城に集めよ。騎士団の半数と傭兵隊を動員し、石の王国を目指す」

　ナシェルの言葉は、広間の隅々にまで響き渡った。

　声変わりが終わったばかりの若々しい声だったが、聞く者の心に自分の意志を刻みつける威い厳げんがそなわっていた。

　若き王子の言葉で、謁見の間はしばし沈黙し、やがて騒然となった。

「なにゆえ、石の王国へ……」

　ヒューロ宰相は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「戦に行くわけではありません。いや、もしかすればそうなるかもしれない。しかし、その相手はドワーフ族ではありません」

「当然です！　ドワーフ族とは数百年来の盟友、あの妖精族にかぎって、裏切るなどということが……」

「あるはずがない。決まっております」

　ナシェルは宰相の言葉を遮るように言った。

　ドワーフ族は、信頼にたる種族だ。

　彼ら大地の妖精族は信義を重んじ、盟約を尊ぶ。ひとたび約束を交わせば、何を犠牲にしてもそれを守ろうとする。ロードスに住む者ならば、子供でも知っていることだ。そして、石の王国とスカードとは〝エールの誓い〟と呼ばれる盟約によって結ばれている。

「ここ十日ほど、ドワーフ族……石の王国との連絡がとれなくなっています。また王国の南部で異変がいくつも報告されている。何百、何千匹もの森の動物たちが里に降りてきたとか、エウロナの山頂に怪あやしげな光が瞬いたとか、若い狩人が森に出かけたきり、行方不明になったとの陳情も届いております」

「そのようなことが……」

「起こっているのです。ひとつひとつは、取るに足らぬ事件かもしれません。だが、それが相次いでいるとなると、捨てておくわけにもゆかぬでしょう」

「それはそのとおりでしょうが、しかし、出兵となりますと……」

　助けを求めるようにヒューロ宰相は、騎士団長サイラスを振り返った。

　深くうなずいて、騎士団長が前に進みでてくる。

　残る騎士たちがすべて平装でいるなかで、彼だけは金属製の胸ブレスト甲プレートを身につけていた。だが、その鎧よろいにしても、実戦ではとても役に立たないような代物だった。飾り鋲びようをいくつも打ちつけ、金かな板いたには縦に数本の切りこみが入っている。その切りこみから、鎧下の布地がはみだしている。その布は上質の絹を織ったもので、見栄えがするよう真しん紅くに染められていた。

　サイラスはまだ三十をすぎたばかりで、家柄も良く、剣の腕も確かだが、剣技を鍛きたえるより女性を口く説どくことに熱心な男だった。実戦でももっぱら配下に命令をだすだけで、自ら剣を振るって突撃したことはない。

「なりませぬぞ、殿下。陛下の命令なく、騎士団を動かすわけにはまいりません」

「ならば、その父上はいったい何ど処こにおられるのか？　護衛の騎士を連れてもゆかずに。もしも、大事があったとすれば、いったい何とするつもりか」

「それは……、陛下の御命令でしたゆえ」

　サイラスは苦しそうな表情を一瞬、浮かべたものの、あくまで平静を装った声で答えた。

「ブルーク王はリィーナ姫だけを連れられて、馬に乗ってゆかれたのです。わたしが想像しますに、リィーナ姫を隣国ヴェノンのアロンド王子にお引き合せになられたのでは……。かの王子は、以前よりリィーナ姫に御執心であらせられますからな」

　ヴェノンの第三王子アロンドは、幼い頃のナシェルを王女と間違え、求婚した男だ。

　ナシェルが男であると知ったとたん、今度は妹のリィーナを嫁にと言いだした。リィーナはこの隣国の王子が気に入らなかったらしく、再三の申入れを断りつづけてきた。父もこの縁談に乗り気ではないのか、娘に翻意を促したこともない。

「人買いに娘を売り渡すわけではない。アロンド王子と引き合せるなら、しかるべき人数を揃そろえてゆくに決まっている」

「それは……、そうかもしれませんなぁ」

　サイラスは下品にならぬよう気を遣いながら、豪快な笑い声をあげた。

　宮廷婦人たちの目を意識しているに違いない。そんなことに気が回るぐらいなら、密偵スカウトに命じて父の後を尾けさせるぐらいの知恵を働かせればよいものを、とナシェルは苦々しく思った。

　ふと気がつけば、数人の騎士たちが騎士団長に追従したように笑っていた。

　全身の力が抜けるような気がした。

「父上の行方が分からぬ以上、このスカードの王権は皇太子のわたしにある。ならば、騎士団の忠誠は、わたしに向けられるものだと理解するが」

「もちろんです、ナシェル殿下」

　サイラスは大きく胸を反そらし、それから芝居がかった動作で深く一礼した。

「しかしながら、陛下の安あん否ぴも分からぬうちに、国王のごとき振る舞いをなされれば、陛下御帰還のおりには、どのような罰を受けるか知れたものではありませぬ」

　自分の言葉に酔い痴れているように、サイラスはうっすらと目を閉じた。

「案ずるな。罰を受けるのはわたしであって、貴公ではない」

　ナシェルは笑みを浮かべながら、しかし、宣言するように断固たる口調で言った。

「父王ブルークに代わって、今一度、命じる。傭兵隊と騎士団の半数は出撃の準備を。残る騎士団は王城の警護だ」

　ナシェルの言葉に打ちのめされたように、スカードの騎士たちは直立不動の姿勢を取り、謁見の間から飛びだしてゆく。出陣をふれる勇ましい声が、廊下から響いてきた。

　宰相と騎士団長はちらりと顔を見合せたが、いかにも仕方ないというように深く頭を下げた。

「私どもも、出陣の支度を……」

　そう言って立ち去ろうとする宰相と騎士団長を、ナシェルは引き止めた。

「宰相殿と騎士団長殿には、王城の留守を頼みたい。石の王国へはわたしが出向く」

「殿下が御出陣にならずとも、ここは騎士団長たる私が……」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、苦悩の表情もあらわにサイラスが言葉を挟んだ。

「わたしが行く。何が起こっているのか、そして起ころうとしているのか、この目で確かめておきたいのだ」

　それに、とナシェルは薄く笑みを浮かべた。

「サイラス卿きようには今こ宵よい、ロッドン伯爵夫人と大切なお約束があったのではありませんか？」

　たちまち、サイラスの顔が血の色に染まった。

「そ、そのような根も葉もない噂うわさを……」

　口の端に泡をたてながら抗議を続けようとする騎士団長を、ナシェルは微笑ほほえみながら制した。

「武勇の誉ほまれ高きサイラス卿の出撃を北の隣国ヴェノンが知れば、万が一にも兵を差し向けてくるかもしれません。ここは、わたしが出撃したほうがスカードに益するのです」

　サイラスはしばらく無言でいたが、それならばとナシェルの提案を受け入れた。自分の誇りプライドとロッドン伯爵夫人との約束とを天てん秤びんにかけて、後者が勝利したのかもしれない。

　戦嫌いで知られるヒューロ宰相には、もちろん、異論があるはずはなかった。

「お気をつけられて……」

　安あん堵どの表情を隠そうともせず、宰相はナシェルに頭を下げた。

「もうひとつ、宰相殿には尋ねたいことがあります」

　そう言って、ナシェルはヒューロ宰相だけをその場に残した。

　内密の話だろうと察して、騎士団長が一礼して退席する。彼が謁えつ見けんの間から出てゆくのを待って、ナシェルは玉座に腰を下ろした。

　謁見の間からは騎士も宮廷婦人たちもすべて出てゆき、宰相とふたりだけになっている。

「私に、何用でしょうか？」

　ヒューロは額に汗を浮かべていた。この場から一刻も早く去りたいとの思いが、ありありと分かる。

　ナシェルはつい苦笑いを洩もらしてしまった。この老人には、早く隠居を勧すすめたほうがよいかもしれない。

「宮廷魔術師殿と傭兵隊長殿の姿が見えません。父が旅に出たのと、ちょうど時期を同じくしているのですが？」

　その問いを恐れていたとでもいうように、ヒューロ宰相はびくりと首をすくめた。この件に関して、彼が真実を知っていることは明らかだった。わなわなと全身を震わせながら、畏かしこまっている宰相の姿に、ナシェルの脳裏を嫌いやな予感がよぎった。

「まさか、おふたりを……」

「陛下の御命令だったのです」

　しどろもどろにヒューロは答えた。額の汗は、すでに顔全体に広がっている。

「おふたりをどうしたのだ！　言え!!」

　玉座から立ち上がり、ナシェルは我知らず拳こぶしを握りしめていた。色白の顔が、真っ赤に染まっていた。

「あの方々は──、ウォート師とベルド殿はロードスにとっても至宝ともいうべき御人ぞ。スカードのような小国に滞在しておられることさえ、僥ぎよう倖こうだというのに。もしも、おふたりの身に何かあれば、このスカードはロードス中を敵に回すことになるぞ」

　うかつだった、とナシェルは思った。

　父の出立と同時に姿が見えなくなったので、父がふたりに何らかの密命を与えたのだろうと解釈してしまったのだ。だが、父の帰還が大幅に遅れたことで、ふたりの姿が消えたことにも疑問を抱きはじめた。

「陛下の御命令だったのです」

　ヒューロは汗まみれの顔を伏せ、同じ言葉を繰り返した。

「陛下は理由も仰せられず、ただ、ふたりを地下牢ろうへ幽閉せよと。もちろん、私はお諌いさめ申しましたが、まるでお聞き入れになられず……」

「なぜだ……」

　ナシェルは茫然とつぶやいた。

「おふたりをこのスカードに招しよう聘へいされたのは父上ではないか？　その父上がなにゆえ、おふたりを幽閉せよと……」

　妹のリィーナひとりを伴って、何処いずこかへ出かけたことと関係があるのかもしれない。

　あの頃の父の様子は、あきらかにおかしかった。王子であるナシェルを避けていた感さえあった。何を思って、父は旅立ったのだろう。そして、何を考え、傭よう兵へい隊長と宮廷魔術師のふたりを幽閉したのだろう。

〝赤髪の傭兵〟こと傭兵隊長ベルドはロードス随一の剣士であり、宮廷魔術師のウォートは、〝荒野の賢者〟の別名で知られるロードス最高の魔術師であるのだ。

「地下牢へ行く！」

　ナシェルは叫ぶように言った。

　今は、最悪の事態が避けられただけでも、幸いだったと思うべきだろう。ロードスが誇るべき偉大な人物の命を奪うという愚行を、このスカードが犯さずにすんだのだから。

　ナシェルは冷たい汗を流しながら、急ぎ足で地下牢へ向かって歩いた。




　地下牢に到着すると、牢番の老人が驚いた顔でナシェルを出迎えた。

　このような場所に、王族が姿を現わすことは稀まれである。地下牢という場所は、荘厳にして華か麗れいな王城という建造物の暗黒の一面を象徴している。ここには罪人たちが連行され、あるいは投とう獄ごくされ、あるいは処刑される。そして、ときには政争に敗れた騎士、貴族、王族たちが幽閉され、闇やみのなかへと葬られてゆく。

　王族たる者、物事の表も裏もすべて知らなければならない、と宮廷魔術師でもあり、教育係でもあったウォートに教えられてからは、ナシェルはこの地下牢にも何度か訪れ、罪人と話を交わしている。

　それで知ったことは、罪人は二通りに分類されるということだ。

　生まれついた性格のゆえ罪を犯した人間と、育った環境に影響されて罪を犯すようになった人間である。そして、多くは後者だ。

　ウォートはまた、罪もなく罪人となる者もいる、とナシェルに言った。

　つまるところ、誰であれ罪人になる可能性はあるのだ。そのことを知らなければ、公平な裁きはできないとナシェルは知った。

　きっと、ウォートもそのことを教えたかったのだろうと思う。

　その当人が、今、まさに投獄されているのだから皮肉な事実といえる。まさか、彼はこれを予期して、罪もなく罪人となる者もいる、と言ったのだろうか？

　ウォートという魔術師は、その程度のことは洞どう察さつしかねない人物だと思い、ナシェルはひとり微笑んだ。

　牢番の老人からふたりが投獄された牢屋の場所を聞き、ナシェルは牢屋の鍵を受け取って、ひとりで赴おもむいた。

　一歩、奥へと進むごとに、冷たく湿った空気が肌をなぶり、汚物の臭いが鼻をつくようになった。この一画を流れるあいだに、清浄な地下水は濁にごった下水となる。小国であるスカードだけに、囚人の数は決して多くはない。だが、この場所には王国建国以来の汚お濁だくが堆たい積せきしており、それが空気も水も汚染してゆくのにちがいない。無実の罪人たちの自由を求める叫び、権力争いに敗れた者たちの無念の思いが濃霧のようにたちこめているゆえに。

　ウォートとベルドが投獄されていたのは、地下牢のなかでもしかるべき身分の者が入れられる牢屋であった。そうした父の意図が偉大な魔術師と戦士に敬意を表したものか、それとも、かつてこの牢屋の主人となった者の多くがそうであったように、このまま獄死させるつもりだったのかは分からない。

　牢屋の扉は分厚い一枚板で作られ、縦横に鉄板を打ち付け補強されていた。食事を差し入れるための小窓が膝の高さに、顔の高さのところには覗のぞき窓が設けられている。覗き窓は、頭がすっぽりと入るほどの大きさだったが、手を差しだすのがやっとというぐらいの間隔に鉄格ごう子しで仕切られていた。

　ナシェルはかるく膝を曲げ、鉄格子越しに牢屋の中を覗きこんだ。

　ふたりは別々の牢屋につながれていた。だが、同じような姿勢で牢屋のいちばん奥に座っていた。眠っているのか、ふたりとも目は閉じている。ゆっくりと肩が上下しているので生きているのだと分かるが、なにかしら生気のようなものが感じられなかった。

「ウォート師！　ベルド隊長!!」

　ナシェルはまずその場で片膝をつき、父の無礼を短く詫わびた。それから、牢屋の鍵をはずし、頑がん丈じような牢屋の扉を順に開いてゆく。

「どうぞ、お立ちになってください」

　ナシェルは扉から一歩下がったところで畏かしこまったまま、まずウォートに次いでベルドに声をかけた。

　しかし、ふたりは微み塵じんも動かなかった。

「ウォート師？」

　不審に思い、ナシェルはウォートのいた牢屋へ足を踏み入れた。食物の腐ったすえた臭いが鼻を刺激する。見れば、何日分かの食事が手付かずのまま床に置かれていた。

　ウォートはあいかわらず牢屋の奥で座したまま、目を閉じて身動きしない。規則正しく息をしている他は。

「まさか！」

　数歩前まで歩みよったとき、ようやくナシェルは異常に気がついた。あわてて駆け寄り、ウォートの身体に手を伸ばす。

　ナシェルの手は何の抵抗もなく、ウォートの身体を貫き、奥の壁まで届いていた。

「やはり、幻覚なのか……」

　あまりに見事な幻覚だったので、触れる寸前まで、本物なのではという疑いを捨てきれなかった。

　だが、牢屋のなかにいたウォートは幻影だった。もちろん、隣の牢ろう獄ごくにいるベルドも、幻影に違いない。

「ようやくにして気づかれたか？」

　幻影のウォートは突然、立ち上がった。そして、どこからともなく声が聞こえてきた。

「牢から抜けるは、法を犯すことに他ならない。しかしながら、法に従うべき理由は我等にはないゆえ、失礼することにした。追手を差し向けたければ、ご自由になされよ」

　そう言って、幻覚の声はぴたりと止んだ。同時に、ウォートの幻影も蠟ろう燭そくの淡い炎が風に吹かれたように、揺らぎながら消えていった。

　隣の牢屋を覗けば、ベルドの姿も消えていた。

　激しい脱力感に襲われ、ナシェルはがっくりと肩を落とした。このふたりにはまだまだ習わなければならないことがあったのだ。いや、願わくば、ふたりには永遠にスカードに留ってもらい、小さくはあっても平和で豊かな王国を築く手伝いをしてもらいたかった。

　しかし、その夢は叶かなわぬものとなった。それもこれも、父の愚行のせいだ。

「なにゆえ父は……」

　誰もいない牢屋のなかで、ナシェルは声に出して自問した。彼の声は周囲の壁に反響し、うつろに響くのだった。

「自ら招しよう聘へいしたおふたりを地下牢に幽閉なされたのだろう。そして、なにゆえ未だに帰還されない。もしも、石の王国との連絡が途絶え、王国の南部に変事が相次いでいるのと、関係があるとすれば……」

　ナシェルの不安は、際限なく膨ふくれあがってゆくのだった。

　とにかく、石の王国へ出向く。

　ナシェルは改めて決意した。それが自らの不安を打ち消すことになるのか、確かめることになるのかは分からなくとも……




　　　　２




　マスケトの街はヴェノン王国の領土であり、三つの街道が交わる交通の要所に栄える城塞都市だ。北東の街道を行けば、ヴェノン王国の同名の王都があり、西に向かえば高原の王国リュッセンへ至る。そして、南へ伸びる街道はスカード王国を経由して、この街とドワーフ族の集落〝石の王国〟とを結んでいる。

　いかにモスが戦乱の地とはいえ、いつもいつも争っているわけではない。

　ここ数年は小競り合いもなく、平穏な日々が続いてさえいた。もっとも、聖竜王国ハイランドとヴェノン王国とは、街道の通行税を巡る問題で揉もめており、近々、一戦交えるだろうと噂うわさされている。

　しかし、今はまだ戦ははじまっていない。戦がはじまらぬうちにと、行商人たちがあわただしく東へ西へと行あん脚ぎやし、街道はむしろ普段以上に賑にぎわっていた。

　当然、酒場も混雑していた。

〝再会の誓い〟と看板を掲げたこの酒場も例外ではない。テーブルにもカウンターにも人が溢あふれ、壁にもたれて立ち飲みをしている客の姿さえあった。店のなかは熱気に溢れ、酒の臭いと男たちの体臭で、その場にいるだけで悪酔いしそうだった。

　そんな混雑した酒場のなかで、入口近くのテーブルにだけ、ぽっかりと空席があった。そのテーブルは六人がけであったにもかかわらず、ふたりの男が座っているだけなのだ。

　ひとりは薄汚れた紫の長衣ローブを着た長髪の男だった。顔中に無ぶ精しよう髭ひげをはやし、長い髪はもつれてところどころで毛玉になっている。

　彼の名はウォート、荒野の賢者と呼ぶ者もいる。

　もうひとりは燃えるような赤い髪をした男だった。得体の知れない野獣の毛皮のマントをまとい、半袖の鎖かチエイたびらンメイルに身を包んでいる。彼の全身もまた泥と埃ほこりで汚れており、本物の野獣のごとき悪臭をまき散らしていた。

　赤髪の傭兵ベルド、暗黒の島マーモを故郷とする蛮ばん族ぞくの戦士だ。

　ふたりは五日前にスカード王国の王城〝グレイン・ホールド〟の地下牢を破り、街道を避け、山越えでここマスケトの街にたどりついた。

　牢屋にいたときからひどい暮らしだったし、逃亡中とあっては身なりを整えるひまもない。服や身体からだは汚れるにまかせるしかなかった。

　だが、ふたりの座るテーブルに、他の客が寄りつかないのはその身汚さのせいだけではないだろう。全身から発せられている殺気のようなもの。それを感じるからこそ、人々はそのテーブルに座るより、カウンターで立ち飲みするほうを選ぶのであった。

「エールをあと二杯だ」

　赤髪の戦士ベルドが、近くを通った下働きの少年に怒鳴りつけるように言った。

　少年はびくりとその場で硬直し、運んでいた料理の皿を目的のテーブルに届けることさえ忘れ、カウンターに戻ると泣きそうな声で注文を通した。

「この身なりをなんとかしないとね」

　少年のあわてようを見ていたウォートが、苦笑を浮かべながら言った。

「このままでは、いつ役人が飛んでくることやら……」

「分かっている。だが、身なりを整えるには金がいる。今のオレには、そんな余裕はないな」

　ベルドは残っていたエール酒を飲みほすと、替りのジョッキを督とく促そくするように、カウンターを睨にらんだ。

　すぐに新しいエール酒が運ばれてくる。あわてて運んできたので、泡がジョッキから溢あふれだし、テーブルに流れ落ちた。下働きの少年は、自分の服の裾すそでそれを拭ふこうとした。

　ベルドはそれを手で制し、向こうへ行くようにと顎あごで合図した。

「お金なら、わたしが工面しよう。魔術師の装飾品は、宮廷婦人よりも高価なもの。しかるべきところへ行けば、一年は食うに困らないだけの金を作ってみせるよ」

　少年がカウンターに戻るのを待ってから、ウォートは言った。

「そいつは助かる」

　ベルドは答え、それから自じ嘲ちよう的な笑いを浮かべた。

「もっとも、問題はこの店の払いをどうするか、だな？」

「できれば、つけにしてもらいたいものだが……」

　ウォートはカウンターの奥で、下働きの男女にあれこれと指示を飛ばしている店の主人の顔色をうかがった。

　店の主人は不機嫌そうな表情で、ときおり、こちらをうかがっている。あきらかに歓迎されていない様子だ。

「金なしだと疑われているようだよ」

　ウォートは苦笑を浮かべ、エール酒にちびりと口をつけた。

「なかなか鋭い観察眼だ。もっとも、このなりじゃあな」

　当然だろうさ、とベルドは他人ひと事ごとのように言った。

「それで、どうする。踏み倒すか？」

「追われるのは、もう飽きたよ。このようなことに魔法を使うと、賢者の学院あたりから、苦情が寄せられるのだが……」

「苦情はブルーク王に言ってもらおう。王城の部屋に戻れば、一年は楽に暮らせるだけの財産があるのだからな」

「もう没収されているだろうさ」

　ウォートは、肩をすくめてつぶやいた。

　金ならまだましだ。また、稼げばいいだけだから。彼自身は、金では買うことのできない貴重な書物や魔法の宝物を部屋に置いてきてある。

　もちろん、彼の所有する膨ぼう大だいな書物や宝物のうちのほんの一部分でしかない。残った分は、ルノアナ湖畔に建てた塔のなかに残してある。

「それで、どんな魔法を使うつもりだ？」

「愚者フオルスの黄金ゴールドの魔法さ。初級の幻覚イリユ魔術ージヨンだよ」

　言うなりウォートはポケットのなかから小石を取りだした。店の者や周囲の客たちの注意が向いていないのを確かめてから、小声で呪じゆ文もんを唱えはじめる。

　詩うたでも吟ぎんじているような響き。だが、彼の発する言葉は、このロードスで普通に使われている言葉とは異なっていた。もちろん、海をはるか越えた北のアレクラスト大陸で使われている言葉でもない。

　はるかな昔、カストゥールと呼ばれる王国があった。五百年前に滅亡した古代王国だが、この王国の貴族たちが使っていた言葉なのである。

　それも、日常の会話においてではない。この古代王国を支えていた魔法と呼ばれる神秘の力。この力を行使するときに唱えられた魔法言語ルーンなのだ。
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　上ハイ位・エ古ンシ代語エントと呼ばれている。

　万物の根源物質であり、万能の力エネルギーである魔力マナ。この魔力を操り、通常、起こりえない現象を具現化する。それが、魔法なのだ。

　呪文の詠唱が終わったとき、ウォートの目の前に置かれた小石は、黄金色の輝きを放ちはじめていた。

「ちょっとした手品だな」

　それを見たベルドが感心したように言う。

「学問だよ」

　ウォートは真顔で答えた。

「もっとも、魔力を操る天与の才は必要だがね」

「誰にでも使えるわけではないのか？」

「賢者の学院は、ひた隠しにしているがね。ドワーフ族には、ひとりの魔術師だっていないだろう。それが証拠さ。魔術師になれるのは、選ばれた者だけだ。素養のある人間は、五人に一人ぐらいだな。精霊使いや司祭たちと同じだよ」

　興味があるのなら教えてやるがね、とウォートは言ったが、ベルドは苦笑を浮かべて、遠慮しておこうと答えた。

「オレはただの戦士でいい」

「おまえがただの戦士なものか」

　ウォートは今や黄金の小粒となった小石をポケットに戻し、エール酒をゆっくりと楽しみはじめた。

「このロードスにおいて、おまえに勝てる戦士はおるまいよ。ハイランドのマイセン公でさえ、竜ドラゴンの力を借りねば、おまえを倒せまいさ」

「ありがたい評価だが、オレはそんなことに関心はないな。戦って、生き延びて、金をもらう。それがオレの生活だ。それ以上のことは望まんね」

　ベルドの言葉に、ウォートは杯をテーブルの上に戻し、その精せい悍かんな顔をじっと見つめた。

「……そのほうが万人のためかもしれんな」

「予言かい？」

「未来を見通す魔術はないよ。そうでなければ、今、こんな場所で酒など飲んでいるものか」

「まったくだ」

　ベルドは声をあげて笑った。

「お互い、仕えるべき人間を見誤ったな。こんな失敗は、初めてだ。危うく命を落とすところだった」

　ベルドの言葉に、ウォートは無念そうにうなずいた。

　スカードという名のモス地方の小王国。この王国に傭兵隊長としてベルドが招しよう聘へいされたのは、およそ二年前のこと。

　ウォートが宮廷魔術師としてやってきたのは、それから数ヵ月後のことだ。

　ベルドはその地位に惹ひかれて、スカードに仕えたわけではない。おそらくは、目の前の魔術師もそうだろう。

　理由は簡単だ。スカード国王ブルークの人柄に興味を覚えたことがひとつ。そして、スカードの皇太子である王子ナシェル。この若者の未来に魅力を感じればこそ、スカードなる小王国に仕官する決意をしたのだ。

　それほどに、ナシェルは傑けつ出しゆつした少年だった。

　その優秀さを、言葉にすることは難しい。ただ、武勇に優れているとか、利発であるとかいうだけではない。もちろん、その双方ともに、ナシェルは水準を遥かに超える能力を示している。彼の年齢を考えれば、これからどれだけ伸びてゆくのか、ベルドでさえ恐ろしくなるほどだ。ウォートの言葉ではないが、剣で戦うだけならロードス最強の戦士と噂うわさされる竜騎士マイセンにも負けるつもりはない。だが、十年後、いや五年後のナシェルには勝てないかもしれない。そんな気にさせる少年なのだ。

　無限の可能性とでもいおうか。人間である以上、限界があるのは間違いない。だが、それを感じさせない何かが、ナシェルにはあった。

　だからこそ、ベルドは自らの手でこの若き王子を鍛きたえてみたいと思ったのだ。もし、機会と幸運があれば、間違いなく彼はこのロードスを統すべる英雄王となるだろう。

　戦乱の絶えることなき、この呪のろわれた島ロードスに、千年の平和を築く者がいるとすれば、ナシェルをおいて他にいないように思う。

　未来はもちろん、ベルドにも分からない。

「ひとつ尋ねていいか？　ブルーク王はなぜ、おまえを幽閉しようとしたんだ」

　ベルドはウォートに声をかけた。

　その言葉に、荒野の賢者は静かに目を閉じ、しばらく瞑めい想そうに耽ふけった。

「……正確に言えば、分からんよ」

　ウォートはそう言って、ゆっくりと目を開いた。

　彼の視線は目の前に置かれた陶器製の杯に注がれている。土を石に変える技術は、ドワーフ族が発見したものだ。ドワーフ族は魔術は扱えぬが、それに優るとも劣らないいくつもの技術を有している。

「ブルーク王は、わたしに二心があると思ったようだ。スカードに仇あだなす者と、衛兵に命令していたのを覚えている」

「疑いをかけられるようなことでもしたのか？」

「残念ながら、心当たりはないな。だからこそ、わたしを庇かばってくれたのだろう？」

　ベルドは苦笑を浮かべながら、まあな、とうなずいた。

「まさか、オレまで幽閉されるとは思ってもいなかったがな」

　二十日ほど前のあの日、私室で書物を読んでいたウォートのもとへ、突然、ブルーク公は自ら衛兵を連れて乗りこんできたのだ。そして、地下牢への幽閉を命じた。

　事情の説明を求めたが、答は一切、なかった。

　ただ、ブルークの表情からその決意が揺るがぬことは分かった。そのとき、ウォートには二通りの選択があった。ひとつは強硬手段、すなわち魔法を使ってその場から逃亡すること。もうひとつは、おとなしく命令に服従すること。

　ウォートは、前者を選ぼうと考えた。だが、結局は服従することを選んだ。

　ただ逃亡するだけなら、いつでもできると思ったからである。地下牢には、対抗魔法の結界などない。杖さえ取り上げれば魔術師は魔法を使えぬもの、と一般の人々は思っているが、導師級の魔術師ともなれば、杖などなくてもいくらでも魔法をかけることができる。

　もうひとつ、信用した人間に裏切られたという記憶を自分自身の脳裏に刻みつけようと思ったためでもある。人間を見る目には自信を持っていただけに、ウォートにとって衝撃的だった。

　人間は、変わる。それは知っていた。だが、かくも短期間のうちに変わるとは思ってもいなかった。その日の前日まで、ブルークはウォートを疑っている素振りなど微み塵じんも見せなかったのだ。いつから、自分に疑いを抱いていたのかさえ分からない。

　その事実だけでも、罰を受けねばならないと思ったのだ。ふたたび、このような失敗を繰り返さないように……

　不幸だったのは、連行されてゆくウォートの姿をベルドが目撃したことだ。当然、ベルドはその理由をブルークに尋ねた。

　ブルークは、答えなかった。

　ただ、衛兵に対し、ベルドも一緒に地下牢へ幽閉するよう命令しただけだ。

　ウォートは、ひどく緊張したのを覚えている。ベルドがそんな命令に従うとは思ってもいなかったからだ。

　彼が本気を出せば、その場にいる者を皆殺しにして、立ち去ることぐらい容易たやすかっただろう。ウォートはそれを阻そ止しするために、魔法を使わねばならないと精神を集中させたぐらいだ。

　だが、意外にもベルドは、ブルークの命令に従った。

　まるで国王に絶対の忠誠を誓う騎士のごとき態度だった。

「分からないものだな、人間という生き物は……」

「まったく、分からないものだ」

　ため息まじりのウォートの言葉に、ベルドは深くうなずいた。

「あのときのブルークは、あきらかに異常だった。魔物にでもとり憑つかれたのか、と疑ったぐらいにな」

「魔物に、とり憑かれた……」

　ウォートは眉をぴくりと動かし、ベルドの顔を見つめた。

　言われてみれば、ベルドの言うとおりだ。あのときのブルークの態度を表現するのに、これほど適切な表現はないだろう。

「どうした、何か心当たりでもあるのか？」

　もちろん、本当に魔物にとり憑かれたのではないことは、ウォートには確信がある。

　目を見ていれば、己の意志で行動しているか、何物かに精神を支配されているかぐらい判別できる。だが、人間にとり憑くものは、魔物とは限らない。野心であるとか、嫉しつ妬とであるとか、自らの精神に芽生える邪よこしまな感情に支配されることもあるのだ。

　そして、魔物という言葉から、ウォートはひとつの事を思い出していたのだ。ブルークが豹ひよう変へんした理由がそれに関係していたとすれば、とてつもなく大きな事件が起こる可能性がある。このロードスを、いや世界を震しん撼かんさせるような大事件が、だ。

「しかし、そんなことはあるまい……」

　ウォートはまるで自らを納得させるように、声に出してつぶやいた。

　ブルークは決して愚かな人間ではない。ウォートが危き惧ぐしていることを行うには、多大な犠牲を払わねばならない。それを払ってもなお、失敗する危険が高いのだ。正気の人間であれば、そんな割の合わない賭かけをするはずがない。

「……顔色が悪いぞ」

　そのベルドの言葉は、ひどく遠くから聞こえてきたような気がした。

「安酒に酔ったかな」

　ウォートは苦笑を浮かべて、小さく首を横に振った。

「そろそろ、ここを出るとしよう。今宵は宿屋でゆっくりと休みたい」

「休むのはいいが、明日からはどうするつもりだ。お互い、新しい主人を捜さがさねばならない身だぞ」

「しばらくは、誰にも仕える気にはなれんよ。ルノアナ湖畔の塔へ帰って、古代王国遺跡の発掘を続けるさ」

「古代王国の遺跡か……」

　ウォートの言葉に、ベルドがにやりとした。

「そいつは面白そうだ。金にもなりそうだしな」

「もちろん、金にはなる。運が良ければ、莫大な財宝が手に入るだろう。だが、一生かかっても遣いきれない金を手に入れて、どうするつもりだね。どこかの街に屋敷でも建てて、豪遊して暮らすか？」

「それは、手に入れてから考えるさ。遺跡の探索には、危険がつきものだと聞いている。しばらくは、怪物相手に戦うとしよう。それとも、オレの剣では役に立たんか？　もっとも、今は自前の剣を持ってはいないがね」

　それを聞いて、ウォートも笑みを浮かべた。

「魔法の剣など、腐るぐらい持ってるよ。もっとも、赤髪の傭兵を雇うつもりはないがね」

「雇われるつもりもない。しばらくは、誰のためでもなく、オレ自身のために戦いたいのさ。今は、そんな気分だ」

　ウォートも同感だった。

　もっとも、ウォートは別に隠棲するつもりはない。しばらくのあいだ、ルノアナ湖に水没する古代王国の遺跡の発掘をして、時を待つつもりだ。

　自分の知識と魔力を必要とする者は、かならず現れる。このロードスから戦の炎が消えぬ以上、現れぬはずがないのだ。

　そして、ウォートは自分が仕えるべきは、ロードスを統すべる覇は王おうでなければならないと考えている。戦乱続くこの島に千年の平和をもたらす英雄王。

　ウォートはベルドにうなずきかけると、ゆっくりと立ち上がった。

　そして、安あん堵どの表情を浮かべている主人の前に、さきほど魔法をかけた黄金の小粒を置いた。

　主人はあからさまに驚いた顔をして、その黄金を見つめた。

　もちろん、見破れるはずがなかった。疑い深い魔術師が、魔法感知の呪文を使わぬかぎり、ウォートの創りだした幻覚の黄金は、永遠に流通しつづけるはずだった。見破られぬかぎり、偽物と本物との違いは、何ひとつないのだ。
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　麓ふもとの村では、春はすでに盛りだというのに、白竜山脈の山中は一冬を越して氷のように硬くなった残雪が、地面を厚く覆おおっていた。

　このロードス最北の山脈は、二ふた柱はしらの精霊王がその主人とされる。大地の精霊王〝魔獣〟ベヒモスと氷雪の精霊王〝魔狼〟フェンリルである。

　この二柱の精霊王のうち魔狼フェンリルは、この冬さんざんに荒れ狂った。この山脈のみならず、ロードス北東部に栄える〝千年ミレ王国ニアム〟アラニア全土に大豪雪を降らしたのだ。

　そして、先日は魔獣ベヒモスが突然、激怒した。

　大地震が起こったのである。

　この地震により、白竜山脈近辺の村や街には大きな被害が出た。ロードス島最北の村ターバの郊外にある大地母神マーファ大神殿も礼拝所が倒壊するという被害が出た。

　精霊王たちの怒りは、それぞれ大きな災厄ではあったが、もっと悪しき未来の予兆と考える者も巷ちまたには少なくない。アラニアの住人たちは、不安な気持ちを抱いたまま、暖かい季節を迎えようとしていた。

　そして、その悪しき予感を誰よりも強く感じている女性が、ここにいた。白竜山脈の第三の主人ともいうべき生き物の前に立つ、大地母神の神官衣を身にまとった女性である。

「ニース様、危険です」

　神官のひとりが、悲鳴にも似た声をあげた。

　ニースと呼ばれた黒髪の女性は、振り返ろうともしない。彼女の目前にそびえるように立つ巨大な生き物に向かって、慎重に歩を進めている。

　純白の鱗うろこに包まれた巨大な獣けものである。その大きさは小さな砦とりでほどもあろうか。太く短い四し肢しのはえた胴に長い首と尻尾しつぽ、それに翼を有した生き物だった。その姿は禍まが々まがしいが、見ようによっては美しくもある。

〝竜ドラゴン〟とその生き物は呼ばれている。最強にしてもっとも華麗なる幻獣、そして魔獣である。氷竜ブラムドというのが、その名だ。

　魔獣と呼ぶか、幻獣と呼ぶかは、人間に仇あだなすか否かによって決められる。その分類によるなら、目の前の竜は魔獣と称せられるだろう。この竜は古代王国の支配が終わり、新王国の時代が始まってより、何百もの人間の命を奪ってきたのだから。たとえ、その人間たちが、この白竜が守る宝物を奪いにきた命知らずであったにしても……

「わたしも、同じかもしれない」

　ニースは心の中で思う。

　彼女もまた、氷竜が所有する膨ぼう大だいな宝物のために、ここにやってきたのだ。ブラムドの巨体の後ろに、さらに巨大な洞どう窟くつが口を開けている。その奥に宝物は収められているはずだ。

　倒壊した神殿を建立しなおすために、また、大雪や地震によって被害を受けた貧しい人を救うために、どうしても金銀が必要なのだ。

　大地母神の神殿は、労働の奉仕や作物の寄進などを受けることが多く、金銀などの蓄えはほとんどないに等しい。街に荘厳な神殿を構え、莫大な財宝を蓄えている至高神ファリスや商業神チャ・ザの教団とは根本的に異なっている。

「でも、それだけではないわ……」

　自らを励ますように、ニースは心のなかでつぶやいた。

　この氷竜は、呪のろいに囚とらわれている。古代王国の魔術師たちがかけた強力な呪いである。その呪いは、この氷竜をこの地に留め、古代王国の財宝の番人としている。このロードスにはブラムドの他にも四し色しきの竜が呪いにかけられ、古代王国の財宝を守っているという。火竜山に棲すむ火竜シューティングスターや青竜の島の主人、水竜エイブラなどだ。

「呪いにより強制を受けているのは、自然な状態ではない」

　大地母神は「自然である」ことを教義の第一とする。だからといって、文明を否定しているわけではない。人間として自然な生き方を人々に説いているのだ。

　他人から強制されたり、束そく縛ばくされたりすることは、自然な生き方とはいえない。たとえ、相手が人間ならぬ魔獣であっても、呪いによって束縛されているのであれば、解放することが大地母神の教義に従った行動なのである。

　そして、ニースはこの氷竜が邪悪な魔獣だと思っていない。古い伝承にはブラムドが心優しき竜であることを伝える逸話がいくつも残っている。大地母神の神殿にも、その伝承を肯定する報告が文献として残されている。

　目の前にいる氷竜は、賢明で慈悲深き幻獣であるはずなのだ。

「人間の娘よ、それ以上、近寄ってはならぬ」

　轟とどろくような声がした。

　目の前の竜が発したものだった。どこからか息が洩もれているような感じの声。だが、間違いなくそれは人間の言葉だった。ロードス全土で使われている共通語である。

　竜は、ただの野獣ではない。成長するに従って高い知性を得て、古代王国の魔術や精霊を操る魔法さえ唱えられるようになるものもいる。それら成長した竜を、このロードスでは〝古エンシエント竜ドラゴン〟と呼んでいる。

　目の前にいる氷竜ブラムドは、その古竜なのだ。

　古竜は神にも匹敵する力を持った偉大な存在である。だが、五百年ほど前に滅びた古代王国の支配者たちは、その古竜さえ呪いにより奴ど隷れいとして奉仕させているのだ。

　ブラムドの怒りと哀しみが、胸に伝わってくるようだった。

「あなたを解放してさしあげます」

　ニースは胸を張って言った。雪解けの小川の水で喉のどを潤うるおしたような気分にさせる声だった。

　大地母神の信者たちのあいだで、ニースは〝マーファの愛娘〟と呼ばれている。戦乱の絶えぬこの〝呪われた島〟ロードスに、大地母神がその御おん子こを授けてくれたのだと噂うわさされているのである。

　ニース自身はもちろん否定しているが、十七という年齢で高ハイ司・プリ祭ーストの地位に就いているのは、教団はじまって以来であるというのは事実だ。

　彼女は女神マーファから力を授かり、いかなる奇跡でも起こすことができる。天命を全うせず死んだ者を復活させる、蘇そ生せいの奇跡さえ行えるのだ。

　神の奇跡──神聖魔法と呼ばれることもある。

　だが、魔法ルーン使いマスターと呼ばれるのを、ニースは好んではいない。奇跡を起こすのは神であって、自分自身ではないのだから。自らの意志で魔力マナを操り魔法を行使する魔ソー術サラ師ーや、精霊を支配して魔法を操る精霊シヤ使いーマンと同一視されたくないのだ。

　神に仕える身の司プリ祭ーストは、あくまで神の意志の代弁者であり、奇跡の力を恣し意い的に使ってはならないのである。

「呪いから、解放すると」

　ニースの言葉に、ブラムドは耳を傾けるように、しばらく動きを止めていた。

　だが、ニースが更に一歩、足を踏みだすと、天を見上げて、大きく息を吸いこんだ。白い鱗うろこに覆おおわれた喉のどが大きく膨ふくらんでゆく。

「ニース様！」

　悲鳴が、また聞こえてきた。

　ニースは、十人の神官を同行している。

　古代王国の呪いを解かねばならないのである。自分ひとりの力で、それが可能だとは思えなかった。それゆえ、彼女らに協力してもらわねばならなかった。祈りを唱和リンクさせ、神の奇跡の発現力を増すのである。

「大丈夫です」

　ニースはそう言いつつ、さらに一歩、足を伸ばした。

　竜の長い首がまっすぐニースに向けられた。

　その口が大きく開く。真っ赤な舌が、ちろちろと覗のぞく。そして、真っ白な鋭い牙。

　次の瞬間、竜はその舌よりも真っ赤な炎を吐きだした。灼しやく熱ねつの炎が、真夏の雲のように膨れあがり、ニースを包みこもうとする。

　ニースは真横に転がって、その紅ぐ蓮れんの炎を避けた。

　激しい熱気がニースの黒髪を焦こがす。もしも、そのまま炎に包まれていたら、骨も残らぬほどに焼きつくされていただろう。竜が口から吐きだす灼熱の炎は、あらゆる炎のなかでもっとも高温で、ドワーフ族が至高の金属とする真銀ミスリルでさえ溶かしてしまうという。

　ニースは受け身をとりながら地面を五回ほど転がって、立ち上がった。

　素速い身の熟こなし。熟練の戦士もかくやと思わせる。事実、彼女は戦士としての訓練も受けていた。神殿は王国からの介入を受けない。だが、その保護も受けられないのだ。それゆえ、神殿は自衛のために独自の戦士団を持っている。

　神官戦士と呼ばれる者たちである。

　彼らは神殿や信者を守る使命を担っている。

　ニースも、その神官戦士になる訓練を受けていた。戦士としても、彼女は優れていた。華きや奢しやに生まれたので、重い武器は扱えない。だから、小剣や短槍を武器として選んだ。素速い動きが、彼女の身上である。動きの邪魔になるような重い鎧よろいもつけない。

　今も、そうだ。古竜の攻撃を受けたら、中途半端な鎧など何の役にも立たない。武器さえ持参してはいない。いかに小剣を振り回しても、竜の硬い鱗うろこにはばまれるのは目に見えている。

　ニースは三歩、数えて後退した。それから、竜の吐いた炎の跡を見る。先程までニースが立っていたところは、雪が蒸発し、激しく湯気が立ち上っていた。

「娘よ、去れ！　ここは汝なんじの来るべきところにあらず。立ち去らずとあらば……」

　氷竜ブラムドが、またも共通語を使って言った。

　ニースはブラムドを見上げた。その瞳ひとみは森の泉の水のような澄んだ青色をしていた。

「これ以上、近づけば、殺さなければならないのですね」

　ニースは、ブラムドに向かって言った。

　ある範囲の中に入った人間は、すべて殺すようにとブラムドは強制されているのだ。

　氷竜は答えなかった。自分の鱗と同じ色の神官衣に身を包んだ人間の娘を、見下ろしている。

「そこから一歩でも踏みだせば、わたしは汝を殺さねばならぬ」

　しばらくの沈黙ののち、ブラムドは厳おごそかに言った。

「この場にいるかぎり、あなたはあなたの意志で会話できるということですね」

「その通りだ、人間の娘よ」

「わたしはニースといいます」

「ブラムドという名で、呼ばれている。その名をつけたのは、カストゥール王国の魔術師ではあるが……」

「真の名は？」

　ニースは尋たずねた。

「名はない。我が種族は、卵から生まれるゆえ」

「お気に触らないなら、ブラムドと呼ばせていただきます」

「それで、よい」

　氷竜の物言いは、穏やかであった。

　ニースはこの古竜が、邪悪でないことを確信した。

「あなたの呪いを解いてさしあげます」

　ニースは胸を張るように、きっぱりと言った。

「我が呪いを、解く？　汝は、カストゥール王国の魔術師なのか」

「わたしは大地母神に仕える者です。古代王国の住人でも、魔力マナを操る者でもありません」

「ならば、我が呪いを解くことかなわず」

「祈れば、大地母神は奇跡を授けてくださいます。あらゆる呪いを解く、奇跡の力をです」

「神聖魔法か……。話に聞いたことはある。だが、神の従僕たる娘よ。我が呪いを解いて何とする。カストゥール王国の秘宝が望みか」

　ニースは、素直にうなずいた。

「しかし、それだけが理由ではありません。生きとし生けるものは、すべて自由な存在であるのです。いかなるものであれ、呪じゆ縛ばくを受けるべきではありません。慈悲深き大地母神マーファは、そう願っておられます」

「……それゆえ、我が呪いを解きたいというのか？」

「そのとおりです」

　ニースは、静かに答えた。

　大義名分として、大地母神の教義を振りかざしているわけではない。

　話を交わし、この氷竜の聡明さを確信したのだ。純白の鱗に包まれた姿は、高貴な美しささえ感じる。ニースは本心から、この幻獣を呪縛から解放したいという気持ちになっていた。

「わたしひとりの力では、あなたの呪いを解くことはできません。呪いの魔力に勝る力で奇跡を起こさねばなりませんから。そのために、わたしは十人の神官を連れてきました。祈りを唱和し、強力な奇跡を起こすためです。なにより、あなたに協力してもらわねばなりません」

「わたしに、協力を？」

「ええ」

　ニースはうなずいた。

「あなたの協力は不可欠です。呪いを解くには、あなたの身体からだに触れなければならないのです」

「……呪いにあらがえということか」

　氷竜の言葉に、ニースはにっこりと微笑ほほえみ、うなずいた。

　その笑顔を見るだけで、あらゆる苦しみから解き放たれると噂する信者もいる。噂どおりであればどんなによいか、とニースはひそかに思っている。だが、苦しむ人々を救う力はない。その手伝いができるぐらいだ。奇跡を起こし、神の教義を伝えても、万人が幸福になれるわけではないのだ。

「わたしがあなたのところまで行き着く、その間だけでいいのです。古代王国の呪いと戦っていただきたいのです」

「それが、どのような苦痛か、汝は知っているのか？」

　ニースはゆっくりと首を横に振った。

　誇り高い古竜がそう言うのだ。その苦しみ痛みは、想像を絶するものがあるのだろう。わずかな時間とはいえ、耐えうるのは難しいに違いない。

「それでも、耐えてください」

　ニースは見上げるように、ブラムドと視線を合せた。その銀色の瞳には、戸惑いの色がうかがえた。

　ニースは、一歩、足を踏みだしはじめた。

「やめるのだ、娘」

　ブラムドの声は、哀かなしげな響きを帯びていた。

「我が呪いは、解くことかなわず」

「解けぬ呪いなどありません！　どうか、わたしを信じてください」

　同時に、ニースもブラムドを信じた。この氷竜が呪いがもたらす苦痛に打ち勝つことを、だ。さもなければ、ニースは間違いなく命を失うことになる。

　氷竜のもとへ歩きはじめたニースを見て、後方に控えていた十人の神官たちが、あわてて地面に膝をつき、祈りの言葉を詠唱しはじめた。

　そのとき、山の斜面を冷たい風が吹き下ろし、ニースの黒髪がなびいた。風の鳴る音が近くの谷間から聞こえてくる。

　ブラムドにも、ニースの覚悟は伝わったようだ。鋭い鉤かぎ爪づめのはえた前足を地面に下ろすと、その場でうずくまるような姿勢をとった。

　神官たちの祈りの声を背中に受けながら、ニースは精神を集中させた。大地母神の名を繰り返し唱えた。

　突然、吹雪ふぶきが荒れ狂ったような音がした。

　氷竜があげた咆ほう哮こうであった。その咆哮に揺さぶられ、どこからか雪崩なだれの起こる音が聞こえてくる。

　氷竜は翼を広げ、長い尻尾しつぽを激しく地面に打ちつけた。それだけで、地響が起こり、身体が上下に揺さぶられる。

　古竜の苦く悶もんの大きさがうかがいしれる。

　大地母神の名を口のなかで繰り返し、ニースは精神を高揚させてゆく。一歩、一歩、残雪に足を取られぬように進んでゆく。

　本当は全力で駆け寄ってゆきたいのだが、そうすれば精神の集中が乱れるだろう。それでは、強い奇跡を期待できない。

　わずか二十歩ほどの距離が、無限に遠く感じられた。

　氷竜の苦しみは、すでに限界を超えようとしているのが、ニースにも分かった。

「慈悲深き大地母神、豊ほう穣じようと創造を司る女神よ……」

　氷竜へあと数歩のところまできたとき、ニースは高らかに祈りの言葉をあげた。

「自然ならざる呪じゆ縛ばくより、このものを救いたまえ！」

　高らかに祈りの声をあげ、ニースはブラムドの純白の鱗うろこに手を触れた。

　次の瞬間、唸うなりをあげて何かが迫る気配があり、ニースは反射的に身体を後ろに反そらした。

　氷竜が鋭い鉤かぎ爪づめのはえた前脚を振るったのだ。

　激しい衝撃があり、右肩に激痛が走った。細身のニースの身体は、真横に弾き飛ばされていた。硬い地面にぶつかり、新たな痛みが走った。目の前を赤い飛沫しぶきが舞っているのが分かった。

　三回転めから、ニースは身体を丸め、受け身を取った。それからさらに十回以上、地面を転がってから、ようやく立ち上がることができた。

　だが、すぐに膝が落ちる。右肩を見れば、神官衣が右の乳房のところまで裂さけていた。新雪のような白い肌に三筋の傷が走り、そこから真っ赤な血がどくどくと流れでている。

　だが、思ったよりも軽い傷だ。氷竜ブラムドの攻撃をまともに受けていれば、間違いなく即死だったろう。

　流れでる血もそのままに、ニースは古竜の様子を確かめようと洞どう窟くつの入口を振り返った。

　ブラムドは地面にうずくまっていた。頭も尻尾もぴくりとも動かない。

　ニースはそっと神官たちを振り返った。彼女らは祈りを終えて、茫ぼう然ぜんとブラムドの巨体を見つめている。

　ニースは左手で傷口を押さえながら、残る気力をふりしぼって癒いやしの奇跡を女神に願った。女神は願いをかなえてくれて、痛みが噓うそのように和やわらいだ。完全ではないものの傷口は塞ふさがり、流血も止まった。

「娘よ……」

　ブラムドの声が響いた。

　ニースは何も言わず、笑顔で答えた。

　ブラムドの声には怒りや哀かなしみは、微み塵じんも感じられなかった。

「わたしは自由を取り戻した。感謝する、大地母神の従僕よ。古代王国の秘宝は汝なんじのものぞ」

　氷竜のその言葉を聞いて、歓喜の声をあげながら、神官たちがニースのもとへと駆け寄ってきた。

　神官たちは口々にニースの偉業を讃たたえ、怪け我がの具合を確かめた。

「大丈夫よ、慈悲深き大地母神が癒してくれたから……」

　ニースは神官たちに答え、ブラムドと正面から向かいあった。

　氷竜は首だけをもたげて、ニースを見下ろす。

「感謝する、大地母神の娘よ。これより、わたしは汝を主人と定めよう。この誓いは、わたしが滅びるまで、変わることはない」

「せっかく古の呪のろいから解放されたというのに、新たな束縛を誓ってどうするの。これからは、古竜として自然に生きてください。それが、わたしのただひとつの願いです。主人ではなく、友というなら大歓迎ですけどね」

「承知……」

　氷竜の声は穏やかだった。

　ニースは安あん堵どの笑みを浮かべて、ほっと息をついた。

「後の事はわたしたちがいたしますから、ニース様はお部屋に戻られて、ゆっくりとお休みください」

　ひとりの神官がそう申し出た。ニースはしばらくためらったが、こくりとうなずいた。

　怪我はともかく、疲労が激しい。重い荷物を抱えては、神殿に帰りつくまでに倒れてしまうだろう。

「そういたします。ごめんなさいね、皆さんにご迷惑をかけて……」

「迷惑だなんて、そんな！」

　その神官はあわてて首を横に振った。

「あまりおひとりで、すべてを背負わないでください。最近のニース様は、何かしら生き急いでおられるようで、見ているわたしたちが心配になります」

「生き急いでいる？　このわたしが……」

　神官の言葉をニースは、笑って否定しようとした。

　だが、その笑いは口許で凍りつき、ニースは怒っているでも、泣いているでもない中途半端な表情のまま静かに目を閉じた。

「もしかすると、その通りなのかもしれない……」

　ニースは、心のなかでつぶやいた。

　最近になって、ロードス各地で戦乱の兆きざしがあり、アラニアの大豪雪や大地震に代表されるような自然の災害があいついでいる。人々はさらなる災厄を恐れ、不安を募つのらせている。

　ロードスという島は、二柱の女神が闘争を繰り広げている永遠の戦場であると大地母神の教団では説いている。

　二柱の女神──、創造の女神マーファと破壊の女神カーディスである。

　神々の時代の終わりに神々が光と闇やみの陣営に分かれて争った〝神々の大戦〟のおりマーファとカーディスは、この島を舞台に激しく戦ったと伝えられている。両者は互いの肉体を滅ぼし、他のあまたの神と同様、魂だけの存在となり、世界に介入する術を失った。

　だが、魂となって後もこの対立する女神は争いを続け、マーファが優勢なときにはロードスは平和と豊作に恵まれ、カーディスが優勢なときには戦乱と災厄に見舞われると、マーファの信者たちは考えている。この説に従うなら、二柱の女神の戦いは、今、破壊の女神カーディスが優位に立ちつつあるようだ。

　その優劣を逆転させる力はなくとも、災害で被害を受けた人々を救済し、戦が起こらぬよう各勢力に働きかけることぐらいはニースにも可能なのだ。

　おそらく、これからの五年はこれらに全精力を注がねばならないと思っている。未来が明るいとは思えぬだけに、今できることは手早く片付けてしまいたいのである。他人にはそれが生き急いでいるように見えるのだろう。

　なにより、ニース自身、自分が天寿をまっとうできるとは思っていなかった。己の命よりも、女神への信仰を大切に考えているのだから、それは当然だろう。もしかしたら、心のどこかで、自分の余命が長くはないと思っているのかもしれない。

　ニースは、そっと大地母神の名前を唱えた。

　全能の神でさえ、未来は完全には分からない。人間にできることは、明日のために今日を懸命に生きることだけだ。

　とはいえ、今日は休んでもよいだろう、とニースは思った。

　心優しき氷竜は呪いから解放され、古代王国の財宝は神殿の再建と困こん窮きゆうする人々の救済を可能にするはずだ。

　そして、明日もまた、忙しい一日になるに違いないのだ。




　　　　４




　神聖王国ヴァリスは、ロードス島中南部に栄える王国である。

　王国の歴史は二百年余。北東部の〝千年王国〟アラニアと南東部を支配する王国カノンに次いで、ロードスで三番目に古い歴史を誇る王国である。

　王国の形態は他国とは、まったく異なっている。このヴァリスにおいては、国の主人あるじは国王ではなく、至高神ファリス教団の長たる大司祭であるとされている。

　ファリス教団から世俗のことを委任されているのがヴァリスの国王であり、その配下の神聖騎士というのが名目なのだ。国王と騎士は外敵からこの神聖王国を守ったり、治安の維持に努めることが使命とされている。

　それゆえ、王位も世襲ではない。聖騎士のなかからもっとも優れた人物が推挙され、至高神と大司祭の名のもとに国王に選定されるのだ。

　現在の国王ワーレンⅠ世は、在位して三十余年。王位に就いたのが四十をすぎてからなので、かなりの老齢である。そして、現在は病床にあり、二度と回復することはないだろうと言われている。神々が高位の司祭たちに授ける病気を治ち癒ゆする奇跡の力は、老いに起因する肉体の衰えには効果を発揮しない場合が多い。

　それは神が定めた寿命であり、人間にとって避けられぬ運命であるからだ。

　最近、ヴァリスの国民たちのあいだでは、誰が次の国王になるかが最大の関心事となりつつある。そして、その最有力と見られている人物が、今、ファリス大神殿の宿舎の一室に姿を現わした。




「ごぶさたしております」

　聖騎士ファーンは磨かれた床に片膝をつき、部屋の主人に向かって深々と礼をした。

「よく、来てくれたな。若き騎士隊長殿」

　この部屋の主人は、ファリス教団の高司祭の地位にあるジェナートである。信者たちは彼のことを、次代の大司祭であろうと期待をこめて噂うわさしている。

　背は低く瘦そう身しんでもあるが、目の前に立たれるとその存在感の大きさに圧倒させられそうだ。茶色い髪は頭頂部で薄くなっており、顔には皺しわもかなり目立つ。まだ三十代の後半と男盛りのはずだが、たっぷり十年は年老いて見える。形式主義に陥っていたファリス教団の改革に、長く労力を捧げてきたためだろう。

　部屋には、ジェナート高司祭の他にもうひとりいた。

　若い女性だった。ファーンには、初めて見る顔だった。太陽の光の色のような明るい金髪が特徴的だった。輝くようなその髪を、短く刈っているのが、ファーンの目にも惜しいと映った。

　ファリス教団の紋章入りの神官衣に身を包んでいるが、その下には鎖かチエイたびらンメイルを着こんでいるらしく、鉄と油の匂いがかすかにした。

　どうやら、神官戦士のようだ。それも、熟練の騎士とでも互角に戦えるほどの腕前だ、とファーンは彼女の技量を見て取った。

「こちらの女性は、フラウス。先日までアダンの街の神殿で、侍祭を務めていた」

　ファーンの視線に気がついたのだろう。ジェナートが、女性を紹介した。

　初対面のふたりは、丁重に挨あい拶さつをかわした。

「ファーン卿きように来てもらったのは、他でもない」

　ジェナートはそう言って、話を切りだした。

「三角州の離宮については、今更、説明するまでもないな……」

　そのことか、とファーンは思った。

　聖なる河ファーゴの河口には、巨大な三角州が浮かんでいる。

　この三角州に十年ほど前に、離宮が建てられた。国王ワーレンの王子のために建てられた離宮である。そして、ヴァリス王国にとって、この三角州の離宮とそこに住む王子は、この十年のあいだ悩ましい問題だった。

　ワーレン王に王子が生まれたのは、二十年ばかり前のことである。五十を過ぎて、ようやく授かった子供であった。

　当然のように、国王はこの王子を溺でき愛あいした。もっとも、ヴァリスの王子には、王位の継承権はない。新たな国王が即位すると、神聖騎士となるか、聖職者となるかのいずれかであった。そして、ワーレン王は王子を聖騎士として育てるつもりだったようだ。

　悲劇が起こったのは、ちょうど十年前のことである。国王はわずかな護衛の騎士と王子を連れて、西の山野へ狩りに出かけた。貴族や騎士にとって、狩猟はただの道楽ではない。実戦的な戦いくさの訓練でもある。幼い王子を鍛きたえる意味もあって、ワーレン王は連れていったのだろう。

　山野には狩りの獲物が、棲すんでいる。

　だが、危険な魔物も同時に巣くっているのだ。

　国王たちが獲物を追いつめるため馬を走らせていたとき、突然、近くの林から牛ミノ頭タウ鬼ロスが姿を現わした。

　林の近くにいたのは、王子が乗る馬だけだった。

　それは、あっという間の出来事だったらしい。いきなり出現した魔物に驚き、王子の乗った馬は主人を振り落して逃亡したのだ。

　そして、地面に投げ出された王子に向かって、ミノタウロスが突進していった。

　あわてて馬を戻してきた騎士たちは、ミノタウロスに戦いを挑んだ。

　激しい戦いだったらしい。二人の騎士が死に、残る騎士も皆、手傷を負った。だが、ミノタウロスも瀕ひん死しの傷を負い、地面に倒れた。

　国王は草の間に倒れて動かない王子を抱え起こした。

　幼い王子には、頭がなかった。

　ミノタウロスが武器としていた棍こん棒ぼうで、完全に叩たたきつぶされていたのだ。そして、王子の腹は無残に喰い破られ、腹わたが露出していた。この牛頭の魔人には、食人の習慣があった。

　ワーレン王は、発狂した。

　それは、至高神の慈悲だったのかもしれない。

　国王がその場で命じたことは、王子の骸むくろを打ち捨てることと、瀕死のミノタウロスを王城へ連れ帰ることだった。

　ミノタウロスは地下牢ではなく、亡くなった王子の部屋に入れられ、傷の手当を受けた。

　ワーレン王の精神は、王子の死を受け入れることができなかったのだ。王子を殺したミノタウロスを、己の息子だと信じこんだのだ。

　ヴァリスの宮廷は、この前例のない事件に大いに揺れ動いた。

　当時、ファーンは騎士叙じよ勲くんを間近にひかえた見習い騎士だった。宮廷の騒動は、今でも鮮明に覚えている。ミノタウロスを処分し、国王を退位させようとの意見もあった。その意見をもっとも強硬に主張したのは、ファリス教団から派遣されていた宮廷つきの司祭だった。

　だが、それまでの国王の善政を知る騎士たちには、その主張を受け入れることはできなかった。長い議論のすえ決定されたのは、ミノタウロスを幽閉するために離宮を建造することだった。ファーゴ河の三角州には、わずかな数の漁民しか住んでいなかったので、これを移住させ、この不毛の地に砦とりでのごとき宮殿を建てて、ここにミノタウロスを幽閉させた。

　この離宮の監視には、国王の狩りに護衛として同行した騎士が交替で務めることになった。ミノタウロスには週に一度、仔牛や羊が餌えさとして与えられた。

　不思議なことに、国王は王子の問題を除けば、以前とまったく変わりがないように見えた。しかも、王子と会うために、離宮に行くようなこともしない。ただ、護衛の騎士たちから、王子が元気であるとの報告を受けるだけで満足しているかに見えた。

　国王は正気なのでは、と考える騎士たちもいたほどである。

　だが、国王の狂気は、言葉の端々から伝わってきた。ワーレン王の頭のなかでは、王子は三角州の離宮で騎士となるべく修業に勤いそしんでおり、それを成就するまでは父王に会わぬと誓いを立てていることになっていた。

　王子存命の事実を確かめる必要がないよう、無意識のうちに都合の良い記憶を創りだしているのだろう、と宮廷魔術師は推測した。その説明は、ファーンにも納得がいった。人間の精神の不思議さを、かいまみるような思いであった。

「先日、ワーレン王より、この大神殿に一通の親書が届いた。その親書には、王子殿下に花嫁を娶めとらせたい旨むねが記されていた。花嫁の資格は神聖魔法を唱える司祭であること、そして、十八歳以下の乙女であることだそうだ」

「陛下が、そのような親書を……」

　ファーンは、胸が痛んだ。

　代々の国王は息子、娘を聖職者と婚こん姻いんさせる例が多かった。

　国王もそれに倣ならおうとしたのだろう。たとえ、その王子が食人の習性をもつ魔人であったとしても……

「誤りを正すべきときがきたとは思わないかね？」

　ファーンは、うなずくしかなかった。

　ミノタウロスは邪悪な存在だ。根絶すべき闇やみの生き物といえよう。そのミノタウロスを、この神聖王国が養ってきたのである。特例とはいえ、教義に反する状態をいつまでも放置しておくわけにはいかないのだ。ファリスは法と秩序を司る神であり、それゆえ光の五大神のなかでも主神と認められているのである。

「このことは、宮廷には？」

「大臣たちには、話を通しておいた。納得してもらったよ」

「それでは、なぜ、わたくしをここへ？」

「この件は、至高神の教団と神聖王国の騎士とが共同で果たすべきだとは思わないかね？」

　それは、理解できた。そうしなければ、禍か根こんを後に残すことになろう。城と神殿のあいだに不和が生じるのは、ヴァリス王国にとって憂うれうべき事態である。

　だが、分からないこともあった。

　なぜ、自分を呼んだのか、だ。

「この役は、離宮警備の騎士たちの役目ではないかと思います」

　ファーンは、言った。

　そうでなければ、彼らの名誉は傷つけられることになる。

「分かっておる……」

　ジェナートの声には、苦悩が感じられた。

「だが、わたしはおまえを呼んだ。その意味をくんではくれまいか？」

「それは……、しかし……」

　ファーンは言葉を詰まらせた。

　ジェナートが何を言いたいのかは、彼にも分かった。だが、それを納得することは難しい。

「過ちは正されなければならないのだよ……。わたしひとりの力では、難しいこともある」

　ジェナートは窓の外に顔を向け、懺ざん悔げの言葉を洩もらすように、そうつぶやいた。

　春の日差しが、王都ロイドの街を暖かく照している。

「お引き受けにならないのなら、けっこうですわ。わたしが、ひとりでまいりますから」

　それまで無言だった女性が、突然、言った。鋼はがねが鳴ったような、毅き然ぜんとした声だった。

「フラウスは、王子の花嫁として国王陛下に紹介するつもりだ。彼女ならば、満足していただけよう」

　ジェナートがファーンに説明した。

　予想はしていたが、至高神の教団からは、彼女が派遣されるのだ。もちろん、花嫁というのは名目であり、本当は離宮の主人を討つための戦士に他ならない。

「他人を偽るのは、神の教えに反することですが、死にゆく人間への手向けになるならば、神もお許し下さいましょう」

　ファリスの教義によれば、噓うそをつくことは大罪であるとされている。

　実際、己の利益を考え、噓をつく者は多い。噓によって他人を傷つけることもあるだろう。

　だが、相手のことを慮おもんぱかって、偽りを言う場合だってある。ファリス神は、そんな噓まで罰しようとはしないはずだ。

　だが、教団はそれさえ罪と定め、罰を与える。硬直した形式主義に偏かたよっているためだ。

「同感です」

　ファーンは、ゆっくりとうなずいた。勇気ある女性だ、と思った。

　この女性なら、たとえひとりでも離宮に赴おもむくだろう。王子の花嫁として、だ。そして、その日のうちに、未亡人となって帰ってくるに違いない。

　だが、女性ひとりを危険にさらすのは、騎士の規範に反する行為である。離宮警備の騎士たちの気持ちが気にかかるが、これも神が与えたもうた試練かもしれない。

「かしこまりました。この試練、お引き受けいたしましょう」

　ファーンは、畏かしこまって言った。

「やってくれるか」

　ほっとしたような笑みを、ジェナートは浮かべた。

「フラウスには、特上の花嫁衣裳を用意しておる。放っておけば、一度も着る機会なく、一生を終えてしまいそうだからな」

「わたくしの命は、神に捧げておりますもの。現世で、殿方と結ばれるつもりはありませんわ」

　フラウスは、真顔で答えた。

「若い娘が、これだからな。ファリス神は婚こん姻いんを守護してこそいないものの、この人生の幸福を否定してもおらんぞ」

　ジェナートは明るく笑い、そばに置いてあった椅い子すに腰を下ろした。

　かなり疲れておいでだ、とファーンはそれを見て思った。形式主義に陥り、腐敗も著しい教団を改革することに全身全霊を傾けているためだろう。

「形式的には再婚となるわけだが、よければ、この娘をもらってやってくれ」

　考えておきます、とファーンは答えた。

　彼があまりにも真面目に答えたので、困惑ぎみにジェナートの言葉を聞いていたフラウスが、驚きの表情を浮かべた。

　わずかに目を見開いて、ファーンに視線を注ぐ。

　ファーンには別に他意はない。ジェナートの勧めとあれば、間違いない相手だろう、と思っただけだ。それに、彼女が敬けい虔けんなファリスの信者であり、貞てい淑しゆくな女性であることは、見ただけで分かる。

「これでひとつ、心配事が減ったよ」

　ジェナートは、大きな声で笑った。

　そのとき、使いの神官が戸口を叩たたき、ジェナートの名を呼んだ。

　フラウスが扉を開けて、神官を部屋のなかに通す。

「礼拝堂に病人が運ばれてきております。重病ゆえ、ジェナート様にぜひ診みてほしいとの大司祭様よりの伝言です」

　ジェナートは表情を引き締め、片手をあげて、分かったと答えた。

　神官は恭うやうやしく頭を下げて、部屋を辞した。

「わたくしが、代わりに参りましょうか？」

　ジェナートの健康を心配したらしく、フラウスがそう申し出た。

「わたしが、名指しで呼ばれたのだ。教団にとって重要な人物が病気にかかったのだろう。もし、病が癒いやされなかったとあれば、おまえに責任がふりかかる。それに、王城へ行くのは、早いほうがよかろう。国王が、別の娘を花嫁に選ばないともかぎらんからな」

　ジェナートは椅子から立ち上がると、フラウスの肩に手を置き、王城に行くための準備について指示を与えた。

「それでは、今日のうちに」

　フラウスは、即座に答えた。

　ファーンも、別に異論はなかった。

　この場合、準備とは花嫁衣裳に着替えることに他ならない。そして、国王に挨あい拶さつを行い、武器と鎧よろいとを持参の道具として、牛頭の王子の棲すむ離宮へ赴くのだ。

　ファーンは、彼女の護衛の騎士という役割を演じることになる。

　ジェナートが礼装に着替えはじめたので、ファーンは一礼をして、部屋を辞した。フラウスも、彼の後に続いた。

　ふたりは、宿舎の廊下を並んで歩いた。

「あなたの噂うわさは、前々から聞いておりました。この大神殿に住む女性の神官で、あなたの名を知らぬものはひとりもいないようですね」

「大神殿には、週に一度の礼拝を欠かしてはおりませんから……」

　ファーンは答えた。

　そういう意味ではないのだが、とフラウスは思ったが、それは口には出さなかった。

「ミノタウロスと戦ったことはありまして？」

　と、話題を変えた。

「いえ、ありません」

　ロードスには数多くの魔物が棲んでいるが、ミノタウロスは数の少ない魔物だ。赤肌鬼ゴブリンや犬頭鬼コボルドといった妖よう魔ま──邪悪な妖よう精せい族ならば、ファーンは見たこともあるし、戦ったこともある。だが、子供ほどの大きさしかない妖魔たちと、長身のファーンよりさらに頭ふたつは高いミノタウロスとでは、その強さは比べものにならないだろう。

　実際、国王の側近だった熟練の聖騎士たちと戦って、二人の命を奪っているのだ。

「ですが、わたしには神の加護があります。負けはしませんよ」

「たいした自信ですのね」

「剣こそが、騎士の誉ほまれ。戦こそが、騎士の果たすべき使命。自信なくして、務まりません」

「…………」

　フラウスは、ひどく真剣なまなざしでファーンを見つめた。

「何か？」

　問われて、フラウスは小さく首を横に振った。

「ご立派ですわ。皆が噂するとおり……」

　フラウスは、正面に向き直って、話題を変えた。

「このロードスから、久しく戦が絶えたことはありません。それどころか、このところ世の中は悪くなる一方。この神聖王国も、例外ではありません。ヴァリス北の国境には蛮族たちが侵入し、沖の海には海賊たちが横行し、山や森からは魔物が人里にも姿を現わす。王国間のいさかいは絶えず、いつ戦が起こっても不思議ではない」

「我々、聖騎士も努力はしているのですが……」

　このロードスの、そしてヴァリスの現状が憂うれうべきなのは、否定できない事実だった。

　聖騎士たちは辺境の村を巡回し、国境の警備を強化している。だが、正直に言って、効果はあまりあがっていない。

「混乱の原因は、ヴァリス国内にはありませんもの。国境の外のことには、聖騎士の威光も及びませんわ。だから……」

「だから？」

　ファーンは、尋ねた。フラウスが言葉を切ったまま、沈黙したからだ。

「ロードスは、ひとつにまとまるべきだと思います。偉大なる英雄のもと……」

「それでは、大戦になります」

　ファーンは、さすがに驚いた。

　ロードスの住人たちのあいだに、そういう気運が高まっていることは知っている。世の中が乱れると、人々は英雄の出現を待望するものだ。

　だが、北東には〝千年王国〟アラニア王国があり、その南には美しい国土で知られるカノン王国がある。両王国とも長い歴史を誇る王国ゆえ、文化も発達し、商工業も盛んである。

　もちろん、衰退の兆きざしがないわけではない。

　貴族や騎士たちが繰り広げる政争は激しく、利権を握にぎる文官たちのあいだには汚職が横行し、民衆は不公平感を募つのらせている。領民から搾さく取しゆすることしか考えぬ強欲な地方領主もいる。だが、由緒正しき王家によって統治され、王国の基盤はまだまだ揺らいでいるとはいえない。

　カノンの南の海に浮かぶ〝暗黒の島〟マーモは、ロードスに蔓まん延えんする邪悪の温床といえるかもしれない。ここは蛮ばん族ぞくや罪人、海賊たちの支配する無法の島で、妖魔や魔獣が跳ちよう梁りようしている魔境でもある。混こん沌とんたる状況ゆえ、支配者は誰もいない。闇やみの力を結集すれば、隣国にとって脅きよう威いとなろうが、古代王国が滅びてのち、その兆しは一度もない。反対に、この島の征服を試みても成功するとは誰も思っていない。ヴァリス王国や、ファリス大神殿でも、マーモへの聖戦が何度となく主張されたが、現実論が多数をしめて、実行に移されたことがないのだ。

　このヴァリスとて、至高神の信仰を支柱とする揺るぎない王国である。

　不穏なのは、ヴァリスの北と西だ。北の砂漠には二つの蛮族が勢力を争い、激しく戦っている。島の中央を横断する街道には、マーニーとローランという堅固な城塞都市があり、都市国家として独立を守っている。

　西南のモス地方は小国が群立し、戦乱が絶えない。だが、竜ドラゴンの盟約により、他国からの侵略に対しては鉄の団結を誓っている。

　西北には、港街ライデンを中心とする自由都市群があり、傭よう兵へいを雇ったり、自警団を組織したりと他国の介入を寄せつけない。

　このロードスの政情を変えるには、武力に頼るしかない。強力な軍を要し、傑けつ出しゆつした英雄がこれを統率しないかぎり、果たすことのできない難業であろう。

　フラウスとて、そのぐらいは理解しているはずだ。

「わたくしは五年前まで、アダン近郊の農村に生まれた、ただの村娘でした」

　フラウスは、静かに語った。

　すると、わずか五年のあいだに高徳の司祭となり、優れた戦士となったことになる。いかに高い才能があったとしても、それを開花させるのは並大抵の努力ではなかったはずだ。

　ファーンは敬意を持って、彼女の修業、鍛たん練れんを讃たたえた。

「神の御加護のおかげです」

　フラウスは、さらりと答えた。

「五年前に、わたくしはファリス神の啓示を受けたのです。その啓示を、そのまま言葉で表わすことはできません。五感すべてを貫くような強烈な衝撃だったからです。ですが、あえて言葉で表わすならば、その啓示は英雄の出現を予言していたように思います。ただ、その英雄は大いなる闇に閉ざされ、光の下に出られないでいます。わたくしの使命は、英雄を闇から救いだすことだと悟りました。その証あかしとして、神はわたくしに奇跡の力を授けたもうたのです」

「そのような啓示を……」

「はい。だからこそ、いかなる苦しみにも耐えられたのです」

「敬服いたします」

　ファーンは、礼拝所で祈りを捧げているときのような神聖な気持ちになった。

　この神官戦士に、聖女の資質を見たような気がした。真の聖女となるには、厳しい修業がさらに必要だろうし、困難な試練をいくつもくぐりぬけねばならないだろう。

　微力ではあってもその助けとなろう、とファーンは心のなかで誓った。ジェナート高司祭が自分を呼んだのは、そのためだろう、と思う。

「英雄は、かならず現われます。そして、このロードスの救世主となるはずです」

　フラウスは、ファーンを見つめながら熱っぽく言った。

「わたしの剣が必要であれば、いつでも申してください。必ず、力となります」

「……ありがとうございます」

　複雑な表情を浮かべて、フラウスは答えた。

　ちょうどそのとき、二人はフラウスの部屋に着いた。

「衣裳は、おそらく運びこまれていると思います」

　フラウスは、わずかに苦笑を浮かべた。

「それでは、わたしも礼装に着替えてまいりましょう。後ほど、馬車を伴って迎えにあがります」

　ファーンはフラウスに会釈をして、宿舎の出口へと向かった。




　白きホワイ騎士トナイトファーンがフラウスと共に、三角州の離宮へ赴いたのは翌日のことである。そして、その離宮では、予想だにしなかった最悪の悲劇が待ち受けていた。

　だが、王城に帰還したファーンたちを待っていたものは、その悲劇をも頭のなかから追いだすような衝撃的な知らせであった。







　第Ⅱ章　王子の決断
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　人間ひとは、闇やみを恐怖する。闇の精霊シェードは、恐怖を司る精霊でもあるから。

　だが、大地の妖精族たるドワーフにとって、闇は親しい友だ。柔らかな毛布に包まれているような安らぎを感じる。

　そのドワーフたちが、初めて闇に恐怖した。闇のなかに跳ちよう梁りようする戦せん慄りつすべき魔物どもに……




「あと何人、生き残っておるのだ……」

　巨大な鉾ハル槍バードを抱えながら、ひとりのドワーフが闇のなかを歩いていた。

　ここは、石の王国。いや、かつてそう呼ばれていたというべきだろう。

　山をひとつ貫いて、巨人が立って通れるほどの巨大な地下道が走っている。〝ドワーフの大洞どう窟くつ〟といえば、ロードスでは知らぬ者がいない。

　だが、網の目のように伸びた無数の支道が存在することまでは、人間たちは知らないだろう。ましてや、その地下道がロードス各地の洞窟につながっているなど知る由もない。

　ドワーフ族がこの地に住みついたのは、数千年も前のこと。以来、この石の王国は支道を伸ばしてゆき、いつの間にかロードスの地下に、知られざる街道を持つようになったのだ。もっとも、普段は隔壁や扉で閉ざされ、使用されてはいない。

　石の王国があるのは、ロードスの南西部。ドワーフ族の王国はこの地と、ロードスの北東部にそそりたつ白竜山脈にある〝鉄の王国〟のふたつだけである。使われなくなって久しいが、このふたつの王国を結ぶ長大な地下道さえあるのだ。

「扉は、すべて閉ざしたのか？　罠わなの封印は、残らず解いたのか？」

　そのドワーフはひとり、つぶやいた。

　彼のまわりには、もはや誰もいない。最後まで従っていた五人の戦士たちも、先刻の戦いで皆、息絶えた。

　彼の名は、フレーベ。石の王国の〝鉄の王〟と呼ばれた。

　だが、もはや彼は王ではない。彼に従う民は、もはや存在しないから。

　突如、現れた侵略者どもの手によって、皆殺しにされたのだ。

「むっ！」

　そのとき、三つの影が前方から姿を現わした。

　背中に蝙蝠こうもりの翼をはやした醜い人型の生き物が、二匹の犬を連れていた。真っ黒な色をした大型の犬だ。ただの犬でないことは、一目で分かる。その双そう眸ぼうは不気味に輝き、口からは舌の代わりに、真っ赤な炎をちろちろと覗のぞかせている。

　彼らこそが、侵略者であった。

　魔神デーモンと呼ばれる異界の生き物であることを、フレーベは知っている。カストゥール王国の魔術師たちが召喚し、奴隷として使役した。

　フレーベは、自分の身長の三倍を超える巨大なハルバードを身構えた。

　彼の肉体は、分厚い真銀ミスリルの板プレ金ート鎧メイルで包まれている。背中に落とした大グレー兜トヘルムをかぶれば、全身、余すところなく覆おおわれることになる。ドワーフ族の技術を結集した究極の防具だ。

「雑魚ざこどもが!!」

　フレーベは、挑発するように叫んだ。

　有翼の魔神は〝ザルバード〟と呼ばれている。魔神族のなかでも、下級の魔神でしかない。

　犬の魔物は冥ヘル王ハウ犬ンド。魔神たちが飼い慣らしている異界の猛獣だ。

　その魔獣が、猛然と口から炎を吐きだした。

　フレーベは、それを避けようともしなかった。大兜を深くかぶると、炎を浴びながら、まっすぐに突き進んだ。真っ赤な炎が鎧よろいを焼くが、フレーベは気にも止めない。

　間合いに入ると、巨大なハルバードを振りあげ、そして一いつ閃せんした。瞬間、彼の手から武器が消え失せたと思えるほどの素速い一撃だった。

　ヘルハウンドの首がふたつ、同時に地面に転がった。どす黒い血が噴きだして、地下道の石床に血溜まりを作った。

　有翼の魔神はかろうじて宙に舞いあがり、難を逃れた。そして、手にしていた手ジヤ槍ベリンを投げつけてきた。

　フレーベは、それもかわそうとはしない。

　軽い衝撃があり、水晶を打ち鳴らしたような音が響いた。魔神が投げつけた手槍が、鎧に弾かれた音だった。

　フレーベは、床に落ちた手槍を拾いあげると、地下道の天井近くに浮かんでいる魔神めがけて、無雑作とも思える手つきで投げ返した。

　狙ねらいは違わず、魔神の胸を貫いた。背中から突き抜けた手槍は、勢いを弱めず天井に当たり、鈍い金属音を発して、岩に突き立った。

　少し遅れて、魔神がどさりと地面に落ちてくる。

　フレーベはその首めがけ、ハルバードを叩たたきつけた。投カタ石パル器トから打ち出された石弾のように、魔神の首が跳ねとんだ。

　怒りや憎しみを、ぶつけたわけではない。そうでもしないと、魔神どもがいつ復活してくるか知れないからだ。ドワーフ族の頑強さは人間たちのあいだではよく知られているが、魔神どもの強きよう靭じんな生命力は、それを遥かに凌りよう駕がしているのだ。

　フレーベは、がっくりと地面に膝を落とした。

「もはや、この王国には魔神たちしかおらぬのか……」

　絶望が鉄の意思を持ったドワーフ王の心を打ち砕いた。

　魔神どもは、南の大門から侵入してきた。完全な奇襲だった。黒い疾しつ風ぷうのように、幾千とも幾万とも知れぬ魔神が大洞窟を駆け抜けた。

　態勢を整える間もなく、石の王国は蹂じゆう躙りんされた。

　中央の大道を制圧され、支道が分断された。そのため、組織的な反攻が不可能となった。支道に押込められたドワーフたちは、各個撃破されるだけだった。もちろん、ドワーフたちも黙って、殺されたわけではない。男も女も、いや子供や老人までもが武器を取って戦った。

　フレーベも二千の戦士団を率いて、魔神どもに逆襲した。

　激しい戦いは、十日あまり続いた。

　中央の大道を取り返さんと、支道のすべてを守らんと、大地の妖精族は異界の住人どもと戦いを繰り広げた。

　一万の人口を数えるドワーフ族が、最後のひとりになるまで交戦したのだ。魔神どもも手痛い打撃を受けたであろう。

　勝敗を分けたのは、魔神たちが強力な魔法を操れたことだ。

　ドワーフ族にも少数の神官戦士がいたが、精霊シヤ使いーマンや魔ソー術サラ師ーはひとりもいない。精霊と交信する能力も、魔力を操る能力も、ドワーフ族は遥かな古代に喪そう失しつしてしまっていたのだ。

　長老たちのあいだでは、人間に援軍を求めればという意見もあった。だが、フレーベはそれには賛成しなかった。援軍が間に合うとは思えなかったし、間に合ったとしても、闇に強い魔神たちを相手に、人間たちがこの地下道で戦って勝てるとも思えなかった。いたずらに犠牲を増やしただけだろう。

　ただ、魔神の出現を知らせる使者だけは、出すことにした。

　この石の王国が抜かれたなら、いずれ人間たちも魔神たちと戦わねばならないのだ。自らの領土を守るための戦であれば、人間たちとて死力を尽くすに違いない。いや、そうでなければ、この石の王国の犠牲の意味がなくなる。

　フレーベたちにとって唯一の慰めは、白竜山脈に住む同どう朋ほうが、石の王国からもっとも離れた場所にあることだ。地下道を抜ければ一本道であるが、地下道のすべてを探索するには、いかに魔神たちとはいえ時間がかかる。そのあいだに、魔神出現の知らせは届くだろう。地下道の門は閉ざされるだろうし、不意を打たれさえしなければ、ドワーフ族の地下王国は難攻不落の要塞となる。

　そして、この石の王国の地下道には、隠し扉や偽の扉など様々な仕掛けが施されている。危険な罠わなも多数、張り巡らしている。フレーベは魔神どもの侵攻を知ると、門や扉を閉ざし、罠の発動を止めていた封印を解くよう配下の戦士たちに命じている。

　完全にではないだろうが、その命令は実行されているはずだ。地下道の探索を進めれば、魔神たちは痛い目を見ることになるだろう。

　だが、戦いに敗れたという事実には変わりはない。

「これまで、だな……」

　フレーベは、深くうなだれた。不覚にも涙が溢あふれでた。

　石の王国は、滅びた。

　自分は、最後の鉄の王となった。

　無念であった。だが、ドワーフ族の誇りは守れたと思う。

　勝利したとはいえ、魔神どもは多くの手勢を失ったはずだ。人間たちとて非力ではない。やすやすと魔神の侵略を許すようなことはあるまい。ロードスには、森の妖精族エルフの集落も各地にある。エルフどもは高慢で、ドワーフ族や人間を妖よう魔またちと同じように軽けい蔑べつしている。友好を結びたい手合ではない。だが、彼らは全員が精霊魔法の使い手であり、非力ではあるが鼠のように俊敏に動く。それに、弓の名人でもある。

「このロードスを支配するのは、容易ではないぞ……」

　フレーベは首を失い、倒れている魔神に声をかけた。

　しかし、とフレーベは思った。

「この魔神どもは、いったいどこから湧わいてでたのだ。なぜ、湧いてでたのだ」

　石の王国の南には、人間の王国はない。エルフどもの住む森もない。

　あるのは、カストゥール王国の遺跡の数々と〝空の上なる湖〟ホルスの美しい湖水だけだ。

　その疑問を解き明かしたい、と思った。だが、それは自分の仕事ではない。

　杖にすがるように鉾ほこ槍やりに身体を預けながら、フレーベはゆるりと立ち上がった。

　命あるかぎり、一匹でも多くの魔神を道連れにしなければならない。それが、石の王国の最後の王としての使命だと思った。

　疲労は激しく、肉体も無傷ではない。魔法の前には、完全な鎧とて無力である。強い打撃を受ければ、たとえ鎧は無傷でも、中身の肉体には打撲傷を受ける。

　三日以上、彼は寝ていない。食事を取ったのも、昨日が最後だ。地下水は、そこかしこに湧き出しているので、渇きだけは覚えずにすんだ。だが、水ではなく、麦酒エールを飲みたいと思った。

　隣国スカード産のエールは濃厚で強く、苦みが効いて旨うまい。だが、もはや二度と口にすることはないだろう。

　ふたたび熱いものが、ドワーフ王の頰ほおを伝って落ちた。




　それから、しばらく歩いたが、なぜか魔神たちには出会わなかった。

　期待はしていなかったが、生きた仲間にも会えなかった。

　魔神や魔獣、それにドワーフの戦士の骸むくろが、そこかしこに倒れている。それを見ても、もはや哀しみは湧わいてこない。怒りも溢あふれださない。すでに、感覚が麻ま痺ひしてしまってるようだ。

　石の王国は、広い。国王であるフレーベでさえ、王国のすべてを歩いたわけではない。

　フレーベは自分がどこを歩いているのかさえ、分からなくなってきていた。疲労はますますひどく、鎧と武器の重さに押しつぶされそうだった。

　そのとき、外気の匂いが、ふと感じられた。

　フレーベは顔を上げ、大兜をはずすと背中に落とした。鎧と兜とは鎖で繫つながれているのだ。

　地下道の先に、かすかな明かりが感じられた。

　どうやら、外が近いようだ。

　大洞窟の入口はふたつ。北の大門と南の大門だけだ。ロードス各地の洞窟と繫がる抜け道もあるが、一日や二日歩いたとて外へ出られるはずはない。

「北か、南か……」

　フレーベはとにかく、光の方へ歩いた。

　ドワーフの王国は、いつも闇やみに閉ざされている。ドワーフ族は地下の住人であり、光よりも闇に慣れ親しんでいるのだ。

　そのドワーフの王が、光を求めて進んでいる。

　おかしなことだ、とフレーベは思った。だが、ドワーフは妖魔どもとは違う。神々の大戦のときには、光の神々の従僕として、邪神の軍団と戦ったのだ。人間や森の妖精エルフたちとともに。

　しばらく歩くと、中央の大道へと出ていた。壁面にも、湾曲した天井にも、びっしりと彫刻が施されている。石の床は鏡のように磨かれ、靴底にぴたりと張りつく感覚があった。

　息づくように動いている大気が、肌で感じられる。

　洞窟の外を照らす光は、暖かく強い。どうやら、真昼のようだ。

「ここは、北の大門なのか……」

　フレーベはようやく、自分がいる場所が分かった。

　それで今まで歩いてきた道も、察しがついた。わずか十日のあいだに、この石の王国は異郷となったようだ、とフレーベは苦々しく思った。

　大道には魔神が溢れているはずだったが、ここにもやはり魔神はいなかった。

　この十日の出来事が悪夢であればと願ったが、全身に走る痛みがその期待を打ち砕いている。

　フレーベはハルバードを杖代わりにして、足を引き摺ずるように進んだ。

　それにしても、魔神どもは、どこへ消えたのだろう。

　この洞窟を抜けて、隣国スカードへと進軍したのだろうか。スカードは小国である。魔神の襲撃を受ければ、ひとたまりもあるまい。

　危急を告げる使者が、たどりついていることを願わずにはいられない。

　そのとき、あることをフレーベは思い出した。

　一月前、スカード国王ブルークが娘のリィーナ王女を伴って、石の王国を抜けていった。

　ホルス湖へ行く、とブルーク王はフレーベに旅の目的を告げた。

　なぜ、とは聞かなかった。人間たちのすることは、ドワーフには理解できないことが多い。関心があったのは、彼が土産に持ってきた大陸産の蒸留酒だけだった。舌が痺しびれるほどに強く、香り豊かな酒だった。

　ブルーク王は、南の大門から出て行ったが、まだ戻っていないように思う。帰りの挨あい拶さつには寄らなかっただけかもしれないが……

　もっとも、ブルーク王が不在でも、彼の息子が留守を守っていればスカードは安泰だ。父王もなかなかの人物だが、息子のナシェルはその父親が凡人と思えるほど、大器の持ち主である。もちろん、今はまだ潜在力でしかない。それが開花したときには、このロードスの勢力図が大きく変わるような予感さえする。

「命を、無駄にするなよ」

　フレーベは、心のなかでナシェル王子に呼びかけた。

　北の大門は、完全に開いていた。

　フレーベは、太陽の下へ出た。陽光を浴びるのは、いったい何年ぶりのことだろう。あまりの眩まぶしさに、しばらくのあいだ目がくらんだ。

　ようやく目が慣れたとき、フレーベは正面から近づいてくる黒い影に気づいた。

　魔神たちだった。

「ここにおったか！」

　フレーベは、吠ほえた。

　ようやく、死に場所が見つかったと思った。このまま魔神どもに出会わなかったら、フレーベは、戦いではなく、飢えと疲労のために命を落としていたろう。そんな不名誉な死に方は、望むところではない。

「数も十分、上位魔神もおるしな。さあ、鉄の王の最後の戦い、しかと見せてやろうぞ！」

　フレーベは雄叫びをあげ、ハルバードを頭上高く、振り上げた。
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　整然と隊列を組んで、スカードの騎士たちが進軍している。

　その先頭に、ナシェルの姿があった。尻尾と鬣たてがみが金色に輝く美しい栗毛の馬にまたがり、白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包み、馬上槍ランスを抱えている。

　絵に描いたような騎士の姿だ。

　王城を発して二日、すでにスカードの領外へ出ている。

　ナシェルに従う騎士は、およそ五十。若い騎士が中心で、十人の騎士見習いも同行させている。ナシェルの遊び仲間でもあり、学友でもある。次代のスカードを担う若者たちだった。

　隊列の最後尾には、何台もの荷馬車を引き連れ、予備の武器や食料なども持参している。本格的な戦になっても、耐えられるようにだ。

　騎士たちは皆、緊張し、蒼あおざめた顔をしている。

　最初、騎士たちのなかには、ナシェルの突然の出陣の決定に戸惑っているものもいた。だが、その戸惑いは、すでに全員の心から消え失せている。

　スカードの国境を越えたところで、衝撃的な現場を目撃したからだ。

　三人のドワーフ戦士が全身を切り裂かれて、死んでいたのである。死体の様子から、死後三日は過ぎていると思えた。獣に殺されたようにも見えるし、剣で斬られたようにも見えた。

　ナシェルも自分の悪い予感が当たったことに、衝撃を覚えた。石の王国が何者かの襲撃を受けているのは、ほぼ間違いなかった。

　だが、襲撃しているのが何者なのかについては、まるで心当たりがない。石の王国を北から攻めるにはスカードを通過せねばならないし、石の王国の南には人間もエルフも住んでいないのだ。東の山か西の山越えで、攻めたのだろうか。

　三人の戦士たちの所持品を調べたのち、遺体はその場で埋葬した。所持品からは、特に変わったものは発見されなかった。金貨が入った袋もそのままだったので、山賊などの仕業でないのは明らかだった。喰われた様子もないので、獣に襲われたのでもないようだ。

「それでは、いったい誰が……」

　その疑問を胸に抱いたまま、ナシェルは全軍に進軍の速度を早めるように命令した。

　今は、石の王国まであとわずかのところまでやってきている。

　戦いの音が聞こえてきたのは、ちょうどそのときだ。

　鳥の鳴くような声や、甲かん高だかい金属音が春風に乗って響いてくる。

「全速！」

　ナシェルは背後を振り返って命じ、自らは愛馬の腹を軽く蹴けった。

　栗毛色の愛馬は素速く反応し、たちまち全力疾しつ走そうに移った。あっというまに、他の騎士たちと差が開く。

　街道は右に曲がって、長い直線になった。両側が緩ゆるやかな斜面になった山道で、なだらかな登り坂になっている。

　その坂道を、ナシェルは一気に駆け上がった。

　戦いは、石の王国の大門の外で行われていた。ひとりのドワーフが、奇怪な姿の魔物たちと争っていたのだ。

「なんだ、あの魔物は！」

　ナシェルは馬の手綱を引いて、ドワーフが戦っている敵を観察した。

　魔物は、人の姿をしていた。だが、それが人間であるはずがなかった。妖精とも、妖魔とも異なっている。

　山羊の頭をした大男が二叉の槍を振るっている。その後ろに蛇のような頭をした魔物が二匹、巨大な剣を構えていた。

　地面に倒れているのは、蝙蝠の翼をもった魔物だった。鳥の頭をした魔物も、胴を切断されて痙けい攣れんしている。

　異形の魔物というしかなかった。

「ナシェル殿下！」

　そのとき、配下の騎士たちがようやく追いついてきた。

　全員が、不気味な魔物の姿を息を吞んで見つめている。

「横一列！」

　ナシェルは力のこもった声で騎士たちに命じた。時間をおけば、恐怖のために騎士たちの動きが鈍ると見たからだ。

　はっとしたように、スカードの騎士たちが戦闘隊形に移った。

　道幅いっぱいにスカードの騎士十数人がずらりと並ぶ。その中央に、ナシェルは位置した。

　残る騎士たちは、後方で待機する。その中から、五人ほどが弩ロスボウを構え、第二列を形成した。間隔を開けているのは、彼らのあいだから残る騎士たちがいつでも飛び出せるように配慮してのことだ。

　スカードの騎士たちは、実戦から遠ざかっているが、訓練の成果は十分に出ているとみえた。

　ナシェルは満足し、兜の面めん頰ぼおをおろした。彼にとっては、これが初陣である。だが、気負いも、恐怖もなかった。

　魔物たちのうち、何匹かがナシェルたちに気づき、向かってきた。

「突撃チヤージ!!」

　ナシェルの号令のもと、スカードの騎士たちは前進した。

　全騎が速度を一定に保ち、隊列はまったく崩くずれない。

　壁となって迫ってくる騎士たちに、魔物は怯ひるんだ様子だった。槍ぶすまから逃れようと、先頭の魔物は左の斜面を駆け登ろうとした。

「化物め！」

　左端に位置していた騎士が、魔物の背中を馬上槍で突き刺した。

　悲鳴があがった。傷口から、どす黒い血が噴きだす。

　斜面を転げ落ち、魔物は地面で苦痛に呻うめいた。

　傷ついた魔物めがけて、弩いしゆみ隊の後方に控えていた騎士のうち三騎が飛びだしていった。

　たちまちのうちに、魔物は串刺しになった。若い騎士が馬から下り、魔物の首を切りとると勝利の声を高らかに叫んだ。

　ナシェルは、頭目とおぼしき山羊頭の魔物に狙ねらいを定めた。

　だが、背中に翼を生やした魔物が、その前に立ちはだかる。

　耳まで口がかっと開いた。鋭く長い牙が何本も、生えている。

　と、魔物は真っ赤な炎を吐き出した。

　突然のことに、馬たちが恐怖のあまり棒立ちになった。何人かの騎士が、馬を御することができずに振り落された。

「怯ひるむな！」

　ナシェルは叫び、炎に向かって愛馬を躍おどりこませた。熱風が全身に襲いかかる。

　ナシェルは左手で顔を覆いながら、右手では炎を吐きだす魔物の口を狙ねらって、ランスをいっぱいに突きだした。

　狙いは違わず、銀色のランスは魔物の喉のどの奥に深々と刺さった。勢い余ったランスは、後頭部に突き抜ける。

　突き刺さったランスはそのままに、ナシェルは腰から剣ブロードソードを引き抜いた。ウォートが贈ってくれた魔力を帯びた宝剣である。

　春の日差しを反射して、宝剣は白い輝オーラきを放った。

　陣形はすでに乱れて、騎士たちも抜刀し、魔物たちに切りかかっていった。もっとも、馬から落ちた騎士たちは、甲かつ冑ちゆうの重さに負けて、まだ地面から立ち上がれないでいる。

　魔物たちは狂ったように武器を振り回し、群がる騎士たちの攻撃を迎え撃った。たちまち、乱戦となった。

　だが、敵の数は少ない。騎士たちは互いに連れん携けいしながら、魔物に手傷を負わせていった。だが、何度、切りつけても魔物は容易に倒れない。

　口から炎を吐き、剣を振るう。スカードの騎士たちを馬上から叩たたき落とそうと。

　だが、スカードの騎士たちは攻撃の手を弛ゆるめることなく、一匹、一匹と魔神を屠ほふっていく。

　最後に、山羊頭の魔物だけが、無傷で残った。

　ナシェルは十名ほどの騎士とともに、山羊頭の魔物を半円に取り囲んだ。

　魔物は、馬上にいるナシェルと変わらぬほどの上背があった。頭の毛は黒く、その毛は胸から腹のあたりまでを覆っている。腰布だけを巻いていて、露出している膚はだは赤銅色。いかにも力がありそうな、発達した筋肉をしている。

　一気に勝負をつけようかとも思ったが、ナシェルはすぐに思い止まった。

　魔物の放つ、邪悪な殺気を感じたからだ。その殺気が障壁となっていて、これ以上、一歩も進めないのではないかと思うほどだった。

「御命令を！」

　騎士見習いのひとりが、声をあげた。勝ち戦に興奮し、血気にはやっているようだ。

「待て！」

　鋭い声で、ナシェルはその騎士見習いを制した。

　この人数で一気に攻撃しても、容易には勝てないと思った。犠牲が出るのは、間違いない。全滅する危険さえある。

「去れ！」

　ナシェルは魔物に向かって声をかけた。

　魔物は動こうともしない。

　ただ、その口がわずかに開き、言葉のようなものを唱えはじめた。

「去れと言っている！」

　ナシェルはもう一度、言った。今度は、ロードス全土で使われている共通語ではなく、下位古代語という古代王国の日常語を用いた。

　魔物は一言、吠ほえるように言った。

「上ハイ位・エ古ンシ代語エントか！」

　ナシェルは反射的に顔を伏せた。

　精神を集中し、魔物が唱えた魔法に備える。すべての生き物は、体内に魔力マナを秘めている。魔力は、万物の根源であるからだ。体内の魔力を活性化させ、魔法に対抗する。宮廷魔術師のウォートから教えられた魔法に対する防御法だった。

　魔物が破壊の魔法を唱えた、と思ったのだ。

　顔を伏せたまま、手にした宝剣の切っ先だけは、魔物に向けて構えた。

　魔法を唱えたあと、無防備なところに渾こん身しんの一撃を見舞うつもりだった。

　しかし、破壊の魔法は飛んでこなかった。

　ナシェルは、ゆっくりと顔を上げた。

　魔物の姿は、消えていた。

「瞬間移動の魔法を使ったのか……」

　ナシェルは、深く息を吐いた。全身からどっと汗が噴きだした。

「逃げられましたな」

　比較的、年配の騎士が無念そうにナシェルに声をかけてきた。

「御命令いただけましたら、一刀のもとに切り伏せたものを」

　ナシェルはその騎士をちらりと見た。

「あなたは、二度と戦場に出ないほうがよいでしょうね」

　ナシェルは、辛しん辣らつに言った。

　己の力量も知らず、相手の力量を見抜けぬようでは、戦場で生き残れるはずがない。そのことは、傭兵隊長ベルドに教えられた。

　ナシェル自身は魔物が逃げてくれて、安あん堵どのあまり胸をなでおろしていたのだ。戦っていれば、自分も含めて何人の騎士が命を落としたかもしれない。

「は？」

　ナシェルの言葉の意味が分からなかったらしく、その騎士は間の抜けた顔をした。隣にいた騎士に助けを求めるように視線を送る。

　助けを求められた騎士は、わずかに肩をすくめただけだった。

「あのドワーフ戦士を王城にお連れする。かなり、疲れておいでのようだ。大切にお運びしろ」

　ドワーフ戦士は武器を握りしめたまま、地面に倒れていた。

　戦って、倒されたわけではない。魔物が消えた瞬間に、張りつめていた糸が切れるようにくずおれたのだ。

「かしこまりました」

　ふたりの騎士見習いが後方に下がっていった。

「負傷した者には、傷の手当を。長くこの場に留まっているのは危険だ。早々に、城に引き返す。道中、すべての村に伝令を出し、魔物の襲撃に備えるよう呼びかけろ。かなわぬとみれば、村を捨てて、王城に逃げるようにと、な。それから、この魔物どもの死骸も城へ運べ」

　ナシェルの命令に従って、次々と騎士たちが走り去ってゆく。彼らにも事態の非常さが身にしみたようだ。巡視を決定したナシェルの先見性に、敬服しているのかもしれない。

　ナシェルは愛馬から下りると、倒れているドワーフ戦士のところへ歩んでいった。

　まわりにドワーフたちの死骸はない。どうやら、このドワーフはたったひとりで、魔物どもを相手にしたようだ。それも、戦いが終わったとたんその場に倒れてしまうほど、疲労していながらである。

　このドワーフ戦士の強さがうかがいしれた。

　ナシェルは地面にひざまずき、頭を下げて敬意を表わした。

　だが、かくも強力な戦士を擁ようしたドワーフ族が、無残にも敗れたのだ。この醜悪な魔物どもの手にかかって……

　ナシェルは血が出るほどに唇を嚙かみしめ、山の斜面にぽっかりと口を開けている巨大な地下道を見つめた。

　石の王国の中へ入って、確かめるつもりにもなれなかった。闇やみのなかに先刻の魔物が潜んでいると思うと身が竦すくむようだった。

　そのとき、馬車が運ばれてきた。

　荷台には藁わら束たばと旗を使って、即席のベッドが拵こしらえてあった。命令を実行した騎士見習いの配慮に、ナシェルは満足した。命令の意味を的確に把は握あくし、しかるべく行動するのは、簡単そうに見えて、なかなかできるものではない。

　騎士たちが四人がかりで鉄の塊のような姿のドワーフを荷台へ運びあげた。そして、かぶっている大兜をゆっくりと脱がした。

　現れた顔を見て、全員が息を吞んだ。

「鉄の王！」

　驚きよう愕がくの声が騎士たちのあいだから洩もれた。

　ナシェルも、愕がく然ぜんとした。

　ドワーフの顔は、人間には見分けがつきにくい。だが、このドワーフ戦士だけは見間違うはずはない。石の王国の〝鉄の王フレーベ〟、南のドワーフ族の族長に他ならなかったのである。

「石の王国は、落ちたのだな……」

　深く、そのことが実感された。

　そして、石の王国を落とした魔物と次に戦うことになるのは、他ならぬスカードだということも。

「王城に引き返す。道中はくれぐれも、警戒を怠おこたらぬように」

　ナシェルは、号令をした。いつもより小声になったのは、魔物に聞かれぬよう無意識に気を遣ったためかもしれない。

　スカードへの帰路、ナシェルは終始、無言であった。

　彼の頭のなかは、これからスカード王国をどう処してゆけばいいかでいっぱいだったのだ。
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　石の王国から帰還して三日が過ぎた。

　一日たりとも、神経の休まることのない日々であった。

　南の国境に配した警備兵からは、危急を告げる烽のろしはまだ上がっていない。魔物どもは、まだこのスカードへの侵攻を開始していない様子だった。

　だが、昨日は来なくても、今日、来るかもしれない。今日、来なくても、明日、来るかもしれないのである。

　石の王国を滅ぼした魔物が、魔神デーモンと呼ばれる異界の住人であることを、すでにナシェルは知っていた。

　王城に帰りついたと同時に、ウォートが残した魔物に関する文献を貪むさぼるように読んで、いかなる魔物か調べたのだ。

　魔神たちは人間たちの住む世界──物質界とは異なる世界の住人である。

　かといって、精霊たちが棲すむ精霊界でもない。妖よう精せいたちの故郷である妖精界でもない。魔界と呼ばれる未だ分類されざる世界の住人なのだ。

　魔界を発見したのは、古代王国の召喚コンジ魔術師ユアラーである。発見したのは、ほんの偶然であったらしい。だが、その発見の成果は、極めて大きかったようだ。

　魔神たちは強力な魔法ルーン使いマスターであり、古代王国とは異なる魔法文明を保有していた。加えて、魔神たちは肉体的にも人間をはるかに超える能力を有していたのだ。古代王国の魔術師たちは、魔神どもを有能な労働者、技術者として使役し、そして強力な軍団として傭よう兵へい化した。

　魔神の軍団は、古代王国に敵対する巨人族を滅ぼし、巨大な都市を建設したりした。魔神たちは、その有用さゆえ、故郷へ送還されることはなかった。

　物質界に魔神たちを留めおくための特殊な空間を創り、そこに幽ゆう閉へいしたのだという。

　そんな魔神たちにとって牢ろう獄ごくのごとき場所が、この世界にはいくつかあり、そのひとつがどうやらこのロードスに存在していたらしいのだ。モス地方には、古代王国の遺跡が数多くあることで有名だ。

　偶発的な理由で、魔神たちを幽閉していた封印が解けたのだろう。それとも、誰かがその封印を解放したのかもしれない。そのことについて、ナシェルはあまり考えないようにしている。深く考えると、心が乱れるからだ。

　父、ブルークはいずこかへ旅立ち、まだ帰還していない。その間に、魔神が現れた。

　魔神に関しては、宮廷魔術師のウォートならば、何でも教えてくれただろう。だが、そのウォートはこのスカードから出しゆつ奔ぽんし、二度と帰ってくることはないだろう。彼を幽閉したのは、父である。

「……魔神に攻められれば、ひとたまりもありますまい」

　その声は、ひどく遠くから聞こえてきたように思った。

　発言したのは、ヒューロ宰相だった。

　この初老の騎士は、この数日のあいだに、さらに十年は老けたように見えた。

「だから、どうしろとおっしゃられる」

　ナシェルは、玉座に腰を下ろしている。

　父が生きているのか、死んでいるのか、まだ不明だ。だから、本来ならば、ナシェルは玉座に腰を下ろしてはならないのである。

　だが、今、自分がこの国の王であることを示さねば、この非常時を切り抜けられないと判断したのだ。だから、不敬の罪に問われるのを承知で、玉座の主人となっている。

　石の王国から帰還してより、ナシェルはほとんど一いつ睡すいもしていない。ウォートの所持する書物を調べたり、魔神に対する策を練るため、連日会議を、開いているのだ。

「宰相殿の意見は、ごもっともです。現状の認識としては、極めて正しいと評価いたしましょう。しかしながら、皆が知りたいのは、だからどうすればよいかなのです」

「ヴェノン王国に救援を求めるしかありません。ヴェノン王国はこのスカードの盟主です。必ずや兵を出してくれましょう」

　まあ、そんなところだろう、とナシェルはうなずいた。

　妥当な意見のように聞こえる。だが、いかにも考えが浅い。

　ナシェルも、真っ先にそれを考えた。だが、すぐにその考えを否定した。現実をありのままに知らせては、ヴェノンは決して兵は出さないだろう。石の王国が滅んだ以上、スカードを救う利益がないことは、誰の目にも明らかなのだ。だが、真相を知らせなければ、兵を出すはずがない。

「他に意見はないか……」

　ナシェルは、憂ゆう鬱うつな顔で広間に居並ぶ騎士たちを見回した。

　他に打つ手があるのか、という顔で、騎士たちは互いの顔を見合った。

（どうやら、望み薄だな）

　ナシェルはあきらめ、ゆっくりと玉座を立った。

「ヒューロ宰相、会議は続けておいてください。わたしは、今、すこしウォート師の古代書を調べてみます」

　そう言い残し、ナシェルは足早に謁えつ見けんの間を後にした。

　古代書を調べるとは言ったものの、ウォートの蔵書で魔神と関係のありそうなものは、残らず調べていた。魔神に関する一般的な知識は手に入れたものの、肝心のことは何ひとつ分からなかった。このロードスには、どれだけの数、魔神が幽閉されていたのか。その場所はどこなのか。彼らを送還する手段はあるのか、など。

　ウォートならば、もっと知っているに違いない。あるいは、アラニアの賢者の学院に行けば分かるだろう。だが、そんな時間の余裕があるかどうか疑問だった。

　このスカードを救うためには、もっと早急な手を打たねばならないように思えた。その手段を落ち着いて考えるために、ナシェルはひとりになったのだ。

　だが、実のところ、妙案はまるでなかった。

　スカードは小国で、ヴェノン王国の救援は当てにできない。相手は石の王国を瞬時に滅ぼした、強力無比な魔神である。

　人間とは価値観の異なる魔神どもが、交渉に応じるとは思えなかった。

　魔神どもを支配している人間がいるとしたら、まだ交渉の余地もあるかもしれない。だが、相手は絶大なる力を掌しよう握あくしているはずだ。スカードがどんな条件を出しても、それをのむとは思えない。

　服従か、死か、ふたつにひとつの選択を迫るだけだろう。

　無条件降伏か、皆殺しか。

　いずれにせよ、この王国の運命は終わりだ。

「わたしひとりの命であがなえるのならば、な……」

　王城の廊下を歩きながら、ナシェルはつぶやいた。

　もちろん、死ぬのは怖い。

　だが、王族として、領民が虐ぎやく殺さつされるのを黙って見すごすわけにはいかない。平時において、王族は領民を支配し、税を取りたてる。その特権の代償があるとすれば、亡国の危機のとき、王族の命をもって領民の生命財産が救われることだと思う。

　宮廷魔術師のウォートも、遠回しにだが、同様のことを言っていたように思う。

　今こそ、その時期なのだろうか？

　魔神たちは石の王国のドワーフたちをひとりも残さず虐殺した。

　皮肉なことに、ナシェルは先の遠征のおり、鉄の王フレーベの命だけは救うことができた。しかし、あのドワーフ王が助かろうと思っていなかったのは明らかだ。

　戦い、勝利し、次なる敵を探し求め、また戦い、勝利する。その繰り返しのはてに、ナシェルたちに発見されたにすぎない。

　その鉄の王フレーベは、まだ意識が回復していない。

　生きているのが不思議なくらいに、傷つき疲労していたのだ。ドワーフ族の強きよう靭じんな生命力には、宮廷つきの薬草師タトゥスも舌を巻いていた。

　これほどの生命力を持つドワーフたちだ。もしかしたら、まだ生き残りがいるかもしれない。北の街道ではなく、東や西の山中に逃げたドワーフもいるかもしれない。

　だが、大地の妖精族の性格を考えると、最後のひとりまで戦って死んだ可能性も高い。石の王国を守るために、である。

　ナシェルは、そのことも考えた。

　騎士も領民も、すべてがこの城にたてこもり、最後のひとりになるまで戦うのだ。一匹でもいい、魔神の数を減らしておけば、ロードス中が魔神に支配される可能性は減る。

　だが、人間にそんな自己犠牲の精神を期待するのは無理に決まっている。騎士のうちの半数ほどが、運命を共にしてくれるぐらいだろう。他の騎士や、領民は逃げだすに決まっている。それを責めることは、誰にもできない。死にたくないのは、人間、誰しも同じなのだ。

　いくら考えても、光明はどこにも見えなかった。

　絶望という言葉の意味を、ナシェルは今、まざまざと思い知らされていた。




　ふと気がつけば、ナシェルはフレーベを休ませている部屋の前まで来ていた。

　彼が意識を取り戻していれば、何か有用な意見が聞けるのでは、と期待したのかもしれない。

　扉は開いたままになっており、薬草師のタトゥスと三人の侍女が看病していた。

「ナシェル殿下……」

　侍女のひとりがナシェルに気がつき、恭うやうやしく頭を下げた。

「容体はどうか？」

　ナシェルは部屋のなかに入り、ドワーフ王の顔を覗のぞきこんだ。

「よくはありません。しかし、最初に運びこまれたときから比べれば、格段に回復しています」

「これでか？」

　ナシェルは、驚いた。彼の目には、瀕ひん死しの病人のように見えた。

　フレーベ王は百歳を越えたばかり。二百年の寿命を持つドワーフ族だから、まさに男盛りだ。老人のように見えるのは、彼の髪と髭ひげがともに真っ白だからだ。

　白い髪や髭は、ドワーフたちにとっては老いの証ではない。生まれついての毛の色だ。

　だが、肌は湿ったレンガの色である。人間とは肌の色いろ艶つやが異なるとはいえ、どう見ても顔色は良くない。目のまわりは暗く落ちくぼみ、骸骨を連想させた。

「意識は戻りませんが、昨晩、薬草を飲ませることができました。水に溶いて与えても吐き出すだけだったのが、酒に混ぜれば飲むんですな。ドワーフ族の酒好きは知っておりましたが、いやはやこれほどとは……」

「ドワーフ族にとって、酒は生命の水であり、魂の水だそうだね」

　ナシェルはわずかに微笑ほほえんで、そばに置いてあった椅い子すに腰を下ろした。

「まったくです。さて、せっかくお見えになったのです。殿下にも薬草をお飲みいただきましょうか？　殿下は水と一緒にお願いしますよ」

「薬草？　わたしが、か？」

　ナシェルは驚いて、薬草師を見つめた。

「わたしは病人ではない。たいした怪け我がもしてないよ。腕の火傷やけどなら、もう痛くないし……」

「薬嫌いは、変わりませんな。黒砂糖でも、混ぜておきましょうか？」

「……分かった。言うとおりにしよう」

　そう言われると、ナシェルは折れるしかなかった。

　この薬草師には赤子の頃から、身体を診みてもらっている。小さな子供のころを掘り起こされれば、勝ち目などあるはずがない。

　タトゥスは心底、嬉うれしそうな表情をして、何種類もの薬草や鉱物を材料として取り出すと、それをすり鉢で粉にし、銀の杯にいれ、白さ湯ゆを加えて混ぜあわせはじめた。

　見るからに不味まずそうな、どろどろとした液体ができあがってゆく。だが、彼の調合する薬は、魔法にも劣らないほどの効果がある。

　こと薬に関してならば〝荒野の賢者〟ウォートでさえ、この薬草師には一目おいていたほどだ。ただ病気を治すだけならば、神の力を借りて奇跡を起こす司ブリ祭ーストに頼ったほうが確実だろう。だが、神聖魔法には健康を維持したり、体質を改善したりする呪じゆ文もんはない。

　病気は治す必要などない、かからなければよい──これがタトゥスの持論である。まったく、そのとおりだ。

　灰色とも緑ともいえない液体が、銀の杯になみなみと注がれてでてきた。ほのかにたつ湯気にまで、色がついているような錯覚にとらわれる。

　顔を近づけると、腐った水のような臭いがした。ぼこぼこ、と小さな泡がたっている。

「よくもここまで、飲みにくそうな薬を調合できるものだ」

　ナシェルはあきれるより、むしろ感心してしまった。

　子供の頃はまだよかった。黒砂糖や楓かえでの蜜を入れて甘くすれば、どんな薬でも飲むことができたから。

　味覚が変わった今では、それさえできない。ここに黒砂糖を入れれば、一週間は口のなかから消えてくれないような壮絶な味となるだろう。

　ナシェルは息を止めて、一気に飲み干した。喉のどごしも最悪だった。

　侍女に水を注いでもらい。口と喉に残った薬を洗い流した。

　この飲み薬が胃袋から消えないかぎり、げっぷはしないぞ、とナシェルはかたく心に誓った。

「……これで、いいのだろう？」

　ナシェルは、薬草師を睨にらみつけた。

「はい、けっこうです」

　タトゥスはそう言うと、ナシェルに背中を向けて、また新たな薬を調合しはじめた。

「いったい、どんな薬を飲ませたのやら」

　ナシェルは心のなかでつぶやき、フレーベ王のやつれきった顔を見ながら、これから自分が何をなすべきか、思案をはじめた。

　王族として騎士と領民にできることとは、いったい何かと？

　魔神の侵略を受けたとき、このドワーフ王はどんな決定を下したのだろう。そしてそのとき、どんな思いだったのだろう。

　ナシェルはそれが知りたいと思った。

　だが、彼の意識が戻っても、それを聞くことはできない。この鉄の王にとって、その質問をされることは、命を奪われるよりも辛いはずだから。

　やはり、答はでなかった。

　ただ、ひとつだけ答の分かったこともある。

　薬草師が飲ませた薬の効果だ。

「睡眠薬……」

　気づいたときには、すでに手後れだった。

　ナシェルの意識は急速に闇のなかに落ちてゆき、そこから這はいあがることはできなかった。
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　ナシェルが目覚めたのは、廊下から聞こえてくる大声のためだった。

　毛布をはねのけ、上体を起こした。自分の部屋ではない。五つある客間のうちのひとつ。フレーベが寝かされている部屋のふたつ隣の部屋だと見当をつけた。

　窓から差しこんでくる光は明るい。すでに、正午を過ぎているようだ。会議を中座したのは、昨日の宵よいのことだから、かるく半日以上、眠っていたことになる。

　だが、寝すぎたという感じはなく、頭は不思議なほど冴えていた。さすが、タトゥスが調合した睡眠薬である。

　ナシェルを目覚めさせた大声は、まだ続いている。その大声をあげているのが、鉄の王フレーベだというのは、すぐ推測がついた。

　ナシェルは服を着たまま寝かされていたので、その乱れを直しただけで、フレーベの部屋に向かった。

「王子殿下も、お目覚めですか」

　部屋に入ると、すました顔で、タトゥスが出迎えた。眠る時間を調節するなど、彼には朝飯前のはずだ。

「魔神どもは、まだなのだな？」

「知らせがあれば、お起こしするつもりでした」

「わたしには、寝ている時間などなかったのだぞ」

　そう文句を言ってから、ナシェルはベッドで侍女と格闘しているドワーフ王のところへ歩みよった。

　鉄の王フレーベはドワーフ語で何やら叫び、彼をベッドに寝かしつけようとする侍女を押しのけようと懸命にもがいている。

　ふたりがかりとはいえ、女性に押さえられているのだ。まだ、休んでいたほうがいいのは、誰の目にも明らかだった。

「落ち着いてください、フレーベ王」

　本当は自分も暴れたい気分なのだが、心を落ち着けて、ナシェルはドワーフ語で呼びかけた。

「……ブルークの、息子か」

「ごぶさたしております」

　フレーベが共通語で答えたので、ナシェルも同じ言葉で返した。

「わしを助けたのは、おまえか？」

「はい」

　ナシェルは、うなずいた。

「余計な真似をしおって！」

　フレーベは吠ほえた。だが、その声に力はなかった。

「なぜ、わしを連れてきた。なぜ、あのまま石の王国においてはくれなかった！」

　予想していたとおりの、ドワーフ王の反応だった。

「教えていただかねばならないことがあったからです」

　ナシェルは、冷静に答えた。そして、侍女のひとりに向かって、麦酒エールをふたつ陶器の杯に容れて持ってくるよう命じた。

　その侍女は怪け訝げんな顔をしたが、無言で頭を下げると部屋から出ていった。

「おまえに教えることなど何もないわ！」

　ドワーフ王は怒りの声をあげた。

「フレーベ王、まず横になってください。生きていることさえ不思議なほど、消耗しておられたのですから」

「そのまま、死なせてくれればよかったのだ！」

　フレーベは叫んだが、そこで力が尽きたように、ベッドに頭が落ちた。

「身体がいうことをきかん。わしに、おかしな薬を飲ませおったな」

　フレーベは右手で目を覆い、悔しそうにつぶやいた。

　それはわたしも同じですよ、とナシェルは心のなかで答えた。

「死ぬだけなら、いつでもできます。もっとも、今、死んでも、もはや犬死にでしょう」

「……生意気なことを言いおる」

　フレーベは、ナシェルを睨にらみつけた。

　顔はやつれ、目はおちくぼんでいる。だが、その瞳ひとみは輝きを失っていない。

　生きる気力を失ったわけではないな、とナシェルは安あん堵どを覚えた。鍛きたえあげられた彼の心身は、絶望という言葉を受け入れられないのだろう。

　まさに鉄の王だ、とナシェルは思った。

「わたしが知りたいのは、あなたの王国を滅ぼした敵のことです。数はどれくらいなのか？　何か要求はあったのか？」

　フレーベは小さな目を一瞬、かっと見開いた。

　それをわしに聞くのか、とドワーフ王の目が語っていた。だが、ナシェルは目をそらさなかった。スカードを救うために、いかに非情であろうとも、その問いを聞かないわけにはいかなかったのだ。

「……突然のことだったからな。正確な数は、分からん。要求は、何もなかった」

　フレーベは憎悪の炎をその目に燃やしながら、淡々と語った。憎悪は目の前のナシェルに対して向けられているのではなかった。

　ナシェルの苦しい立場をどうやら理解してくれたようだ。

　そして、フレーベは語りはじめた。魔神が侵攻してからのことを。

　それは完全な奇襲であった。魔神どもは石の王国を走る中央の大道を抑え、組織的な反抗を封じてから、支道にたてこもるドワーフたちを各個撃破していったようだ。

　見事な戦い方である。魔神のなかには、宮廷魔術師のウォートに匹敵するほどの軍略の持ち主がいるようだ。

「話は終わったぞ！　これで、もはやわしがどう行動しようが、制約される理由はない」

「石の王国に戻られるつもりですか？　魔神と戦うために」

「決まっておる」

　ナシェルには分かった。

　このドワーフ王は魔神と戦い、死ぬつもりなのだ。ドワーフ族は誇り高き妖精族だ。彼の気持ちは痛いほど分かった。

　だが、どう考えても、それは無駄死にである。

「魔神と戦うならば、ひとりではなく、わたしたちとともに戦ってはいただけませんか？」

「魔神と戦うというのか？　この小国で」

「避けられぬでしょう。石の王国の次にあるのは、このスカードなのですから」

　ちょうど、そのとき侍女がエールを持って部屋に入ってきた。

　ナシェルは陶器製の杯をふたつ受け取り、そのうちのひとつをフレーベに差し出した。

「何のつもりだ？」

　怪け訝げんに言いながらも、フレーベは杯に手を伸ばした。

「石の王国は我がスカードの盟友ではありませんか？　その盟友が滅ぼされたのです。魔神どもは、わたしたちスカードにとって仇きゆう敵てきなのです」

「……エールの、誓いか」

　フレーベは鬼のような目で、ナシェルを睨にらみつけたあと、呻うめくように言った。

「さようです」

　ナシェルは、努めて冷静に言った。

　残酷なことを言っているのは、もちろん分かっていた。ドワーフ王は死地を求めている。だが、そんなに簡単に死なれてはこまるのだ。魔神の大軍と戦って生き延びられるような戦士は、このロードスにも数えるほどしかいない。そして、スカードはそんな戦士のうちのひとりを、つい最近、失ったばかりなのである。これ以上、失うわけにはいかない。

　だから、スカードと石の王国とのあいだに結ばれた盟約〝エールの誓い〟を口にした。盟約を破らぬことは、ドワーフたちの信念であることを知ったうえで。

「……どう戦うつもりだ？　この城にたてこもって、魔神を迎え撃つか」

　フレーベは言い、侍女の助けを借りて上体を起こすと、すこし温くなったエールをゆっくりと、しかし最後まで飲みほした。

「いつ飲もうとも、この国の麦酒エールは旨うまいわ……」
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　陶器の杯を握りしめ、フレーベはそっと目を閉じた。

　その目から、涙が一筋、流れ落ちた。

「わしの民は、二度とこの酒を飲むことはできぬのだ」

　ドワーフ王の言葉に、侍女たちが顔を手で覆い、すすり泣きをはじめた。

　ナシェルも、熱いものがこみあげてくるのを意識した。

「どのように戦っても、この小国では魔神に勝てないように思います」

「だろうな？　他国の人間たちは援軍を出してくれんのか？　油断していたとはいえ、相手はわしの王国を滅ぼしたのだ。いかに備えていても、この国では勝てぬだろう。だが、この地方の諸国には、竜ドラゴンの盟約があったはずだぞ」

「残念ながら、スカードはその盟約に加わっておりません。ヴェノンの属国であると見なされたためです」

　竜の盟約が結ばれたのは、およそ二百年前。現在は自治都市となっているライデンの街を中心に栄えた王国から侵略を受けたときだ。

　激しく戦っていたモスの諸国は不戦条約を結び、共同で戦い、敵を撃退したのだ。このとき結ばれたのが〝竜の盟約〟である。

　竜の肉体になぞらえ、他国からの侵略に対して、モスの諸国はひとつであると誓ったのだ。

　たとえば、ヴェノンならば〝竜ドラのゴンス鱗ケイル〟、ハイランドならば〝竜ドラのゴン目アイ〟という別名を持つ。王国同士の関係が良好なときには竜を冠する国名で呼び、関係が悪化すればもともとの国名で呼ぶことが多い。二十年前からモス地方は不穏なので、現在では竜を冠する国名など忘れ去られたかのようだ。だが、スカードのような小さな王国は、この盟約に名を列ねることさえできなかった。そんな王国のほとんどは、この二百年のあいだに大国に併へい吞どんされている。

「我が王国を滅ぼした魔神どもと戦うのだ。モスはおろか、このロードス中の諸国が連合せねば、勝利は訪れないぞ……」

　フレーベはふたたびベッドに横になり、力のない声で言った。

　そのとおりだ、とナシェルは思った。

　だが、最近のロードス諸国の関係は、あまり良好とはいえない。不穏な噂うわさは、このモスだけでなく、各地から聞こえてくる。いかに魔神が相手とはいえ、協力して戦うかどうか、疑問の残るところだ。

　とりあえず、このスカードを助けるために兵を出す国はどこもないだろう、とナシェルは絶望的な思いにかられた。それでも……

「わたしは、なんとかして、この王国を救いたいのです。しかし、どうすれば救えるのか、まるで知恵が浮かばない。何かよいお知恵があれば、お教えいただきたいと思います」

「わしは、自分の王国も救えなかった王だ。おまえに教えてやれることなど、あるものか」

　フレーベは力のない声で言った。

　そのとき、ナシェルの肩に、誰かの手が触れるのを感じた。

　振り返ると、薬草師のタトゥスが首を横に振っていた。

　ナシェルはうなずいた。これ以上、話を続けるな、と言っているのだ。

「わしは、国も民も失った。ただ、命ばかりが残っている……」

　フレーベは目を閉じて、深いため息をついた。

　その額に、薬草師がかるく手を当てた。

「命があれば、何かができます。失えば、何もできますまい。だから、わたしは不味まずい薬湯を作って、嫌いやがる人に飲ませております」

　薬草師が、フレーベにそっと声をかけ、手にした杯の中身を一口、含ませた。

　フレーベは、まず喉のどを鳴らして口のなかの液体を飲みほし、ついで小さく鼻を鳴らした。

　髭ひげが揺れるように動いた。だが、言葉にはならなかった。

　ナシェルが見守っているうちに、フレーベは静かな寝息をたてはじめた。

「この偉大なドワーフ王をよろしくお願いします」

　ナシェルは薬草師に、フレーベのことを頼み、自室へと向かった。

　彼の悲しみ苦しみが、ナシェルには重たかった。それは、すぐに彼自身のものとなるはずだから。もっとも、そのとき自分の命があるかどうか分からない。

　命があるほうが幸せなのだろうか？　なくなったほうが幸せなのだろうか？

　ナシェルは自問した。

　命があれば、何かができる。薬草師の言葉は正論だが、欺ぎ瞞まんとも思った。

　他人を励ますためならば、そんな言葉もかけられよう。だが、自分の身に置き換えてみれば、そんな言葉が何の慰めにもならないことぐらい分かるはずなのだ。

「スカードを、救うことはできない。魔神が攻めてきてもと、攻めてこなくても」

　ナシェルは、ついに絶望的な結論をくだした。

　魔神どもが攻めてくれば、この国は簡単に滅ぼされる。もし、彼らが攻めてこなかったとしても、石の王国を失った今、スカードは自立できない。隣国ヴェノンは石の王国の後ろ盾のなくなったスカードを併合するため、兵を差し向けてくるに違いない。

　いずれにせよ、王国は終わりだ。

「よし、認めてやるぞ！」

　ほとんど自暴自棄になって、ナシェルは吐き捨てた。

　拳こぶしをかたく握りしめ、廊下の石床を力任せに踏みつける。

「スカードは、もはや滅びたぞ!!」

　他人が聞けば、気が狂ったとでも思うに違いない。

　だが、事実を認めることで、ナシェルの心は噓うそのように軽くなった。頭が冴えてきて、いろいろ考えが浮かびはじめる。

　スカードの命運はつきた。それを避ける手立てを考えようとするから何も浮かばなかったのだ。この王国の歴史をどのように終わらせるのか、終わった後どうするかについてなら名案が浮かびそうな気がした。

「命があれば何かができる、か……」

　薬草師がフレーベ王にかけた言葉を、ナシェルは口にした。

　頼るものは他に何もないのだから、今はその言葉を考えの支柱にしよう、とナシェルは心に決めた。




　　　　５




「正気なのですか？」

　騎士団長のサイラスが両手をいっぱいに広げ、驚きを表現した。

　他の騎士たちも、サイラスの反応と同じようなものだった。

　当然だな、とナシェルは思った。もし、この意見を他人が提案したのであれば、やはりその人間の正気を疑っただろう。

　フレーベの部屋を退出したあと、ナシェルは自分の部屋に戻り、服を着替えた。完全な正装にである。謁えつ見けんの間に赴おもむき、自分の決断を騎士たちに伝えるには、ふさわしい衣裳だと思えたからだ。

　騎士たちは、全員、謁見の間に集まっていた。

　昨日から会議が続いていたのかと思ったがそうではなかった。ナシェルが退出してすぐに、会議は解散となり、朝からふたたびはじめられたのだ。

　会議で決まったことは、ただひとつ。急ぎヴェノン王国に使者を出し、援軍を乞うということであった。昨日から何ひとつ進んでいない。それも、当然だろう。この王国を救う術はないのだから、いかに知恵を出しても考えが浮かぶはずがない。

　ナシェルもはまりこんでいた袋小路である。

「ヴェノン王国に対し、スカード王国の合併を願いでる」

　ナシェルは騎士たちに向かって、高らかに宣言した。

　騎士たちは驚き、騒然となった。

　騎士団長サイラスの言葉は、一同の考えを代表したものだったろう。

「わたしは正気ですよ」

　ナシェルは真剣な顔で言った。

「考えてみれば、誰にでも分かる。もはや、このスカードの自立性が失われたことを。魔神に滅ぼされるか、ヴェノンに征服されるかのいずれかしか道が残されていない。どちらを選べばよいかは、最初から決まっていよう。だから、このスカードをヴェノンに差し出そうというのだ。ヴェノン王は、他国のために兵を出すような人間ではない。だが、この地が自分の物となればどうだ。ヴェノン王ならば、かならず領土を守ろうとするだろう。そして、攻めてくるのは魔神。ヴェノン王は竜の盟約の発動を諸国に求めるだろう。我が国とは異なり、竜の鱗うろこたるヴェノン王国には、その権利があるのだから。そうなれば、このモス地方のすべての国が、このスカード領を守るために動くことになる。スカードの土地と領民をだ」

　ナシェルは、自信に満ちた声で言った。

　実際、今、言ったことは推測でしかないが、ナシェルにはこの言葉どおりに物事が動いてゆくという自信がある。強欲で卑劣な人間となかば軽けい蔑べつしていたヴェノン王だが、その高潔ならざる性格に今は感謝したい気持ちだった。

　モスが連合すれば、いかに魔神とはいえ、簡単に勝てるとは思えない。いや、この連合に簡単に勝てるようなら、ロードスは魔神のものになったとあきらめるしかない。

　ナシェルの言葉を全員が理解するため、しばらく時間がかかった。

　理解はできても、納得できた騎士はほとんどいない様子だ。

「百年あまりも続いてきたこの王国の歴史を、それほど簡単に……」

　ヒューロ宰相が、蒼あおざめた顔で言った。

　また五年ぐらい老ふけたかな、とナシェルは意地悪く思った。

「百年あまり前には、この王国は存在しなかったわけです」

「ブルーク王の生死も分からないというのに、そのような決断をしてよろしいのでしょうか？」

「ヒューロ宰相、父の帰りを待つうちに、魔神が攻めてくれば、どういたします」

「そ、それは……」

　しどろもどろになって、ヒューロは頭を下げた。

　石の王国を滅ぼした魔神たちの実力を疑う者は、このスカードの騎士にはひとりもいないはずだ。ドワーフ族との交流が王国の生命線であったがため、この大地の妖精族については、他国の者よりはるかに理解が深い。

　彼らが本気を出せば、スカードなど簡単に滅ぼすことができる。隣国ヴェノンと戦っても、負けることはないだろう。だからこそ、その武力を頼りに、スカードは独立を保ってきたのだ。

「魔神が攻めてこないともかぎらないわけですな」

　代わって、サイラスが発言した。

「攻めてきてからでは遅いのです。攻めてこない可能性があるからこそ、ヴェノン王国もスカードを併合しようという気になる。それに、領民が戦いに巻きこまれることになる」

「この国がヴェノンのものとなった後に、魔神どもが攻めてきても領民にとっては同じことでしょう」

　そんなことも分からないのか、と言いたげなサイラスの物言いだった。

　だが、それを言いたいのはナシェルのほうだった。

「あきらかに、違いますよ。この国がヴェノンのものとなれば、我が領民もヴェノンの臣民。魔神どもが攻めてきたならば、堂々とヴェノン領に逃げることができる。ヴェノン王には、彼らを保護する義務が生じるわけです」

「……さすがですな」

　サイラスはそう言って、豪快な笑い声をあげた。

　ナシェルを試したという態度をとったわけだ。この騎士隊長は自分の誇りを守ることに関しては、よく頭がまわる。ただ、間をおいてから言ったのでは、それも効果はない。

「わたしたち騎士は、どうなりましょうか？」

　ヒューロ宰相がしどろもどろにたずねた。

「ヴェノン王国に仕官すればよいでしょう。これから戦乱の時代が来るのはあきらかです。有能な騎士であれば、誰であれ歓迎されるはずです」

「そ、それは……」

「たとえ、仕官できなかったとしても、魔神が攻めてくれば、すべてが失われるのです。しかし、ここでヴェノンに領土を渡せば、何を失おうと命だけは残ります。命さえあれば、何かができるのです」

　ナシェルは立ち上がり、笑顔を見せた。

「殿下は、どうなされるのです？」

「わたしは王族です。ヴェノンの騎士になるわけにはいかないでしょう」

　ヒューロ宰相には答えなかったが、ナシェルはヴェノン王国に併合を申し出たあと、姿を隠すつもりだった。併合した国の王族が生きているのは、ヴェノン王にとって好ましいはずがない。暗殺される危険があった。

　そんなつまらぬことで殺される気は、ナシェルには毛頭ない。ナシェルはひとりの戦士となっても、魔神と戦いつづけてゆくつもりだった。

　スカード最後の王族として、盟友である石の王国を滅ぼした仇敵を許すつもりはない。たとえ、ひとりでも麦酒エールの誓いを守るつもりだった。それに、この誓いがあるかぎり、死に急ごうとするフレーベ王を止めることができるはずだ。

「……御意にございます」

　ヒューロ宰相は、ナシェルの正面に進みでると、そこで片膝を落とし畏かしこまった。

　他の騎士たちも宰相に倣ならい、その場で同じ姿勢をとった。

　婦人たちは、身近な者と抱きあい、涙を流した。

　ナシェルも、思わず涙がこぼれた。自ら決めたこととはいえ、王国を捨てるのは我が身が引き裂かれるような思いであった。

　だが、今は悲嘆にくれているときではない。事は一刻を争うのだ。

「領土はくれてやるが、この国が蓄えた富まで、ヴェノンにくれてやるつもりはない。宝物庫を開き、騎士と領民すべてに分け与えるつもりだ。家や土地を失うことになっても、しばらくのあいだは生きてゆけるようにな」

　その命令は、騎士たちをいくらか安心させた。

　ナシェルはその処置をサイラスに命令した。騎士団長は、金よりも名誉と誇りを大切にする人物だから、この件については安心して任せることができる。

　そして、自らは宰相ヒューロを伴って、即刻、ヴェノンに発つことに決めた。魔神が襲来してからでは、すべてが手後れになる。

　一刻も早く、王国併合の条約に調印することが大切なのだ。




　ナシェルたちは道中、できるかぎり急ぎ、三日後にはヴェノン王国の同名の王都に到着した。それに先立って、すでに急使を派遣し、会談の申入れはしておいた。どのような案件かについても伝えてある。そして、ナシェルはヴェノン王に謁見し、スカード領の譲渡を正式に申し出たのである。

　はたして、ヴェノン王ヤーベイは、ナシェルの申し出を受け入れた。

　喜んでかどうかは、分からない。老練な国王である。考えていることを表情に表わすような人物ではない。

　案外、ナシェルの思惑を見越しているのかもしれない。

　魔神については、知っているかぎりの報告を、ナシェルは行なった。理由はどうあれ、スカードはヴェノンの一部となったのだ。魔神に負けてもらうわけにはいかないのである。

　石の王国が滅ぼされたということに、ヴェノンの騎士たちは大きく動揺した。もしも攻められれば、竜の盟約を発動させればよい、とナシェルは進言しておいた。

　モスの諸王国が連合すれば、正規の騎士だけでも七千を数える。見習い騎士や兵士たちを入れれば、さらに何倍にもなる。戦闘員だけで、石の王国のドワーフ族の総数をかるく超えているのだ。土地と家族を守るためとあれば、義勇兵として志願する者も現れるに違いない。

　いかに魔神が強力とはいえ、簡単に負けるはずはない。団結さえすれば、モスの騎士団は間違いなくロードス最強である。

　とにかく、到着した日の夕刻には、スカード王国のヴェノンへの併合が正式に決定した。

　両国の合併を祝って、盛大な宴が催された。

　その宴の後、ナシェルは忽こつ然ぜんと姿を消した。

　翌朝、これが発覚し、当然のように騒ぎになった。ヒューロ宰相は打ち合せどおり、魔神を恐れるあまり、このところナシェルが正気ではなかった、と説明をした。一刻も早く、モスから逃げだしたい、と洩もらしていたとも証言した。

　ヴェノン側がその説明を、完全に信じたかどうか分からない。だが、ナシェルがいなくなってくれたほうが、ヴェノンにとっては好都合に決まっている。

　条約の締結から、およそ五日後、ヴェノンはさっそく騎士団を派遣し、スカードの王城を接収した。この地方の領主となったのは、第三王子のアロンドである。

　彼は、昔からこのスカード領を狙ねらっていたのだ。それゆえ、幼いナシェルに求婚し、ナシェルが男と知ると、妹のリィーナを妃にと求めたのである。そうでもしなければ、第三王子であるアロンドには、領地は与えられなかっただろう。

　しかし、願いは意外な形でかなった。領土の方が、向こうから飛びこんできたのである。無能な王子の愚行によって。

　アロンドは有頂天になったが、その幸せは長くは続かなかった。

　それというのも、彼が領主に就任して一月もたたないうちに、魔神たちがスカード領の南に姿を見せはじめたからである。
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　灰色の雲が、どんよりと空にたちこめている。

　馬車の手綱を操りながら、ナシェルは疎うとましげに、全天を見渡した。青空が覗のぞいているところは、ひとつもない。まるで世界中が雲に覆われてしまったのでは、という錯覚を覚える。

　ヴェノン王国とスカード王国の合併が調印された日から、すでに五日がすぎていた。その間ずっと、今日のような天気が続いていた。

　しかし、不思議なことに、雨は一滴も降っていない。

　春も盛りだというのに風は肌寒く、ナシェルは農夫たちがよく着るごわごわした木綿の服の上から、フェルトのマントを身体に巻いていた。髪は短く切って、薬草で茶色に染めている。

　ヴェノンとスカードの合併を祝して催された宴うたげのあと、ナシェルはひそかにヴェノンの王城を抜け出して、用意しておいた馬車に身を隠した。そして、捜索隊が出されぬあいだに、ヴェノン王国の同名の王都を脱出した。

　そして、今、ナシェルはモスからヴァリスへと向かう街道を進んでいる。

　道は乾いて、車輪は快調に回転している。この辺りは海岸線から延びた砂丘が、山のすぐ間際まで続いている。砂避けのために、土地の人が植えた街路樹が整然と道の左右に並んでいた。土地が瘦やせているためか、人里はまばらで、街道沿いに人口百人ほどの小さな村が点在しているにすぎない。

　ヴェノン領を出てから三日、すでにヴァリスの領内に入っているはずだが、地方領主である騎士の姿を見たことはない。この地域に対するヴァリス王国の支配は、それほど強くはないのだろう。村の自治を、形ばかりに保護しているにすぎないのだ。それでも神聖王国に属しているというだけで、山賊どもに対する護符がわりにはなるに違いない。

　だが、魔神どもに対してはどうだろう。

　神聖王国の名を、あの異界の魔物たちが恐れるだろうか？

　そんなことをふと考えたとき、石でも踏んだのか、馬車がごとりと揺れた。

　荷台から、悲鳴があがった。

「いったい、わしをどこへ連れてゆこうというのだ」

　そして、抗議の声が続く。

　ナシェルは手綱を握ったまま、荷台を振り返った。

　声をあげたのは、鉄の王フレーベだった。彼は荷台にこしらえた即席のベッドに横たわっている。その傍らには、薬草師のタトゥスが控えており、薬の調合に勤いそしんでいた。

　この三日のあいだ、フレーベはその問いを言うのを、我慢しつづけていたのだろう。

「ルノアナ湖へまいります。さる人物に会って、魔神に関して知識を授かるつもりです」

　フレーベの身体は、まだ完全に回復していない。

　それほど傷は深く、消耗も激しかったのだ。ナシェルの目には、生きていることさえ不思議なぐらいだった。ゆっくりと回復しつつあるようだが、救出してから、まだ十日ほどしかたっていない。

　ドワーフ王の傷を癒いやす一番の方法は、神殿に行き、高位の司祭に〝完治〟の魔法をかけてもらうことだ。それで怪け我がは治り、消耗した肉体も元通りになるはずだ。

　この街道を進めば、ヴァリスの聖王都ロイドの街に至る。そこには、ロードスに名高い至高神ファリスの大神殿がある。そこで、フレーベを治してもらうつもりでいる。神殿に寄進を行なうための資金も用意してきた。

　薬草師のタトゥスも、不承不承ではあるが、それを認めている。

　彼の煎せんじる薬草は、確実ではあるがゆっくりとしか効果を現わさない。魔神との戦争がいつ本格的に始まるか知れたものではないのだ。フレーベには一刻も早く、回復してもらわなければならない。

「魔神と戦うためならばこそ、協力を約束したのだぞ。石の王国へ戻るどころか、モスからさえ逃げだしおって……」

「これも戦いくさのうちです」

　ナシェルは、きっぱりとフレーベに答えた。

「わたしたちは魔神について、あまりにも知らなすぎます。戦に勝つには、相手をよく知らなければなりません」

「優れた戦士を数多く揃えた方が勝利する。戦とは、そういうものだ」

「おっしゃるとおりです。ルノアナ湖へ行くのは、そのためでもあるのです。魔神と戦うとき、もっとも頼りになる人物を迎えるつもりでおります」

「……その言葉、信じてよいのだな。わしの目的は、一匹でも多くの魔神を冥めい界かいへの道連れにすることなのだ。エールの誓いは、そのためのものと覚えておけ」

「分かりました」

　ナシェルは、うなずいた。

　フレーベは、魔神と戦って、死ぬことしか考えていないように見える。

　だが、このドワーフ王をむざむざ魔神に殺させるつもりは、ナシェルにはない。

　命あるかぎり、彼は魔神と戦い、打ち倒してゆく。やがては、ロードスから魔神がいなくなるはずだ。そう簡単に事が進まないとは、もちろん承知している。だが、フレーベならば、それを可能にしてくれるという期待をかけられると思う。

　フレーベが思うままに実力を発揮できるよう、ナシェルは最大限、努力するつもりだった。魔神の恐ろしさを伝え、この異界の住人どもと戦う決意をさせなければならない。

　魔神が人間三人を同時に相手にできるなら、五人集めればいい。五人相手にできるなら、十人集めればいい。ロードスには何十万人もの人間が住んでいるのだから。

　ロードスの諸王国が、動いてくれれば最良だ。それがかなわないならば、魔神と戦う勇者たちを見出すつもりだった。人間が魔神と戦う姿勢を放棄しないこと、それが大切なのだ。魔神の強さ、恐ろしさに屈服して、人々が抵抗をあきらめないように。

　フレーベの言葉どおり、優れた戦士をいかに数多くそろえるかで、今度の魔神との戦が決するだろう。

　ルノアナ湖にいる魔術師に協力してもらうことは、その手始めなのだ。荒野の賢者の知識と魔力は、魔神と戦うためには絶対に欠かすことができない。

　なんとしてでも、説得する。

　ナシェルはかたく決意しながら、馬車馬に気合いを入れて、走る速度をわずかにあげた。




　夕ゆう闇やみの訪れは、いつもより、はるかに早かった。

　ナシェルたちは陽が暮れてから最初に見つけた村に宿をとることに決めた。

　宿屋と酒場、おまけに雑貨屋まで兼ねた小さな店だった。

　ナシェルとタトゥスは協力して、フレーベを二階の部屋に運びこんだ。その作業のあいだ、宿屋の主人の目がじっと注がれているのに、ナシェルは気づいた。

　それから、ナシェルたちは部屋に夕食を運んでもらい、遅い夕食をとった。

　ナシェルは、フレーベのために麦酒エールを注文するのを忘れなかった。スカード産を希望したが、あいにく置いていなかった。

　フレーベの食事は、タトゥスが食べやすいように刻んだり、砕いたりした。それに、調合した薬を混ぜてフレーベへ差し出す。

「薬草など、エルフどもの食べる物だぞ」

「だから、彼らは長寿なのですな」

　フレーベの文句に、タトゥスはしたり顔で答えたものだ。

　フレーベは、顔をしかめながらも、食事を口に運んだ。

　彼が回復している証あかしだった。二日前までは飲み物しかとれなかったのだ。

　食事が終わると、フレーベはすぐに横になった。そして、すぐに寝息をたてる。彼は一日のうち半分以上は眠っている。

「身体を治そうという思いが強いからです。本来なら、このまま自然に任せて回復させたいのですが……」

　タトゥスが残念そうに言った。

「神聖魔法をかけてもらったからといって、悪いことはないだろう」

「それは、そうです。ですが、ひとたび魔法で傷を治された者は、己の肉体に備わる回復力を軽んじるようになります。怪け我がをしても、また魔法で治してもらえると思えば、生に対する執着も希薄になります。怪我の痛み、病の苦しみと戦えばこそ、自らの身体を大切に思うものではありませんかな？」

　なるほど、とナシェルはうなずいた。タトゥスの言葉は、もっともだった。

「ですが、この御仁なら心配はありますまい。この生命力は、脅きよう威いでさえあります。エルフ族の長寿にも驚かされますが、ドワーフ族のこの強靭さは人間にとって、永遠の憧憬あこがれですな」

「憧れのままならいい。それが、嫉しつ妬とにならなければね」

「嫉妬することも人間の美徳です。それを、自らを鍛きたえる糧かてとすれば、ですが」

「戦神マイリーの司祭みたいなことを言う」

　ナシェルは、笑った。

　それから、真顔に戻って、酒場の方に降りてみると、タトゥスが言った。

「店の主人の視線が気になったのですな？」

　ナシェルはうなずいた。タトゥスも気付いていたようだ。

「ただ、ドワーフが珍しいという感じじゃなかった。何か事情を知っているような……」

「確かめられたほうがよろしいでしょう。わたしは、ここでお待ちしております」

　そうしてくれ、と言って、ナシェルは一階の酒場の方へと降りた。

　狭い場所に、テーブルが二つと椅子が六つ置かれている。

　北側の壁には棚が置かれ、生活に必要な道具類が、雑然と並べられている。

　料理場に行く扉は開いたままで、その前に椅子を置いて、主人は銅製の杯を磨いていた。ドワーフの細工物らしく、細かい浮き彫りレリーフが全面に施ほどこされている。

　暖炉には薪まきがくべられ、オレンジ色の炎をあげていた。木のはぜる音が不規則に響いている。

「何か、飲むかね？」

　ナシェルを見て、店の主人が声をかけてきた。

「ヴァリス産の白葡萄酒ワインは、甘くて飲みやすいよ」

「新鮮な果物をしぼってほしい」

　ナシェルは主人に向かって、金貨を一枚、差し出した。

「多すぎるな……」

　主人は服のポケットから銀貨を数枚、取りだすと、ナシェルに手渡そうとした。

　子供のくせに、と思ったのかもしれない。だが、ナシェルは、その銀貨を受け取らなかった。

「聞きたいことがある」

「知っていることなら、何でも話すさ。金などもらわなくてもね」

「さっき、ドワーフを見て驚いたよね。その理由を知りたいんだ」

「怪我をしているドワーフなんてお目にかかったことがないからな。それに、南のドワーフ族は、皆殺しにされたんだろ。魔神とかいう化物にな」

「どうして、それを……」

　ナシェルは、驚いた。

「知っているのかって、あんたたち、モスの方から来たんだろ。噂うわさは広まってたろう？」

　曖あい昧まいにうなずいて、ナシェルは酒場の主人に、話を続けるよううながした。

「昨日、北から旅人が来てね。教えてくれたんだ。ロイドの都じゃ、かなり噂になっているそうだよ。邪悪な魔神の出現は、至高神の信者にとっては大問題だからな」

「北から噂が……」

　一瞬、不思議に思ったが、よく考えれば、納得がいった。この辺りはヴェノンの街よりも、かなりロイドに近い。噂は、おそらくモスから海路でロイドに向かった商人からもたらされたのだ。陸路を行くよりも、海を通ったほうが旅は遥かに早い。

「そうか、魔神出現の噂は、すでにロイドで広まっているのか……」

　どんな噂なのか、ナシェルは尋たずねた。

「古代王国の遺跡から魔神が現われ、南のドワーフ族の石の王国を滅ぼした。それだけさ。あと、魔神たちは、赤子と乙女の肉が好物らしいな」

　噂だけあって、すでに尾ひれまでついているようだ。案外、目の前の男が、瞬間的に思いついたのかもしれないが……

「噂が広まるのは、なんて早いんだ」

　ナシェルは、思わず、ため息をついた。

　噂が正確なあいだはいい。だが、それは今、聞いただけでも分かるように、広がってゆくにつれて歪ゆがんでゆくのだ。魔神の強さが何倍にも吹聴されたり、逆に軽んじられたりするのは望ましいことではない。

「……それで、神聖王国はどう動くのかな。至高神の教団は？」

「何もしないだろうさ。今のところ、ヴァリスは平和なんだし……」

　そうだろうな、とナシェルは肩を落とした。

　庶民たちのあいだで噂が広まっていても、騎士や聖職者など身分のある者まで、なかなか届かないものなのである。まして、国王の耳に届くのは、半月か一月ぐらい後だろう。

　だから、領内を巡見し、領民と話し合うことが重要なのだ。そのことを教えてくれたのは、宮廷魔術師だったウォートである。

「神聖王国ヴァリス、どう動く？」

　ナシェルは、心のなかで問いかけた。

　至高神の教義に従えば、魔神は邪悪で忌むべき存在である。決して、容よう赦しやはしないはずだ。だが、暗黒の島マーモも邪悪とされているが、ヴァリス王国は兵を出したことはない。それだけの実力がないからだが、魔神に対しても同様の態度に出るかもしれない。

　それに、モスとヴァリスとは友好的な関係にあるわけではない。ことに、ヴェノン王国の態度や行動には、神聖王国ははっきりと不快感を示しているという。

　五年前には、通行税の問題やヴァリスの領民に使役を課した問題で、国境で騎士団が睨にらみあうという事態にまで発展した。

〝竜の盟約〟の発動を警戒して、神聖王国は兵を退いたが、以来、両国の交流は途絶えて、通商も盛んではなくなっている。

　ナシェルたちが通ってきた街道が寂さびれている理由のひとつでもある。

　豊かな農業国であるヴァリスから穀物や家畜の流入が途絶えたので、モス地方は一時、食料不足に陥ったことがある。

　辺境の農村部は問題なかったが、都市部はかなりの打撃を受けたようだ。スカード自身は自給自足できるのだが、石の王国はかなり深刻な状態になった。父ブルーク王はわざわざ騎士を派遣し、ライデン経由でヴァリスの食料を石の王国に運びこませた。当然、割高になったが、その費用はすべてスカードが賄まかなった。ドワーフ族の信頼を得るためである。

　その後、カノン王国から海路で食料が入るようになり、モス地方の食料不足は解消された。

　だが、モス地方の人々のあいだで、ヴァリスの行動を不満に思う者が多かった。至高神の神殿が焼き討ちにあうという事件さえ起こっている。

　原因を追及すれば、ヴェノン王国の責任なのだが、憎悪の対象は直接の相手に向けられることが多いものだ。

　ヴァリスの貴族たちや庶民が、この事件をどう思っているかは知らない。だが、ヴェノンが魔神に攻められても、騎士団を派遣しない可能性は少なくない。

　出兵しても得るところはなく、一方、騎士、兵士たちを間違いなく失うことになるのだから。

「もし、モスが敗れれば、その次はヴァリスだというのに……」

　ナシェルは店の主人が絞ってくれた果汁の入った杯を握りしめたまま、考えに沈みこんだ。

　ヴァリス国王やファリス教団の大司祭に拝はい謁えつする機会を得たいものだと思った。そうすれば、石の王国を襲った悲劇を話し、魔神の脅威について説くことができる。

　だが、国を捨てた王子では、それは望むべくもない。もし、拝謁しても、耳を貸してもらえるとは思えない。

　心ある聖騎士か聖職者を探さなければならないな、とナシェルはひそかに思った。その人を通じて、王国なり教団なりを動かすしかない。

　酸味の強い果汁を一気に飲みほすと、主人に礼を言って、二階の部屋へ戻りはじめた。

　階段を昇りながら、ナシェルはあまりにも無力な自分を、悔しく思っていた。王子という地位を捨てた今、己の力では何ひとつできないのでは、との不安を覚える。

「しかし、あきらめないぞ。命あるかぎり、何かができる。志を捨てないかぎり、希望はかなえられる」

　ナシェルは自分を励ますように、そっとつぶやいた。そして、明日は夜明け前に、この村をたとうと心に決めた。

　神聖王国ヴァリスへ向かって……




　　　　２




「お聞きになられましたか？」

　扉が開き、突然、声がした。

　屋敷の書斎で書見をしていた聖騎士ファーンは扉を振り返り、そして笑顔を浮かべた。

　戸口に立っているのは、フラウスだった。

　至高神に仕える、この女性の神官戦士は、黒色の喪服に身を包んでいた。暗い服の色に、短く刈った金髪が、ますます輝いて見えた。

　ファーンも、右腕に同じ色の喪章を巻いている。

　ふたりとも離宮で倒した牛ミノ頭タウ鬼ロスに対してではなく、十年前に亡くなった幼い王子に対し弔ちよう意いを示しているつもりだった。本当の王子は死体を埋葬されることなく、その死を弔とむらわれることさえなかったのだ。

　ミノタウロスが退治されたことで、王子の死は隠しようのないものとなった。

　王子は、病死と発表された。

　ヴァリス国王は王子の訃ふ報ほうを聞くと、その場で意識を失い、ついにベッドから起きあがれなくなった。

　あと一月、保たないかもしれない、と宮廷つきの司祭がひそかに教えてくれている。近々、ファリス大神殿において、次の国王を選定するための会議が召集されるらしい。

「魔神デーモン出現の噂ですね？」

　尋ねかえしたファーンに、フラウスが短くうなずいた。

「昨夜、従者のひとりが知らせてくれました。真実だとすれば、由々しき事ですね」

「噓うそや間違いで、これほど大変な噂が広がるとは思えませんわ」

「……そうでしょうね」

　ファーンは、表情を曇らせた。

　噓や間違いであってほしいと思う。だが、彼女の言うとおり、噓や間違いで広まるような噂ではないだろう。

　だからこそ、昨夜から書斎に引きこもり、魔神について記述した書物を調べていたのだ。

　分かったことは、彼らが邪悪なる異界の魔物であり、肉体的にも精神的にも恐るべき能力を持っていることぐらいだ。

「それで、ジェナート高司祭はなんと？」
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「噂だけでは、動きのとりようがありませんわ。モスに信頼できる人を派遣したいと仰せられてます。魔神に関するくわしい情報を収集しなければ、と……」

「それで、あなたが志願されたわけですね？」

　ファーンが言葉を向けると、フラウスは微笑ほほえみを浮かべてうなずいた。

「お手伝い、いただけますわね？」

「もちろんです」

　ファーンはフラウスの前に立つと、ダンスに誘うときのように、彼女の手を取り、深く頭をさげた。その手は透きとおるように白かったが、戦いの訓練を積んでいるだけに、かたいまめがいくつもできていた。

「厳しい試練となるかもしれませんね。わたしたちにとっても、このロードスにとっても……」

　ファーンは表情を引き締め、立ち上がった。

「ええ、そうなるでしょう。ですが、この試練を乗り越えさえすれば、素晴らしい未来が開けるかもしれませんわ」

「未来……ですか？」

「魔神という共通の敵を相手にしてこそ、このロードスはひとつにまとまるかもしれません。国の垣根も種族の垣根も越えて」

「なるほど……」

　ファーンは、ひかえめに相あい槌づちをうった。

　本心を言えば、ロードスがひとつにまとまることには、疑問を感じている。

　たとえ、いくつかの王国に分かれていても、互いが平和に交流していればいいのではなかろうか。諸国の王が円卓に座り、王国間の問題について話し合う機会さえあれば、小さないさかいが戦にまで発展することはないと考えている。

　なにより、現在の体制を変えるためには、大勢の血が流れるに違いない。

　しかし、フラウスが神託を下されたように、救世主ともいうべき英雄王が出現したなら、理想の王国が平和的に実現するのかもしれない。魔神という強力な敵と戦うために、ロードスが団結するという可能性も確かに考えられる。

　もし、この聖女の夢がかなうならば、それはそれで素晴らしいことだと思う。

「大臣たちに話を通し、ヴァリス王国の正規の使者として認めてもらいましょう。できれば、ヴェノン王に謁見し、両国の関係の改善をはかりたいものです」

　魔神という強敵と対決するには、モスの諸王国とヴァリスは共同で戦うべきだ、とファーンは直感的に考えていた。

「ヴェノン王ですか……、あまり良い噂は聞きませんね。今度も、若い王子を追放し、隣国を併合したと伝え聞いています」

「隣国といえば、スカードのことでしょう。石の王国との同盟のおかげで、独立を守ってきた小国です。石の王国が滅びた今、避けられぬ運命です。魔神が出現したことを考えれば、ヴェノンに、保護されたほうが幸せかもしれませんよ」

「……ファーン卿きようは、政治家でいらっしゃるのね」

「騎士には、国の政治を担う使命もあります」

　きっぱりと答えたファーンに、フラウスは複雑な表情を見せた。

「神殿に戻り、支度をしてまいりますわ。喪服を脱ぐ、ちょうどよい機会ですから」

「戦支度と正装の双方の用意を願います」

「心得ています」

　笑顔で答えて、フラウスはファーンの部屋を後にした。

　フラウスが去ったあと、ファーンはすぐに城に登る支度をして、王城へ向かった。

　ヴァリスの王城は、聖なる河ファーゴのほとりに建てられている。白大理石をふんだんに使い、その美しさは翼を広げた大白鳥の姿にたとえられることもある。

　ファーンの屋敷から王城までは、馬を走らせれば、ほんのわずかな距離だ。

　城に着くと、ファーンはすぐに〝謁えつ見けんの間〟へと向かった。この大広間では、国王の御前に騎士たちが集い、陳情を行なう庶民と謁見したり、王国の施政を会議により決定したりする。

　近年は文官の登用が盛んで、日常の仕事は彼らの役目となっているから、謁見の間で決定されるのは重要な問題に限られ、平時は宴の場サロンのごとき雰囲気となっている。

　だが、今日はまるで様子が違っていた。

　聖騎士たちの表情は厳しく、いつもはかしましい宮廷婦人たちも、眉まゆをひそめて小声で話しあっている。

「おお、これはファーン卿、よく参られた」

　ファーンが奥に進んでゆくと、宰相のゲイルザックが、顔を紅潮させて走りよってきた。

「何事なのですか？」

　ファーンは深く頭を下げて、この老騎士に敬意を表わした。

「ルティエの村が何者かに襲われた。領主のダルカンをはじめ、多くの村人が殺されたらしい」

「それは……」

　誰の仕業かとファーンは問おうとしたが、おそらくその正体はつかめていないのだろう。

「ルティエの村といえば、このロイドの近郊の村。そこが襲われたとあっては、王国の威信に関わります」

「そうなのだ」

　ゲイルザックは、額に汗をにじませていた。

「いかに対応すべきか、協議をしておったところだ」

「協議をしている暇などありますまい。すぐに騎士を派遣し、調査をいたさねば」

　悪い予感が、ファーンの脳裏をよぎっていた。

　モスに出現したという魔神。その魔神の侵略の手が、ヴァリスへと伸びてきたのかもしれない。だが、モスの諸国が魔神に敗れたという知らせは届いていない。それなのに、なぜこのヴァリスへと攻めてくるのだろう？

　魔神といえば暗黒神ファラリスの従僕しもべだから、この神聖王国ヴァリスを最大の敵と考えているのかもしれないが……

「敵の数が分からぬ以上、騎士団を何隊、派遣すればよいか見当もつかぬ。あまり多くを派遣しては、王都の守りが手薄になろうし……」

「最少の兵を偵察に出して、敵が優勢のようなら報告に戻ればよいのです。それから、しかるべき数の兵を派遣し、討とう伐ばつすればよろしい」

「それでは、敵に後ろを見せることになる。騎士の名誉に傷がつく……」

　ファーンは、啞あ然ぜんとなった。

　この場に集っていた騎士たちは問題の本質も忘れ、そんな些さ末まつなことを討議しつづけていたのだろうか。

「汚名を着るのを恐れていては、民を守ることはできますまい」

　ファーンは、毅き然ぜんとした声で言った。

「気になることがあります。ルティエへは、わたしが参りましょう」

「おお、行ってくれるか？　ファーン卿ならば、安心して任せられる」

　ゲイルザックは安あん堵どの表情を浮かべ、額の汗を拭ぬぐった。

　この老騎士は、アダンの街を所領する名門の家系である。優れた実務家でもあり、文官の長として、ヴァリスの内政を支えている。ただ、残念なことに、決断力に欠けるところがある。病床の国王ワーレンは、決断力に優れた人物だったから、国王と大臣の役割分担はきわめてうまくいっていた。

　だが、ワーレン王が狂気に冒され、また病に倒れてから、ゲイルザックは国王の代理として、不得手な決断を強いられることが多くなった。

　新たな王が早く決まってほしい、と口癖のように言っている。そして、宰さい相しようもファーンに、その役を期待しているのだ。

　ファーンは、同僚たちを横目でうかがった。

　仲間の聖騎士たちの表情は、複雑に見えた。

「わたしは、政治家なのだろうか」

　先刻のフラウスの言葉がふと、ファーンの心のなかをよぎった。

　国王の余命がいくばくもない今、次の王位に就くのは、ここに集う聖騎士の誰かなのだ。そして、剣の技でも馬上トーナ試合メントでも、ファーンは他の騎士たちの追随を許さぬ。三角州の離宮に赴おもむき、ミノタウロスを退治したのも彼である。ファリス教団の実力者ジェナート高司祭が、ファーンを支持していることも承知しているだろう。

　次代の国王の座に、もっとも近くにいるのが、他ならぬファーンなのだ。

　野心的な騎士にとって、今回もファーンが出動するのは、心穏やかならざるものがあるに違いない。だが、積極的に動いて、汚点をつけるつもりもないのだ。自らが王位に就くために、ファーンの失脚を待つ気なのだろうか。

　ファーン自身は、国王就任に魅力を持っているわけではない。だが、資格なき者が王位に就くことを認めるつもりはない。

　高潔な人物は覇は気きに欠け、野心的な人物には高潔ならざる者が多い。ヴァリス国王の選定において、いつも問題にされることだ。

　おそらく、今回の選帝会議も紛ふん糾きゆうすることだろう。

　選ばれれば、ファーンは王位に即つくことを受けるつもりでいる。だが、そのことに思い捕らわれ、騎士の本分を忘れるつもりはない。

　まず、ルティエの村に偵察に赴き、その後は予定どおり、魔神出現の真偽を確かめるために、モスへ行くつもりだった。

　次期国王の問題より、これらのほうがよほど重大であり、緊急を要する。

　もし、この神聖王国が滅びるようなことがあれば、国王が誰になるとかいう問題は、まったく意味のないものになってしまう。

「王都在住の騎士たちを急ぎ召集し、街と王城の守りを固めますようお願いいたします。相手は海賊ということも考えられます。軍船を出して、海上の警戒も怠おこたりなきよう」

「分かった、すぐに手配しよう」

　ゲイルザックは、力強くうなずいた。決定された事には、この老騎士は速やかに、そして的確に実行するのだ。

　そして、ファーンは謁見の間に集う同僚たちに挨あい拶さつを送ると、この大広間を後にした。




　屋敷へ戻ると、フラウスが武器、鎧よろいを身につけた戦支度をして待っていた。

　ファーンは、フラウスに事情が変わったことを伝えた。

　ファーンの話に、彼女の表情は蒼あおざめた。そして、ファリスの名を、小さく唱えた。

「わたしも、連れていってください」

　懇こん願がんするように、フラウスは申し出たが、もちろんファーンは拒まなかった。

　生き残りの村人たちは恐怖におののいているだろう。怪我人もいるに違いない。彼らの心に平静を取り戻し、怪我を治ち癒ゆするのは、騎士ではなく聖職者の役割である。

　ファーンは彼の隊に配属されている騎士、兵士のなかから、五人を選りすぐって、ルティエの村へと出発することにした。フラウスを加えれば、総勢、七名である。

　村を襲った敵は、すでに引き上げていると知らされている。村の状況を調べたあと、ファーンは周囲を探索するつもりでいた。まだ、敵が近くに潜んでいるかもしれない。せめて、どんな相手かぐらいは、確かめたいと思っていた。




　ルティエの村には、半日ほどで到着した。

「ひどい……」

　村の様子を一目見て、フラウスが悲しみと怒りをこめて、つぶやいた。

　ファーンは腰に吊るした剣を、思いきり握りしめた。金属製の鞘さやが、軋きしむような音をたてた。

　村は、惨さん憺たんたる有様だった。

　家屋は焼け落ち、そこかしこに村人の死体が散乱している。生き残ったわずかな村人は、その死体を埋葬する気力さえ失ったように、嗚お咽えつをもらしつづけているか、茫ぼう然ぜんと地面に座りこんでいるかしていた。

「怪我人を診みます」

　フラウスは馬から降りると、近くにいた村人の方へ歩いていった。

「村人の骸むくろは、集めて荼毘だびに伏すように」

　配下の兵士たちにそう命令を発し、ファーンは自分も下馬し、村の惨状を調べはじめた。

　村人たちは、武器で殺されていた者もいた。牙や爪で引き裂かれていた者もいた。得体の知れない力で、胴を締めつけられ、死んでいる者もいた。

　家畜は奪われたか逃げたりしていなくなっていたが、家財道具にはほとんど手がつけられていない様子だった。

　どう見ても、野盗の仕業でない。

「やはり、魔神か……」

　ファーンは、血が出るほどに唇をかみしめた。

　それから、比較的、正気そうな村人を選んで、襲撃の模様を聞いた。

　その話によれば、襲撃があったのは昨夜の真夜中ごろだという。

　家、屋敷に火がかけられ、あわてて飛びだしたところを次々と殺されたらしい。

　相手が何者かさえ、その村人は理解していなかった。

　だからこそ、生きのびられたのだろう。ただ、闇やみのなかで真っ赤に光る目は、生涯、忘れることはできないと、声を震ふるわせながら言った。

　村人たちは聖騎士であるファーンの姿に安あん堵どを覚え、至高神の司祭であるフラウスの声に励まされ、ようやく現実に向かいあいはじめた。

　思いだしたように、大声で泣く者も現われた。焼け落ちた家の片付けをはじめる者も現われた。そんな村人たちを横目に見ながら、ファーンはこの村の領主であるダルカンの屋敷へと入っていった。

　家人の遺体が、発見されていないことに気づいたからだ。

　ダルカンの屋敷の門は叩たたき壊され、馬小屋は空になっている。玄関にあがる階段のそばには、おびただしい血けつ痕こんが残されていた。

　この屋敷の主人のものだ。死体はすでに、村の広場に移されている。

　死体の発見された場所と様子から、ダルカンは村を襲った敵を迎え討たんと、戸外に飛びだしたところを、棍こん棒ぼうのようなもので殴なぐり殺されたようだ。鎧は身につけておらず、剣だけを握りしめていた。

　聖騎士ダルカンは、温厚な人物だった。王都においては若い騎士の指導をよく行ない、模範的な騎士であるとの評判だった。そして、領地に戻れば、賢明な領主であったと聞いている。

「惜しい人物を……」

　ファーンは茶色く乾いた血痕の前に膝をつき、ファリスの印を指で切った。

　そして、玄関の扉を開けて、主人のいなくなった屋敷のなかに入っていった。
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　何者かがダルカンの屋敷に侵入したことは、屋内に入って一目で分かった。

　樫かしのテーブルは倒され、陶製の花か瓶びんは床のうえで砕け散っていた。水を失い、枯れた花がそのまわりに散乱している。

　床を調べると、いくつもの足跡が見つかった。

　侵入者は裸足であるらしく、指の形までがはっきりと見てとれた。

　それは、人間の足に似ていた。だが、人間のものではない。その足の指は三本しかなかった。

　人間ならざる魔物の足跡を追って、ファーンは屋敷の奥へと入っていった。

　食堂では、使用人らしき老婆の死体が見つかった。

　老婆は首を、文字どおりひきちぎられて殺されていた。石の床はまさに血の海で、まだ完全には固まりきれず、赤黒いゼリーのようになっていた。小さな老婆の身体からだに、これほどの量の血があることが不思議に思えた。

「無残な……」

　ファーンの心のなかで、ふつふつと怒りがこみあげてきた。この村を襲った者どもは、決して許さぬと心に誓った。

　一階には、家人の骸は見つからなかった。

　ダルカンには二十を過ぎたばかりの若い夫人と、四歳になる娘がひとりいたはずだった。

　無事であってくれれば、と願わずにはいられない。たとえ、それが万にひとつの可能性であっても……

　螺ら旋せんを描いて二階へと昇る階段を、ファーンは慎重にあがっていった。中央に敷かれた赤い絨じゆう毯たんのうえには、やはりいくつもの足跡が残っていた。ところどころ、毛足が伸びているのは、魔物の足の爪がひっかかってできたものだと思われた。

　二階にのぼり、最初の部屋の扉をファーンは蹴けり開けた。

　そこは、ダルカン夫妻の寝室だった。そして、ベッドで仰向けに倒れているダルカン夫人が見つかった。

　ファーンは、思わず顔を伏せた。

　夫人は、全裸であった。

　白い肌には傷ひとつなく、血は一滴も流れていなかった。だが、夫人の生命が失われていることは疑いようはなかった。

　夫人の首は、ありうべからざる方向に曲がっていたからだ。

　恐怖に見開かれた右目は、なかば眼がん窩かからはみだし、口から黄色い液体が流れだし、ベッドを汚していた。

　ファーンは夫人のそばに近寄り、床に落ちていた毛布をひろいあげると、その身体を覆い隠した。それから、目を正しい場所に押しこみ、瞼まぶたを閉じてやった。捩ねじれた首を正しい方向に戻してやる。

「なぜ、このようなことを……」

　ファーンは声に出して、自問した。

　この村を襲った魔物は、何が目的でこのような虐ぎやく殺さつを演じたのだろう。まるで、人間の命を奪うことしか頭にないように見える。

　だが、それで得られるものは、いったい何だ。邪悪な衝動に動かされただけなのだろうか、それとも、もっと深い目的があってのことか。

　そのときである。

　近くの部屋で、ごとりという物音がした。

　ファーンは緊張し、腰の剣を引き抜いた。

　銀色の刃が、なかば閉じられたカーテンの間から差しこむ光を反射させる。その輝きが白い影となって、室内の薄暗い壁を走りぬけた。

　目を閉じて、耳を澄ませる。新たな物音は聞こえてはこなかった。

　もしかすれば、幼い娘が生きているのかもしれない。ファーンはわずかな期待を覚え、廊下へと出た。そして、物音がした部屋を見当つけて、その扉へとゆっくりと進む。

　一歩、足を踏みだすごとに、甲かつ冑ちゆうが重々しい音をたてる。

　部屋のなかに敵が潜んでいるとすれば、彼が近づいていることは容易に分かるだろう。

　楯たては従者に持たせたままなので、ファーンは剣を両手に持ち、正眼にかまえた。

　そして、扉の前に立つ。

　ファーンは呼吸を整え、部屋のなかの気配をうかがった。

　反応はない。扉のすぐ向こうで待ち伏せしているものもいないようだ。

　ファーンは左手を剣の柄からはずし、そろりと扉の把とつ手てへと伸ばした。冷たい金属の感触が、手の平に直に伝わってくる。今は、こてもつけていない。

　一瞬、気合いを入れ、ファーンは身体を預けるように扉を押し開けた。

　分厚いカーテンがいっぱいに引かれ、部屋のなかはかなり暗かった。カーテンの隙すき間まから外光が縦長の線となってこぼれている。扉を一杯に開けても部屋全体が明るくなるには、ほど遠かった。

　ファーンは、ふたたび剣を正眼に構えなおした。

　部屋の空気には、血の臭いが漂ただよっていた。

　うなじの毛が逆立つような悪お寒かんが走る。

　どうやら、聖騎士ダルカンの執務室であるらしい。部屋は広く、奥にはどっしりとした机が置かれていた。だが、その机に遮られ、窓からさしこむ光は床には届いていない。

　ファーンは、すり足で部屋のなかを奥へ進んだ。

　机の横には、ダルカンの甲冑が直立の姿勢を保ったまま、立っている。その反対側には大きな戸棚が置かれていた。幅も広く、奥行も深い、そして高さも十分にある。

　そのとき、ファーンは何かにつまずいた。

　何かがごろりと転がる気配が感じられた。嫌な感触がつま先にあった。

　ファーンは窓へと駆け寄ると、カーテンをひきちぎった。

　噓うそのように部屋全体が明るくなる。

　そして、ファーンは見た。自分がつまずき、床に転げたものを。

　幼い少女の首だった。

　その周囲の床に模様のようなものが描かれているのが見えた。

　暗フア黒ラリ神スの紋章だ、と分かった瞬間──

　黒い影が、天井から落ちてきた。

　ファーンは咄とつ嗟さに身体を沈め、頭上を剣で振り払った。

　剣の先が何かを切り裂いた感触が伝わった。真っ黒な液体が、ファーンの頰ほおに落ちてくる。

「貴様が、魔神か！」

　ファーンは、叫んだ。

　金属をこすりあわせたような悲鳴をあげて、ふたたび天井に舞いあがる後ろ姿を、ファーンはしかと見た。

　蝙蝠こうもりのごとき翼をもった奇怪な人型の生き物である。

　天井のところで、その生き物はくるりと振り返った。

　嘴くちばしのようにとがった口が、耳のところまで裂けていた。肌は赤銅色で、鞭むちのような尻尾しつぽがはえている。

　ふたつの目は、陽光の下でも不気味に赤く輝いていた。瞳ひとみはなく、彫像に赤い宝石をはめこんだような印象を受けた。

　どこかで見た覚えがあるな、とファーンは気づき、それがどこだったかすぐに思いだした。

　ファリス大神殿の建物に飾られた魔ガ物ーのゴ彫イ像ルである。

　ファリス神の神聖な力によって石化され、その口から清らかな水を湧きださせるという奉仕を強要された魔神の伝説をもとに、大神殿の建物の一部に使われた。大神殿における役割は、雨あま樋どいの終端である。屋根に降り注いだ雨水を集め、その口から地面に流しだすのだ。

　目の前の怪物は、間違いなく魔神のようだ。

「降りてこい、魔神！」

　ファーンは、叫んだ。

　剣を肩の高さに持ちあげ、その切っ先は、空中に浮かんでいる有翼の魔神にぴたりと向ける。

　聞いたこともない奇怪な言葉で、魔神は返事をしてきた。もちろん、意味は分からない。だが、その声は邪悪な意思に満たされていた。

「崇高なるファリス神とヴァリス王の名のもとに、貴様を成敗する！」

　ファーンは、魔神が降りてくる瞬間を待った。

　一太刀たちで勝負を決するつもりであった。

　剣先を魔神に向けた姿勢のまま、石像と化したように動かなくなる。

　聖騎士と魔神は向かいあったまま、均衡した天てん秤びんのように動かなかった。息がつまるような対決のもとで、魔神の翼のはばたき音が時間が流れていることを感じさせた。

　と、そのとき──

「ファーン！」

　階かい下かから扉が開く音がした。フラウスの緊迫した声が、それに続く。

　その声にファーンは一瞬、集中が途切れた。

　その瞬間を魔神は見逃さなかった。不快な鳴き声をあげ、急降下してきた。

「来い、魔神！」

　首を折られたダルカン夫人の死体が、頭をよぎる。床を転がる幼い少女の頭部の絵が、それに重なった。

　ファーンは気合いの声をあげ、降りてくる魔神に向かって剣を突きだした。

　魔神はファーンに向かってくると見えた。だが、ファーンの剣が届くわずか手前で、この異界の魔物は方向を変えたのだ。

　窓に向かって、魔神は突進してゆく。

「逃しはせん！」

　ファーンは大きく踏みこみ、すくいあげるように剣を振るった。

　だが、魔神の動きは予想以上に早かった。

　手ごたえはあったが、魔神の右足が床に落ちただけだ。そのまま、窓を突き破った魔神は、灰色の雲に覆われた曇り空へと舞いあがっていった。

「しまった……」

　ファーンは窓のそばに駆け寄って、遠ざかる魔神の後ろ姿を睨にらみつけた。

　己の視線に邪イビ眼ルアイの魔力があれば、と一瞬、本気で願った。だが、すぐに邪よこしまな考えを抱いた自分を反省する。

　魔物の邪気に当てられたのかもしれない。

　思えば、邪念があればこそ、魔神の動きを読みきれず、みすみす逃してしまったのだ。

　ファーンは、己れの未熟さを恥じた。

「何事ですか？」

　声がして、フラウスが戸口に姿を現わした。

　床に描かれた暗黒神の紋章と、少女の生首にはすぐ気づいたらしく、はっと息を飲む。

　ファーンは、床に転がっている魔神の右足を拾いあげ、フラウスのところへ戻った。

　鋭い鉤かぎ爪づめの生えた足は傷口から黒い液体をしたたらせ、指先はまるで意思を持っているかのようにぴくぴく動いている。

　恐るべき生命力といえた。

「……それは？」

　フラウスが尋ねてきた。

　彼女は背中に垂らしたマントをはずし、床にひざまずいて少女の首を包みこんでいるところだった。

「魔神の足です」

　ファーンは、答えた。

「わたしの未熟さのため、取り逃がしてしまいました……」

「それだけでも、お手柄。これで、この村を襲ったのが、魔神であることに城も神殿も疑わないでしょう」

「しかし、なぜ、この村なのです？」

　ファーンは、フラウスに尋ねた。尋ねずにはいられなかった。

「なぜモス地方の村々ではなく、このルティエなのでしょうか。掠りやく奪だつさえせず、無意味な殺さつ戮りくだけをして、いったい魔神どもにどんな利益があるのでしょう。そして、なにゆえ、この魔神はたった一匹村に残っていたのでしょう」

「その疑問を解き明かすことが、当面の目的ですね」

　フラウスはマントに包んだ少女の骸むくろを哀れむように、そっと胸に抱いた。

「一刻も早く、このロードスから魔神を駆く逐ちくしなければなりません。ふたたび、このような悲劇が起こらないように……」

　ファーンは、うなずいた。

　陰いん鬱うつな気持ちだった。

　このルティエの村を襲った悲劇は、またいつ繰り返されるか分からないのだ。

　罪もない人が、何人も命を落とすことになるだろう。

　それを防ぐ術はないように思われた。聖騎士たちの数は限られ、すべての村を常時、守ることはできないのだ。

　フラウスの言うように、魔神どもを根絶することが、悲劇を繰り返さない唯一の方法なのだ。

「魔神め……」

　ファーンは、血を吐くようなつぶやきを洩もらした。

　己れの未熟さを、最初に教えたもうた神に感謝しなければならないと思った。今日の失態を、二度と繰り返すつもりはない。

　怒りに己れを忘れているようでは、真の正義を実現することなど不可能なのだ。

「まさに、試練の時ですね……」

　フラウスが、独り言のようにつぶやいた。

　その通りだ、とファーンは思った。

　このロードスは、かつてない苛か酷こくな試練を迎えている。この試練を乗り越えれば、フラウスが理想とする未来が実現するかもしれぬ。

　だが、その試練に打ち勝てなかったときには──

　このロードスは、滅亡するのだ。
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　昨日は、雷をともなった激しい雨が一日中、降りつづいた。

　腫はれ物が破れ、膿うみが残らず出たようなもので、ここ十日ほど曇り空だったのが、今日は噓のように晴れあがっている。

　曇りの日が続いたあいだに春が通りすぎてゆき、いきなり夏になったような錯覚を覚える蒸し暑い一日だった。

　炎のごとき赤い髪をした男が、巨大な岩の上にあぐらをかいて座り、瞑めい想そうするように目を閉じている。

〝赤髪の傭兵〟ベルドであった。

　短い腰布を巻いているだけで、ほとんど全裸に近い格好である。胸や左腕、そして太ふと股ももなどに、文字とも絵とも判断のつきかねる紋様が入れ墨されている。

　彼のかたわらには、抜き身の大剣が置かれている。

　スカードを出しゆつ奔ぽんしてから、はや一月が過ぎようとしていた。

　その間、ここルノアナ湖のほとりにある〝荒野の賢者〟ウォートの塔へ身を寄せ、この辺りの地下に眠る古代王国の遺跡の発掘を手伝っていた。

「せっかく、手伝ってくれるのだから」

　と、ウォートはベルドに戦う機会を存分に与えてくれた。

　不死アンの怪物デツドや魔法生物など、古代王国の守ガーデ衛イアンたちが守る遺跡ばかりを選んで、発掘を行なったのだ。

　おかげで、適度に緊張した日々を送ることができた。

　だが、怪物相手の戦いにもそろそろ飽きを覚えはじめていた。意思を持たぬ怪物と剣を交えても、背中がぞくぞくするような戦いの快感は味わえない。

　剣を打ち合せたとき、相手の力や技と同時に、心の動きや感情まで伝わるからこそ、戦いはおもしろいのだ。

　そろそろ、傭兵稼業に戻ろうか、と考えはじめていた。

　昨日の豪雨でルノアナ湖の水位があがり、沈黙の大湿原と呼ばれる湿地帯は、ほとんど水没している状態だった。

　発掘の途中だった遺跡にも泥水が流れこみ、とても作業を続けられる状態ではない。

　ウォートは塔にこもって、これまで発掘した遺跡の品々を分類、整理する仕事に取りかかっている。ベルドの協力もあり、今まで手付かずだった遺跡も、かなり発掘できたから、研究材料に不足することは当分ないだろう。

　ベルドの出番は、しばらくない。

　そのうち、ウォートのもとへ野心的な国王が迎えをよこしてくるはずだ。

　宮廷魔術師として、軍師として、そして宰相として、荒野の賢者はロードスでもっとも優れた人材であることを、ベルドはスカードに滞在していたあいだに理解していた。

　興味のつきない男だが、別れのときがそろそろ近づいているようだ。

　だが、いずれまた会うこともあるだろう。そのときには、もしかして敵、味方に別れているかもしれないが……

　そのとき、ベルドの目が、かっと開いた。

　岩の下に、ひとりの老人が忽こつ然ぜんと立っていた。

　銀ぎん灰かい色しよくの鎖かたびらで身をかため、抜き身の長剣を手にしている。深い皺しわが刻まれた額には、奇妙な形をした細身の冠かんむりをつけている。

　その額冠は人間の双そう眸ぼうを意匠化しており、その瞳にあたる部分には赤い宝石がはめこまれていた。その真紅の瞳は、陽光を受け、鈍い輝きを放っていた。

　呪術的な印象を強く受ける額冠だった。

「赤髪の傭兵ベルド。おまえの命、もらいにきた」

　老人は厳かな口調で、宣告するかのごとく言った。

「刺客というわけか。誰に頼まれた？」

「答える必要はない……」

　老人の左手が腰に回されたと思った瞬間、短剣が宙を走ってきた。

　ベルドはわずかに首を動かし、それをかわした。

「丁重な挨拶、いたみいる」

　ベルドは頰に手をやった。ぬるりとした感触があった。

　その手を、ベルドは口へ運んだ。指先が、赤い液体でぬれていた。舌を出し、その液体をなめる。血の味は、いつもと同じだ。毒は使っていないようだ。

「オレから血を流させたのは、老人、あんたが三人目だよ」

「四人目はいないと思え」

「もちろん、そのつもりだとも」

　ベルドは片手で大剣をつかむと、無雑作に岩から飛び降りた。そして、着地する寸前、ベルドは大剣を上段から振り下ろした。

　激しい金属音が響き、青い火花が飛び散った。ベルドの影が背後の岩に一瞬、映るほどの輝きだった。

　ベルドが振り下ろした剣を、老戦士は頭上で受け止めていた。

　ベルドの大剣は、ウォートから譲られた魔法の剣だ。その強力な一撃を受けて、刃が折れないということは、相手の剣も魔力を帯びていることの証あかしだった。そして、老戦士の腕力がベルドのそれに劣っていないことをも示している。

　ベルドは大剣を両手に持ち替えた。

「久しぶりに、楽しめそうだよ」

　ベルドは、口許に笑みを浮かべた。

「楽しむといい。人生、最後の楽しみをな」

　老戦士は冷やかに言うと、袈け裟さ懸がけに長剣を一いつ閃せんした。

　その刃が肩に触れる寸前に、ベルドは大剣でその一撃を受け流す。そして、剣を返し、相手の胴を払った。

　老戦士は、後ろに飛び退ってその一撃をかわそうとする。だが、完全には間に合わず、大剣の切っ先が鎖かたびらに当たった。

　金属がこすれる不快な音が響き、またも青白い火花が散った。

　鎖かたびらには、傷ひとつついていなかった。

「その鎧も、魔力を帯びてるというわけか？」

「鎧を着ておらねば、もう半歩、下がっていたまで……」

「歌ってくれる」

　ベルドは大剣を腰だめに構えると、老戦士に向かって突進した。

「雑だな……」

　老戦士は地面に片膝をつくほどに低い体勢になった。

　その喉のどもとに、ベルドの大剣が迫る。

　大剣が喉を貫いたと思った瞬間、老戦士はこてをつけた右手を大剣の刃に叩きつけた。剣の軌道がわずかにそれる。

　その狂いで十分だった。ベルドの大剣は老戦士の髪を切り払っただけで、後ろにそれていった。

「さらばだ、赤髪の傭兵」

　無防備なベルドの胴に向けて、老戦士の長剣が真横に振るわれようとした。

　その瞬間、ベルドの胴がふっと消え失せた。

　老戦士は、目を見張った。

　ベルドの身体は宙を舞っていた。

　大剣を受け流された瞬間、ベルドは大地を蹴けって跳躍していたのだ。軽業師のように、空中で一回転し、老戦士の背後に着地する。全裸に近い、身軽な格好だからこそできた芸当だった。

　そして、振り向きざま、上段から剣を振り下ろす。

　老戦士は長剣を肩に担ぐように構え、かろうじてその一撃を受け止めた。だが、勢いを完全に削そぐことはできず、自分の剣もろとも肩を打たれた。

　激しい打撃に耐えかねたように、老戦士は尻もちをついた。

　そこに第二撃を、見舞った。後ろに転がり、老戦士はからくもその攻撃を避けた。

　さらに、一撃。長剣を巧みに操り、老戦士はそれも受け流した。

「これは……」

　老戦士は立ち上がり、ようやく体勢を整えた。

　全身から汗が流れ、銀色の髪が乱れ、額の冠にかぶさっていた。

　老戦士は狼ろう狽ばいしたように、その髪をあわててはねのけた。

「まだ、続けるかい？」

　ベルドは大剣を地面に突き立てると、老戦士に声をかけた。

「あんたの目的はなんだ。刺客といったが、あんたの剣には殺気がない。オレの攻撃を防いじゃいるが、命を惜しんでいるわけでもなさそうだ。なにより、その身体では、オレに斬きられるより先に、心臓が止まるだろう」

　ベルドの言葉で思いだしたかのように、老人は左胸を手で押さえ、いかにも苦しげな表情になった。だが、その口許には笑みも浮かんでいた。

「よくぞ、見抜けるもの……」

　老戦士は感心したようだが、ベルドにとっては簡単なことだった。

　肉体も精神も極限まで高揚させるのが、戦いである。剣を合わせれば、それを通して、相手の心の隅々まで手に取るように分かる。

「噂うわさには聞いていたが、まさか、これほどとはな……」

「噂などあてにならぬものさ。それより、オレの問いに答えちゃいないな。まだ、続けるかい？　どうしてもというなら、相手をしてやるがな」

「いや、やめておこう」

　老人は長剣を鞘さやに戻した。

「おまえは、どうやら必要な男のようだ。赤髪の傭兵ベルド、闇やみの森の蛮ばん族ぞくの勇者」

「必要だと？」

「そう、このロードスにとって……」

「意味が、分からんな」

「すぐに分かる」

　老戦士はひとりごとのように言うと、ゆっくりと後に下がりはじめた。

「また、会うこともあろう」

　そう声をかけてよこし、老戦士は両腕を複雑に動かしはじめた。

　そして、ベルドは最近よく耳にするようになった言葉を、老人がつぶやくのを聞いた。

「上ハイ位・エ古ンシ代語エント！」

　ベルドの眉まゆがわずかに動いた。

　老戦士の姿は、光に溶けこむように消えていった。

「あの老人、魔法戦士なのか……」

　ベルドは一瞬前まで老戦士が立っていたところへ、ゆっくりと進んだ。

　千年王国アラニアには、銀蹄騎士団なる魔法戦士隊が組織されている。だが、瞬間移動ほど高度な呪文を使える者がいるという話は聞いたことがない。銀蹄騎士団の魔法戦士にとって、魔法は武器を使った戦いのための補助的手段にすぎないのである。

「いったい、何者なんだ。何の目的で、オレのところへ……」

　ベルドはふと顔を上げると、別の方向に視線を走らせた。

　遠くから、馬車が近づいてくるのが見えた。

「今日は来客が多いな」

　おそらく、ウォートを招しよう聘へいしにきた、どこかの国の使者だろう。

「ウォートに知らせてやるか……」

　ベルドは大剣を肩に担ぐと、後ろを振り返り、ルノアナ湖畔にそそりたつウォートの塔に向かって歩きはじめた。
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「あれが、目指す塔です」

　荷台にいるフレーベを振り返って、ナシェルはほっとしたように声をあげた。

　青く澄んだ静寂の湖ルノアナの湖水を背景に、黒っぽい色の石造りの塔がそそりたっている。

　この塔こそ、荒野の賢者ウォートの住まいなのだ。ナシェルが訪れるのは、もちろん初めてである。一昨年、ウォートを招聘するときには、父王自らがこの地を訪ねた。

　ドワーフ王は関心がなさそうに、小振りの酒さか樽だるに口をつけて、中に入っている液体をすすっている。

　フレーベの肉体は、すでに回復している。

　四日前に、ロイドの街に立ち寄ったおり、神聖魔法による治療を受けさせたのだ。その代償として、何千枚もの金貨をファリス教団に寄進しなければならなかった。

　だが、その見返りは十分だった。

　フレーベの傷は完全に癒いやされ、その肉体を蝕むしばんでいた病も治った。

　なにより、その奇跡を行なったジェナート高司祭に知遇を得たことが大きな収穫だった。彼もまた、魔神出現の噂に心を痛めており、信頼できる者を独自にモスへと派遣していたのだ。

　この人物なら信頼できると見て、ナシェルは己の身分を明かし、知っているかぎりの情報をジェナート高司祭に伝えた。

　ジェナートは驚き、同時にナシェルたちに深く同情してくれた。そして、全面的な協力を約束してくれたのである。もっとも、

「ファリス教団あげてとは言えないが、な」

　と、付け加えてはいたが。

　ジェナート高司祭は腐敗の進むファリス教団の改革を進めており、それと反対の立場をとる者から、何かと敵視されているのだそうだ。最初はジェナートの改革を支持していた最高司祭メイファーその人ですら、妥協を許さぬ高司祭の態度に、危機感を抱きはじめているという。

「しかし、相手が邪悪な魔神となれば話は違うはず。王子の期待に応えられるよう全力をつくそう」

　ジェナートの言葉は、ナシェルにとって心強く感じられた。

　もっとも、高司祭の口から聞いたのは、良い話だけではなかった。ルティエというロイド近郊の村が魔神に襲撃された、というのだ。

　それまで終始、無言だったフレーベが、このときばかりは強い関心を示した。

「なぜ、魔神がヴァリスに？」

　ナシェルも意外に思った。

　だが、ジェナートもその問いに答えることができなかった。

　ヴァリス王国もファリス教団も、魔神の襲撃に備え、厳しい警戒を行なっている。ルティエが襲撃されて二日が過ぎているが、今のところ、他の街や村が襲われたという事実はない。

　ただ、ルティエの惨劇は噂となって広まり、魔神に対する恐怖を、人々の心のなかに沁しみこませているという。

「恐怖は人の判断を狂わせ、誤った行動に走らせることがある。何事も起こらなければよいのだが……」

　ジェナートのつぶやいた危き惧ぐは、まさにナシェルが不安に思っているところだった。

　その日はロイドの街で一夜をすごし、翌朝早く、ナシェルたちはルノアナ湖に向けふたたび出発した。ただ薬草師のタトゥスは、ロイドの街で待機させた。ロードス各地から入ってくる情報を集めてもらうためである。

　魔神出現の噂はすでにロードス全土に広がっているはずだ。各国がその噂にどう反応するか、ナシェルは摑つかみたかった。

「酒を飲む習慣はありませんが、毎夜、酒場に通うことにしましょう」

　別れ際に、タトゥスはそう言って、ナシェルたちを見送った。

　それから馬車の旅を二日つづけ、ようやく目指すウォートの塔にたどりついたのだ。




「どう、どう」

　ナシェルは馬車を止め、地面に降り立った。車輪の下には車止めの楔くさびをはめ、馬たちの引き綱もはずしてやる。

　四頭とも、ナシェルの飼っている軍ウオー馬ホースである。本来ならば、馬車を引かせるような馬たちではないのだ。

　フレーベも荷台から、のそりとはいだしてきた。額に手をかざして、石造の塔を見上げる。

「ドワーフの職人が作ったものだな」

　フレーベは、ぼそりと言った。

　そういえば、ウォートからそんな話を聞いたことがある。

　留守中、盗みに入られないよう、いろいろな仕掛けを施しているらしい。加えて、ウォートが創りだした守ガーデ衛イアンたちもいる。この塔に侵入するのは、命懸けの仕事となるだろう。

　ナシェルは入口を探して、ぐるりと塔を一周した。だが、どこにも入口はなかった。

「幻覚魔法で入口を隠しているんだな……」

　ナシェルはつぶやくと、塔の上部を見あげた。

「ウォート師、わたくしです。スカードのナシェルです」

　そう叫んだ瞬間、ナシェルの目の前の石壁が突然、変化をとげた。

　鉄の扉が現われ、それが重厚な音をたてながら、手前へ開いたのだ。そして、姿を現わした者がいる。

　それも、ふたり。

　ひとりは、荒野の賢者ウォートその人だった。

　そして、もうひとりは……

「ベルド隊長！」

　ナシェルは驚きの声をあげた。

「誰かと思えば、とんだ客だったな」

　ベルドが不機嫌な声で言った。その表情は厳しい。

　赤髪の傭兵の隣に立つウォートはいつもと同じに見えたが、その胸中は複雑であろう。

　当然だろう、とナシェルは思った。

　ナシェルの父ブルークは、ふたりを地下牢へ幽閉したのだ。その命を奪う意図さえあったのかもしれない。

　ふたりの無事な姿を見て、ナシェルは安あん堵どを覚えていた。とにかく、その場で片膝をつき、父の無礼を詫わびた。

「王国に戻れという話なら断るぞ」

　ベルドはにべもなく言った。

「そのような話ではありません。それに、おふたりに戻ってもらおうにも、わたしの王国はなくなっております」

「王国がなくなった？　スカードが、か」

　ベルドの言葉に、ナシェルは小さくうなずいた。

　なくなったのではない、ナシェル自らが放棄したのだ。

　その判断をウォートが聞けば、どう評価するだろう。愚かな選択だと嘲笑わらわれたら、とナシェルは不安に思った。

「とにかく、わたしの話を聞いてください。そのうえで尋ねたいことがあります」

「どうやら、訳ありのようだな」

　ベルドの目は、ナシェルにではなく、彼の背後に歩みよってきたドワーフに向けられていた。

　ウォートも一瞬、ドワーフに視線を走らせた。

「立ち話もなんです。汚いところですが、中へ入りなさい。話はそこで聞きましょう」

「ありがとうございます」

　ナシェルは、深く頭を下げた。

　そして、ナシェルたちは、ウォートの塔の中へ通された。

　塔の内部は採光が十分でなく、かなり暗かった。

　戸外の明るさに慣れた目には、しばらくのあいだ暗くら闇やみにさえ思えた。

　石壁の内面にそって螺ら旋せん階段を昇り、最上階の部屋へと案内される。

　この部屋はウォートの私室らしかったが、机の上にも床にも、書物などが散乱している。

「ベルドの協力のおかげでね。収穫が多くて、整理しきれてないのですよ」

　ウォートは床に散らばっている書物を集め、机の上に高く積みあげた。

　椅い子すが足らないので、ウォートは床のうえに腰を下ろした。

　ベルドはすでにあぐらをかいて座っており、両腕を組んで目を閉じている。フレーベもどっかりと床に腰を落ち着けた。

　ナシェルは、いちばん最後に座った。

「さて、話をうかがいましょうか？」

　うながされて、ナシェルは話をはじめた。

　魔神が出現した話を。

　石の王国が滅ぼされたことも話した。ここにいるドワーフが、石の王国の鉄の王フレーベであることも。

　ナシェルが話しているあいだ、ウォートもベルドも、一言も発しなかった。だが、その表情は、さすがに硬い。

　ナシェルは話を続け、スカードをヴェノンに譲渡した事実を伝えた。

　このときばかりは、ナシェルの声は震え、ウォートの表情をうかがわずにはいられなかった。だが、ウォートの表情はまるで動かなかった。関心がないようにも見えた。

　当然だな、とナシェルは寂しく思った。魔神出現という大事件を前に、スカードのような小国の運命など、取るに足らぬ問題なのに違いない。

　ナシェルは最後に、ロイドの街でジェナートから聞いた事実、ロイド近郊の村が魔神に襲撃され、村人たちが多数惨殺された話を語った。

「お教えいただきたいのです。魔神のことを。彼らはどこから現れたのです。その数は？　実力は？　彼らの目的はいったい何なのでしょうか？」

　食い入るように尋ねるナシェルに、ウォートはまるで自分を納得させるように、何度もうなずいた。

　それから、重々しく口を開いた。

「石の王国の南に、古代王国の遺跡がひとつある。召喚コンジ魔術師ユアラーアズナディールが造りし、魔神を幽閉するための地下迷宮。魔神が解放されたとすれば、その地下迷宮をおいて他には考えられない」

「召喚魔術師アズナディールの地下迷宮……」

　ナシェルはウォートの言葉をかみしめるように繰り返した。

「魔神の召喚に、初めて成功した偉大な召喚魔術師だよ。アズナディールとその一門の魔術師たちは、数千とも数万ともいわれる魔神を召喚したそうだ。奴ど隷れいとして、傭よう兵へいとして、魔神たちは容赦なく使われたらしい」

「その境遇には同情を感じますが……」

「召喚されたものは、召喚した者に絶対の服従を強いられるからね」

　いかにも純粋な少年らしいナシェルの感想に、ウォートはわずかに表情を弛ゆるめた。

「召喚魔術師の地下迷宮に、どの程度の数、魔神が幽閉されていたかは覚えていない。千や二千の数ではなかったとは思う。正確な数は、魔デー神モン王ロードの書に記されていたのだが……」

「その書物は、ここにはないのですか？」

「以前にはあった。だが、今はもはやない」

　ウォートの答に、ナシェルはがっくりと肩を落とした。

「どこにあるかご存知ですか？」

「……見当もつかないね」

　一瞬の沈黙ののち、ウォートは答えた。

「魔神王というのが、奴やつらの王なのか？」

　フレーベの目に憎悪の炎が燃えあがっていた。

「魔神についての研究は、かなり進んでいたのだがね。魔神王や魔アー神クデ将ーモンといった高位の魔神たちの生体、能力についてはほとんど解明されていない。解明しなくても、使えることはできたからね」

「魔神王、魔神将、上グレ位ータ魔ーデ神ーモン、下位レツサー魔神デーモン。魔神たちは、この四つの階級に分けられる。もうひとつの分類は、種族。ラグナカング、ザルバード、グルネル、ドッペルゲンガー。よく知られている種族といえば、こんなところかな。もっとも、今、挙げたのは、すべて下位魔神だがね」

　そして、ウォートは名前を挙げた下位魔神どもの簡単な能力を付け加えた。

「上位魔神ともなれば、人間がたちうちできる相手ではないよ。もっとも、わたしの隣にいる戦士なら、話は違うだろうがね」

　ナシェルには、もちろん、異論はなかった。

　赤髪の傭兵ベルドならば、上位魔神はおろか、魔神将や魔神王と戦っても負けないような気がする。それは、ナシェルの隣に腰をおろしているドワーフ王についても同じだが。

　フレーベを救出したとき、取り逃がした魔神が、おそらく上位魔神なのだろう、とナシェルはひそかに思った。

「勝てますでしょうか？　わたしたちは、魔神に……」

　ナシェルは、ウォートに問うた。また、声が震えた。勝てない、と答えられたら、と不安にかられたためだ。

「……分からんね。だが、いずれに賭かけるかと言われれば、魔神のほうだな」

　しばしの沈黙のあと、ウォートは答えた。

「なぜです」

　思わず、ナシェルはウォートに詰め寄った。つい声が高くなった。

「古代王国の時代、魔神どもは最強の巨人族である単眼サイクの巨人ロプスの王国さえ、滅ぼしている。奴らにとって、人間はもっとくみしやすい相手だろう」

「それは、そうでしょうが……」

　ナシェルは不満の表情をあらわにした。

「ならば、わたしたちはどうすればよろしいのです。魔神がこのロードスを蹂じゆう躙りんするのを、ただ手をこまねいて見ているしかないのですか？」

　憮ぶ然ぜんとしたナシェルの口調に、ウォートはつい苦笑を浮かべた。

「そうは言ってない。わたしも、人間だ。この場合は、残念ながらというべきだろうがね。この島を魔神に支配されては、いろいろ不都合だからね」

「御協力いただけるのですか？」

「協力するというか、戦わねばならないだろう……」

　ウォートは遠い目をするように、つぶやいた。

　と、そのとき、ベルドがゆっくりと目を開けた。そして、いぶかしむような視線を、ウォートに向ける。

「どうした？」

「いや、別に」

　ベルドは肩をすくめた。

「わたしのことより、おまえはどうするね？」

「金にはなりそうだし、魔神の首には、賞金がかけられるだろう」

「おそらくね。金で解決しようとする人間は、きっと現われるさ」

　ウォートは、皮肉っぽく言った。

「どんな人間が支払おうと、金の価値は変わらんさ」

「ですが、わたしには報酬は……」

「ナシェル王子が気にすることではないよ。魔神を相手に、ロードスは間違いなく混乱する。傭兵や、わたしのような主人なしにとっては、自分を売りこむ絶好の機会なのだよ」

「ありがとうございます……」

　ナシェルは気が緩ゆるんで、目に涙が浮かんだ。

「今、礼を言われてもね」

　ウォートは、すっと立ち上がった。

「これから、どうすればよいのでしょうか？」

　ナシェルも立ち上がり、ウォートに尋ねた。

「ナシェル王子には、何か考えがないのかね？　他人に頼らず、自分で決断することの大切さを王子には教えてきたつもりだが」

「そうでした」

　ナシェルはうなだれるように、うつむいてしばらくのあいだ思案した。

「モスへ戻ろうと思います。スカードの民のことも心配ですし……」

「追われているのだろう。どこか、身を寄せる場所はあるのかな？」

「ハイランドのマイセン王を頼ろうと思います。亡き母は、マイセン王とは兄妹ですから、協力してもらえると思います」

「マイセン王か、なかなかの人物とは聞いているが……」

　ウォートは顎あごに手をやって、ふむとうなずいた。

「よろしい。ハイランドへ行くとしよう。魔神と戦うには、なによりモスの結束が大事だろうからね」

　はい、とナシェルはうなずいた。

　ウォートが協力を約束してくれて、ベルドも共に行動してくれる。これほど、心強いことはなかった。

「しかし、魔神はヴァリスの村を襲いました。モス地方を征服する前にです。それは何か理由があってのことなのでしょうか。同じことは、ふたたび起こらないのでしょうか？」

「起こるだろうね」

　間髪を入れず、ウォートは答えた。

「ロードス各地で、魔神は暴れることだろう。ロードスの全住人は恐怖に震えることになる。だが、その事実は悲観することではないのだよ」

「悲観することではない……」

　ウォートの言葉の意味が分からず、ナシェルは首をひねった。

　しばらく待ったが、ウォートはそれ以上、説明を加えようとしなかった。

　ナシェルもそれ以上は問わず、自分で答を見出そうと心に決めた。




　ウォートの予言めいた言葉は、一月もたたずして現実のものとなる。

　魔神出現の噂を追いかけるように、アラニアで、カノンで、風と炎の砂漠で、そしてライデンで、魔神たちが村を襲撃し、村人たちを惨殺するという事件が次々と起こったのだ。

　これらモス以外の地方の住人は、自分たちが傍観者にすぎない、と信じきっていた。だが、それがただの思い込みであることを、人々は身をもって知らされたのである。
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〝竜ドラのゴン目アイ〟ハイランドは、モス地方最北の王国である。

　国土の北東は、森の妖精族エルフたちの聖地、鏡の森に隣接し、山道を北西に向かえば、港街ライデンを中心とする自由都市連合に行き着く。南の間道を抜ければ、〝竜ドラのゴン炎ブレス〟ハーケーンに通じ、街道を南東に進めば、いくつかの小国を経てヴェノン王国へ至る。

　ハイランドは、この地方に多数棲息している竜ドラゴンを神と崇あがめる山岳の部族が母体となって興された王国であり、その歴史はモス地方の諸国のなかでも一、二を争うほどに古い。

　この国の騎士たちのうち、選ばれた者は最強の幻獣にして魔獣である竜を支配し、騎馬のごとくその背に跨またがり、空を駆ける。

　彼らは、竜騎士と呼ばれている。

　現在、五人の騎士が竜のドラゴン乗り手ライダーの証あかしたる〝竜笛〟を与えられている。

　そのうちのひとりは、ハイランド国王マイセンⅡ世に他ならない。また、残る四人の竜騎士のうち、二人は王家の一族である。

　ハイランド王家は、優れた人物を輩出する名族として、モスはおろかロードス中にその名を知られている。

　勇ゆう猛もう果か敢かんな一千余の騎士団を要し、モスの諸国のなかでも屈指の武力を誇っている。他の諸国が傭よう兵へいや民兵を組織するなか、このハイランドだけは唯一、騎士団だけの軍制をとっている。

　そんなハイランドの王城オーバークリフの物見の塔で、ひとりの男がそそりたつ〝緑と青の山地〟アルボラの山々を眺めていた。

　木々の若葉が、雲ひとつない青空を背景に華やかに萌もえたっている。

　年齢は、四十なかばというところ。竜の全身像を意匠化した紋章が描かれた鱗スケ片ール鎧メイルを身に付けている。輝くような金色の髪は、首のところで切りそろえられ、鼻の下には太い髭ひげをたくわえている。鋭い視線を投げかけている瞳ひとみは、薄い茶色で、光の加減によって、ともすれば金色に輝いているようにも見える。

　ハイランド王マイセン、その人であった。

「ここにおられましたか、父上」

　そのとき、背後から声がかけられた。

　マイセンは首だけを振り返らせ、歩み寄ってくる若者を見つめた。

　彼もまた、マイセンと同じ鎧よろいを身につけている。その鱗片鎧を身に付けることができるのは、竜の乗り手だけである。

「どうした、ジェスター？」

　マイセンは、ふたたびアルボラ山地の稜線に視線を戻した。

　その隣へジェスターと呼ばれた若者が進みでてゆく。マイセン王を父と呼ぶ、三人の王子のうちのひとり、皇太子ジェスターであった。

　ジェスターは、今年で十八歳になる。叙勲を受け、太子と認められたのは、二年前のこと。彼の二年下には双子の弟がおり、そろって今年、騎士叙勲を受けた。

　そして、十三と十になる二人の妹。ふたりとも嫁ぎ先は、ほぼ決まっている。王族の娘には、自由な恋愛など、夢物語にしかすぎない。

　その夢をかなえた者を、ジェスターはひとりだけ知っている。父、マイセンの末の妹、ジェスターにとっては叔母にあたる女性が、宴うたげの席で知り合ったある国の王子と恋に落ち、結ばれているのだ。

　もっとも、その女性が嫁いだ王子の国は、もはや存在しない。先日、ヴェノン王国に併合されてしまったからだ。

「城門に奇妙な一行が姿を現わし、父上に面会を望んでおります。身分をあかそうともせず、ただ会えば分かるとのことで……」

　ジェスターは、父の横顔を見つめた。

　その頰ほおの落ちくぼみようは、もはや誰の目にもあきらかである。ここ一年のあいだに、父は顔ばかりではなく、ひどく瘦やせた。

　誰も口にはしないが、ある病に冒されているのでは、と皆が不安に思っているはずだ。

　竜ドラゴン熱フイーバーと呼ばれている病である。

　竜に接触する機会の多い人間だけしかかからない奇病であり、死病である。

　この病にかかる人間は、竜騎士以外にいないといっていい。竜たちは炎の精霊力を体内に宿しているだけに、その乗り手も知らず知らずその影響を受けるのだといわれている。病とは、心や肉体に働く精霊力の異常が原因で起こるものだ。炎の精霊力の狂いは、発熱をもたらし、反対に悪お寒かんを感じさせる。

　竜熱は、絶えることなく微熱が続き、衰弱して死に至る。病の進行は遅いが、決して回復することはない。高位の司祭が唱える神聖魔法の治ち癒ゆによっても、この病の進行が止まったという報告もなされない。

　竜騎士全員が発病するわけではない。二人に一人、いや三人に一人ぐらいの割合だろうか。ただ、優れた竜の乗り手ほど、この病にかかりやすいと言われている。

　父、マイセンは歴代の竜騎士たちのなかでも屈指の乗り手である。竜熱にかかるのは、避けられぬ運命だったのかもしれない。

「いかがなされますか？」

　しばらく待っても返事がなかったので、ジェスターはもう一度、問いかけた。

「どのような者たちだ」

　マイセンが、静かに尋ねてきた。

「わたしが直接、見たわけではありませんので。衛兵の報告によれば、いかにも怪あやしい風体だそうです。蛮ばん族ぞくの戦士らしき男、ドワーフ、そして魔術師。わたしより二、三歳ほど若い少年も同行しているようで……」

　ジェスターは答え、心当たりがありますか、と尋ね返した。

「ない。が、会ってみれば、分かるだろう。ただの傭兵志願者とは思えん。それに、ドワーフを連れているというのが、気にかかる。石の王国の生き残りか、それとも鉄の王国の者か……」

「傭兵ならば、ヴェノンへ行くはずです。あの王国は魔神に備え、傭兵を大量に雇い入れていますから」

　ジェスターは、いまいましそうにつぶやいた。

「なにゆえ、あのような王国のために、援軍を送らなければならないのでしょうか」

「それが、竜の盟約なのだ。この地方が勢力争いを続けてなお、他国の介入を受けなかったのは、この盟約があればこそだ。隣国のライデンが自由都市であり、軍事力がないこと。ヴァリスが神聖王国であり、領土的な野心がないことにも助けられているがな」

　御意です、とジェスターは答えた。

「ところで、聞いたか。ライデンの街で、魔神が跳ちよう梁りようしているらしい。夜、通行人が惨殺され、家々に侵入する。この十日ほどのあいだで、二十人以上の住民が犠牲になっているらしい」

「このところ、ロードス各地から伝え聞く噂うわさは、そのようなものばかりです。魔神が現われ、村を襲った。夜の街に出没し、人々を殺す。ある言葉を唱えれば、魔神たちは従順になり、願いをかなえてくれたというのもありますが……」

　ジェスターの言葉を聞いて、マイセンはわずかに笑みを浮かべた。

「人間の願望の現われだろうよ。人々はやっきになって、魔神を従わせる魔法の言葉を捜していることだろうな」

　ジェスターは父の笑顔を見て、安あん堵どの表情を浮かべた。

「ロードス中が魔神を恐れ、震えあがっている。だが、なぜ我がハイランドは静かなのだ。この国ばかりではない。モスの諸国で、魔神の噂を聞いたことがない。魔神が攻め滅ぼした石の王国は、この地方にあるのだぞ」

「モスの武力を恐れている、とか。竜の盟約もありますゆえ……」

「ありえんな」

　きっぱりとマイセンは、答えた。

「魔神どもには、何か理由があるのだろう。だが、わしにはそれが分からん。魔神がなぜ、この王国を、モスの諸国を攻めないのか……」

「それを、思案なされていたのですか？」

「まあ、それもある」

　マイセンはふと気付いたように、ジェスターを見つめた。そして、もう一度、その顔に笑みを浮かべた。

　この若い皇太子の竜鱗鎧の肩当てに、力強く手を置いた。

「何を案じておるのか知らぬが、気に病んでいることなど、わしにはないぞ。わしには騎竜ウィップテイルがおる。おまえという頼もしい世継ぎもおる。魔神が相手であろうと、ヴェノンが相手であろうと思う存分、戦うことができるわ」

「父上……」

　マイセンは豪快に笑うと、階段へ向かって歩きはじめた。

「客人たちは、わしの私室へ通すように」

「危険ではありませんか？　もしも刺客なら……」

「このマイセン、刺客ごときにむざむざやられはせん」

　分かりました、とジェスターは頭を下げ、階段を駆け降りていった。

　螺ら旋せん階段なので、すぐにその姿は見えなくなった。
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「謁見の間に通されると思ったがね」

　若い騎士に案内されて、通された部屋の造りを見回しながら、荒野の賢者ウォートが意外そうに言った。

　ナシェルも、ウォートと同じ感想だった。

「何のための部屋なのでしょう。客間のようには、見えませんが……」

　客間にしては、ベッドがない。大きな机があり、戸棚が並べられている、壁の空いているところには王族のものらしい肖像画がいくつもかけられ、ひすいを彫った女性の全裸像が、テーブルの上に、置かれている。

「誰かの私室だろうさ」

　無関心そうに、ベルドが答える。

「すると、マイセン王の部屋なのでしょうか？」

「おそらくね。噂どおり、マイセン王はなかなかの人物のようだ。こちらが身分を明かさない以上、公的な客とは認められない。それゆえ、自らの私室にわたしたちを通した。こちらが、マイセン王以外の人間には身分を明かせぬことを察してくれたのかもしれない」

　ナシェルの問いに、ウォートが明快な答を返してきた。

　ルノアナ湖畔の塔を発ち、ナシェルたちは二十日ほどかけて、このハイランドに到着した。日数がかかったのはロイド、ヴェノン経由ではなく、北に大回りして、ローラン、マーニーの都市国家、〝風と炎の砂漠〟の風の部族の集落を通り、さらにはライデン経由でやってきたからだ。ヴェノン領を通る危険を避けるためである。

　タトゥスには手紙を出して、この街の城下で落ち合う手て筈はずになっている。

　日数はかかったが、ロードス各地の状況を直に目で見ることができたのは収穫だったとナシェルは思っている。

　魔神の噂は、すでにロードス全土に広がっていた。そして、その暗躍も……

　魔神どもは、まさにロードス各地で暴れていた。ライデンの街では、夜な夜な魔神が出没し、通行人を惨殺した。人通りが絶えると、家屋に侵入し、家人を皆殺しにさえした。

　ライデンの傭兵隊は、総力をあげて魔神を討とうと試みたが、魔神はまさに神出鬼没で、その発見すら困難だった。ようやく、発見したかと思えば、反対に五人の傭兵が返り討ちにあい、その首が路上に晒さらされた。

　傭兵たちは、金が大事、命が大事の者たちである。

　この事件で、彼らの士気は、目に見えて下がった。契約を破棄し、他国へ逃げだす者、職務を怠るようになった者が相次いだのだ。

　たった一匹の魔神のために、ライデンの街はその存在すら危うくなっているのが現状なのだ。

「魔神が五十もいれば、ロードス全土の街が麻ま痺ひする勘定だ」

　ウォートが、ライデンに宿泊した夜に、そんなつぶやきを洩もらした。

　噂で伝え聞くかぎり、ウォートの言葉は現実のものとなりつつある。アラニアの諸都市で、カノンの王都で、魔神たちはライデン同様に跳梁しているらしい。

　ウォートは、魔神たちがロードス全土で暴れまわるのは、悲観すべきではないと言った。

　その言葉の意味を、ナシェルは旅のあいだ、ずっと考えてきた。

　当たっている自信はないが、ひとつの答を、ナシェルは見つけだしている。

　もしも、魔神たちが武力でロードスを征服できるのなら、石の王国を落とした直後に、スカードを抜いて、ヴェノンに侵攻しただろう。

　それをしなかったのは、魔神の戦力が十分ではないからではなかろうか。石の王国との戦いで、消耗したとも考えられる。力攻めでロードスを征服できないと思えばこそ、魔神たちは闇やみにまぎれ、ロードス中に広がり、暗躍をはじめたのだ。ロードス中を混乱の渦うずに叩たたきこみ、組織的な力を奪ってから、本格的な侵略を開始するつもりなのだろう。

　この考えが的を射ているとすれば、魔神の暗躍に対し、ロードスの諸国が自国の治安をどれほど維持できるかが、当面の戦いといえる。だが、噂で聞くかぎり、この戦いは魔神の優勢に進んでいるようだ。

　たとえ、魔神がロードスを武力制圧しなかったとしても、このままでは、ロードスの諸国は内部崩壊を起こしかねない。そうなっては、各個撃破されるのを待つばかりである。真っ先に組織的な反攻を封じて、残党を掃そう討とうしてゆく戦術は、いみじくも石の王国で実践されている。そして、その結果は万人の知るところだ。

　これが正しいとすれば、恐るべき知略である。この可能性を、人々に伝えねばならないと思う。だが、彼の言葉に耳を貸す人間よりも、魔神の噂に恐きよう慌こうをきたす人間のほうがはるかに多いだろう。

　もっとも、ナシェルの考えは、魔神がロードスの征服を目的としているとの仮定に立っている。異界の魔物が、はたして人間と同じような思考をしているのかどうかは分からない。人知を超えた目的を持っているかもしれないのだ。

　だが、魔神どもの目的がどのようなものであろうと、ナシェルの目的はただひとつ、このロードスから魔神を駆く逐ちくすることだ。

　だが、魔神どもはその肉体のみならず、知恵、知識、それに魔力においても人間より遥かに優れている。人間が勝っているとすれば、数だけなのだ。

　この唯一、優勢な数の力を結集せねば、魔神との戦いに勝利できるはずがない。

　分かってはいても、有効な手を打つことができないもどかしさに、ナシェルは激しい苛いら立だちを覚えていた。

　もし、ロードスが統一されていたなら、今頃は各地から精鋭が召集され、魔神との戦端が開かれているはずなのだ。

　人々がロードスの統一を望む心も、分かるような気がした。だが、その思いは諸刃の剣のようなものだ。統一王が真の英雄であるか、ただの野心家であるかは、その後の施政を見なければ判断がつかないものなのである。そして、それが分かってからでは、もはややりなおしはできない。

　そのとき、扉が開く音がして、男がひとり部屋に入ってきた。

「待たせたな」

　と、声をかけてくる。

　竜ドラ鱗ゴン鎧メイルを身につけた中年の騎士である。王冠をつけていないので、マイセン王かどうかは分からないが、その態度や雰囲気から、身分の高い騎士であるのは間違いなかった。

　ナシェルは、その場で片膝を落とした。

　ウォートも深く頭を下げる。残るふたり、ベルドとフレーベは、値踏みするような視線を向けただけだ。

　傍若無人な態度であるが、騎士は別に気にした様子もない。

「マイセン王であられますか？」

　ナシェルは宮廷儀礼に従い、顔は伏せたまま尋たずねた。

「いかにも、わたしがマイセンだ」

　答を聞いて、ナシェルはほっと胸をなでおろした。門前払いを受けるか、牢ろう獄ごくにつながれる危険もあったのだが、とにかくも、マイセン王に面会がかなった。

「お久しぶりです、陛下。スカードのナシェルにございます」

　そう言って、ナシェルはゆっくりと顔をあげた。

　わずかに眉まゆを動かして、マイセンはその顔を見つめる。
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「……エリザの息子か？　なるほど、亡き妹に面影がよう似ておる」

「陛下には、幼い頃、一度だけお会いしたことがあると聞いております。わたくし自身は、覚えてないのですが……」

「当然だ。そのとき、王子はほんの乳飲み子だったのだから」

　懐かしそうに目を細めて、マイセンは笑った。その目は遠い過去を見ているように見えた。

　スカードは建国以来、常にヴェノンに従属を強いられてきた。そのヴェノンと敵対することが多かったハイランドゆえ、ナシェルの母が生まれ育ったこの国に里帰りしたのは、ただの一度しかない。

　このとき、ナシェルも同行したのだ。というより、母に抱かれて連れられたのである。

　本来ならば、父はハイランドと友好を結びたかったのだろうが、ヴェノンに従属している立場では、それはかなわなかった。

　母がその後、病により急きゆう逝せいし、ハイランドとの関係は表向き途絶えた。

　だが、ナシェルにはこの国の王家の血が流れている。

　鉄の王フレーベに、赤髪の傭兵ベルド、そして荒野の賢者ウォート。ロードスの至宝ともいうべき彼らに、思う存分、活躍してもらうためには、このか細い縁故を頼るしかないのである。

「よく参られた、と言いたいところではあるが、そのためにはいろいろと尋ねなければならないことがある」

「なんなりと……」

　ナシェルは、恭うやうやしく頭を下げた。

「まあ、そう畏かしこまるな。事情はどうあろうと、おまえはエリザの忘れ形見。我が甥おいに他ならないのだ。外がい戚せきとして遇することはできる。望むなら、領地も与えよう。だが、おまえの望みは、そんなことではないのだろう？」

　ナシェルは顔を上げ、マイセンの瞳ひとみをじっと見つめてから、うなずいた。

「ならば、わたしの疑問に答えてくれ。おまえは、なぜスカードを売ったのか？　魔神は、確かに石の王国を滅ぼした。だが、スカードには、まだその姿すら現わしてなかったはずだ。それにもかかわらず、おまえは王国をヴェノンに譲り渡した。なにゆえだ？」

「魔神が来てからでは、手後れだからです。そのときは、スカードは単独で魔神と戦わねばならなくなります。もしも、スカードが救援を求めたとして、ハイランドは、モスの諸国は応えてくれましたでしょうか？」

「応えられるはずがない。スカードは、竜の盟約に加わってはおらぬのだから。スカードを救援するのは、盟主たるヴェノンの務め。もし、竜の盟約の発動を求めたければ、ヴェノンの名においてなせばよい」

「それを行なう利益が、ヴェノンにはありません」

「……なるほど、それは理解できるな。魔神がスカードに攻め寄せたとして、いかにヴェノンに利益を生じせしめるか。方法はただひとつ、スカードをヴェノン領にするしかなかったというわけか？」

「はい……」

　ナシェルはうなだれるように、首を縦に振った。

　その選択は正しかったと思っている。だが、思いだすたびに、悔かい恨こんの思いに心が乱れる。もし、自分が真の英雄であれば、スカードを救うことができたかもしれないのだ。

「では、もうひとつだけ尋ねよう。なぜ、ヴェノンを出しゆつ奔ぽんしたのだ。ヴェノンに仕えることになるスカードの騎士たちの立場が、悪くなるとは考えなかったのか。民が圧政を受ける可能性は考えなかったのか。そのときこそ、命をかけて彼らを守ることが、王族の務めではなかったのか。もっともらしい理由をつけているが、結局のところ、命が惜しかったのではないのか？」

　マイセンの口調は怯ひるみそうになるほど、鋭いものだった。

　深い青色の瞳は、どのような噓うそも見抜くように思われた。

　ナシェルは息苦しさを覚えて、何度も生なま唾つばを飲みこんだ。

「……命を惜しんだのは事実です。ヴェノンに留まれば、暗殺される危険がありました。ヴェノン王とて、一年や二年で命を奪ったりはしないでしょう。ですが、十年、いや五年の後に生きているとは思えませんでした。なにより、いつも監視をつけられ、自由に行動することができなくなります。魔神たちが出現した今、そんな境遇に、わたしは我慢できません」

「魔神と戦うつもりなのだな？」

「非力ではありますが、そう誓いをたてております」

　そう答えたとき、ナシェルはふと麦酒エールの苦みを思いだした。

「スカードの人間は、騎士も民も、苦労を強いられると思います。困難に立ち向かわねばならないとも思います。わたしは、彼らを見捨てたのではありません。たとえ、同じ場所にはいなくても、同じ苦労と困難とを共有しているつもりでおります」

「騎士や民と共に生きる道を選んだ、というわけか……」

　マイセンは、静かにつぶやいた。

　ナシェルは、ゆっくりとうなずいた。

「あのとき、もっとも簡単な選択は、騎士や民と共に死ぬことでした。石の王国を滅ぼした勢いで、魔神どもが攻め寄せていれば、選択の余地さえなく、そうなったのです」

「ジェスターには、決してできぬ選択であろうな。あやつは生き恥をさらすより、死を選ぶ性格だ。ナシェル王子よ、試したようで悪かったな。国は失われたが、わたしはおまえをスカードの王族として遇しよう。王子のために、できるかぎりの助力をしよう。だが、忘れるな。人々は、王子のことを卑怯者と謗そしるかもしれん。だが、それを恐れて、名を隠してはならない。堂々と名乗りをあげて、これからの試練に挑むがよい。そうすれば、いつか王子のことを謗る者はいなくなるだろう」

「ありがたきお言葉です……」

　ナシェルはうつむき、こみあげてくる熱いものを一生懸命に堪えた。

「死ぬことは容易たやすく、生きることが辛いとは……。大陸の住人が、このロードスを呪のろわれた島と呼ぶのも当然だな」

　マイセンは、疲れたような表情を一瞬、見せた。

「さて、連れの方々を、紹介してもらおうか。それぞれ、名のある御ご仁じんと見受けるが……」

　マイセンに促され、ナシェルはベルド、ウォート、フレーベの三人を順に紹介していった。同時に、彼らと知り合った経緯いきさつや、ヴェノンを出奔してからの旅のことも付け加える。

　マイセンは、ナシェルの話を熱心に聞いてくれた。もちろん、ベルドたちの名は全員、知っていた。ひとりひとりに丁重な挨あい拶さつを送り、握手を求める。

「お目にかかれて光栄ですよ」

　ウォートが、言った。

　ベルドとフレーベも、今度は礼儀正しく応じた。

「歓迎の宴えんを催さねばな。ロードスに名高い賢者、勇者を迎えられて、ハイランドにとって今日はまことに良い日だ。束縛するつもりはないが、ゆっくりと滞在していただこう」

　マイセンはそう告げると、扉に向かって、大きく手を打ち鳴らした。

　外に控えていたらしく、侍女がふたりすぐに入ってくる。

「こちらの客人に、それぞれ部屋を用意してさしあげろ。新しい着替えもな。それから、今夜は宴を開く。準備をはじめてくれ」

　かしこまりました、とひとりの侍女は下がった。

　もうひとりは、部屋の中へと進みでて、ナシェルたちを誘った。

　ナシェルたちは、マイセンに挨拶をして、部屋を退出した。そして、侍女に案内され、別々の客間に通された。

　客間には、部屋つきの侍女が控えていた。勧められるままに、ナシェルは湯につかり、身体の汚れをきれいに洗い落とした。薬草で染めた髪も丹念に洗って、もとに戻す。

　会ってみて分かったのだが、ナシェルの髪はマイセンと同じ色だった。肖像画でしか見たことはないが、母も同じ色の髪をしていた。

　己の身体を流れるハイランドの血を、ナシェルは強く意識した。同時に、父ブルークの姿が脳裏に浮かんだ。もはや、死んだものと諦あきらめている父である。

　人間は、父と母から血を譲り受けて生まれる。そして、その血を子供に伝えてゆくのだ。

　神によって創造されてから、当たり前のように繰り返されてきた営みだが、それがなぜか、とても神聖なことのように思えた。

　この営みを永えい劫ごうに続けてゆくことが、人間にとって真に価値あることだという気がする。

　マイセン王が噂どおり、いや、それ以上の人物だと分かって、ナシェルは気分が高揚していた。魔神が取るに足らない相手のような気分にさえなってくる。

　もちろん、それは幻想にしかすぎない。魔神どもは、邪悪で恐るべき種族なのだ。

　ナシェルは、そう心でつぶやいて、自らを戒いましめた。

　だが、魔神どもにより絶望の淵に落とされつつあるロードスにおいて、希望の光が失われていないことだけは、確信が持てた。

　その輝きが増してゆけば、ロードスから闇やみは消え失せるだろう。
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　宴は決して華やかなものではなかった。

　酒と食事はふんだんに出されたが、音楽はなく、踊りもない。

　騎士たちの夫人や侍女たちは着飾ることもなく、ひたすら給仕に専念している。彼女らに指示を与えるのは、ウィラン王妃である。幼い王女たちも、その手伝いをしていた。

　質実剛健なハイランド王国の気風が、はっきりと分かる宴席であった。

　宴の始めに、ナシェルが紹介されたときには騎士たちから、様々な反応が返ってきた。ナシェルに対する軽蔑の視線は、確かに感じられた。もっとも、同情してくれているような表情を浮かべた人もいた。

　母エリザに面影が似てるゆえ、懐かしそうに声をかけてくる者もいた。

　ナシェルは、ハイランドの騎士たちと堂々と対応した。一月あまり前までは、ナシェルは騎士たちに命令を下している立場だったのだ。

　ハイランドの騎士たちは、強国であるとの誇りが強いのか、スカードの騎士たちにはない覇は気きが感じられた。

　ナシェルは皇太子ジェスターとその双子の弟、リーゼンとフロイにも紹介された。ナシェルにとっては従兄にあたる。ハイランドの王子たちは皆、ナシェルよりも年上である。

　ジェスターは父マイセンに似て、勇者の風格をすでに漂ただよわせていた。彼もまた竜の乗り手であると聞いても、まったく不思議とは思えなかった。

　彼がいるかぎり、ハイランドは代がかわっても、安泰だろう。

　双子の王子たちは快活な性格で、ナシェルと年が近いせいもあって、すぐに打ち解けた。

「魔神と戦ったんだって？」

　リーゼン王子は、心底、感心したように言った。

　スカードの騎士が石の王国で魔神と遭遇した話は、ここまで伝わっていたのである。

「強いんだろうな。魔法を使ったり、炎を吐いたりするそうだね」

　双子の王子は、今年、叙勲を受けて、正騎士になっているとのことだった。

　ナシェルは石の王国へ調査に赴いたとき、魔神と遭遇し、戦いになった話をした。

　思えばナシェルにとって、あれが初陣だったが、戦い自体は怖くなかった。

　恐ろしかったのは、上グレ位ータ魔ーデ神ーモンが放っていた邪悪な気オーラである。その魂の昏くらさは、見ている者の心を凍らせ、心臓を止めてしまうのではと思われた。

「上位魔神は、父上や兄上に任せておこう」

　ナシェルの話を聞くと、フロイとリーゼンは顔を見合わせてうなずきあい、屈託のない笑い声をあげた。

　そして、ハイランドにいるあいだ、困ったことがあれば、何でも相談してくれ、とナシェルに声をかけてくれた。

　ふたりの好意に、ナシェルは温かい気持ちになった。血のつながりがあるという安心感も手伝って、ふたりが本当の兄のようにも思われた。

　おかげで、今日ばかりは魔神のことも忘れ、宴を楽しもうという気になれた。

　旅の疲れも癒いやしたい。これから激しくなるであろう魔神との戦いに備えて、ゆっくりと英気を養うつもりだった。




「どうした、こんなところで？」

　背後から声をかけられ、ウォートは、ゆっくりと背後を振り返った。

　今では聞き慣れたといえる声だった。

　赤髪の傭兵ベルドが、手に酒杯をふたつ持って、やってきていた。

　謁えつ見けんの間から開け放たれたままの扉を出たバルコニーである。

　広間から聞こえてくる騎士たちの声は、時間がたつとともに騒がしくなってくる。大声で、歌を唄う者もいれば、剣舞を披露している者もいる。

　眼下には切り立った崖があり、その下には、ハイランドの同名の王都の街の光が、蛍のようにぽつりぽつりと見えた。

　家屋から洩もれる灯りの数は、その街の豊かさを反映している。貧しい人は、夜は早々に眠ってしまう。灯り油を使わずにすむからだ。

　それで判断するかぎり、ハイランドの街は、ロードスの諸都市のなかでも、あまり豊かなほうではない。もちろん、スカードの街とは比べものにもならないが、ライデンやロイド、カノンやアランといった大都市に比べれば、街の灯りの数は断然、少ない。

「騒がしいのはね、あまり好きではないのだよ」

　ウォートは答えて、ベルドから酒杯を受け取った。

　その言葉は半分は噓だ。ハイランドの騎士たちが、魔術師を歓迎していないのを感じたからだ。宮廷魔術師を置いていない国は、たいていがそうだ。

　酒杯には、血のような色をした葡萄ぶどう酒が、なみなみと注がれている。

　まだ冷たいその葡萄酒に、ウォートはかるく口をつけた。酒は嫌いではないが、いざというときのため酩めい酊ていするほど飲んだことはない。酒は戦士たちの気分を高揚させるが、魔術師にとっては頭脳を鈍らせる効用しかない。

「フレーベと同じようなことを言う」

　ベルドは笑い、ぐびぐびと酒を呷あおった。

　すでにかなりの量を飲んでいるらしく、顔といわず腕といわず、真っ赤になっている。だが、足取りもしっかりしているし、呂ろ律れつが怪あやしくなっているわけではない。

　いくら飲もうと、酒に飲まれるような男ではないのだ。その点では、フレーベと同様なのは、彼のほうだろう。

「フレーベ王は、騒ぎたい気分ではないのだろうさ。フレーベ王といいナシェル王といい、己の王国を失った辛さは、わたしには一生、分からんね」

「オレにも、分からんさ。自分の命より大切なものがあると、人間、気苦労が多くなる」

「同感だ」

　ウォートはかすかに笑みを浮かべ、夜空を見上げた。

　空は晴れ、満天に星が輝いていた。星々は、真理の数だけ存在しているとされている。

　星界と呼ばれる世界が存在していることは知られているが、どのような場所なのかは、ほとんど解明されていない。ただ、星界より隕石メテオを召喚する究極の攻撃魔法があり、ウォートはその呪文を唱えることができる。

　たとえ真理を知らずとも、人間は利用できるものは何であれ利用しようとする。それが、いかに危険なものであっても。隕石も、魔神も、その点では同様なのだ。

「……何か、言いたいことがあるのだろう？」

　ウォートが、夜空の一画を見つめたまま、ぽつりと言った。

「オレは戦士だ。魔術師の考えることに、興味はないさ。ただ、な」

「ただ、なんだ？」

「隠していることがあるだろう。あの坊主に？」

　ウォートは、ゆっくりとベルドを振り返った。

「さすがに、お見通しか。表情を読まれぬことには、自信があるのだがな」

「オレもいろいろと人を見てきたからな。時には、見誤ることもあるが……」

「ブルーク王のことかな？」

　ウォートは、唇を歪ゆがめるように苦笑を浮かべた。

「あの男には、わたしも見事に騙だまされたよ。己の分をわきまえた聡明な男との印象を受けたがな。あれほど、野心的な男だったとは……」

「野心的？」

「そうだよ。野心的な男は、力を欲するものだ。その結果が、今度の事件というわけさ」

　ウォートはそう言うと、肩をすくめて、首を横に振った。

「魔神の出現、か？　おまえが一役、買っているとは、薄々感じていたが……」

「ブルークがわたしたちを地下牢に幽閉したとき、魔物に魅入られているようだ、とおまえは言ったな。それが、まさしく真実だったのだよ。ブルークは魅入られたのだ。魔神という名の魔物にね」

　ウォートはため息をつくと、バルコニーに背中を預け、謁見の間の宴の様子を見るとはなしに見つめた。

「アズナディールの迷宮に幽閉された魔神の話を、ブルークにしたのは、他ならぬこのわたしさ。ブルーク王が所蔵していた古代書のなかに、魔神王の書と記された本を見つけだしてね」

「その内容を教えてやったというわけか？」

　ウォートは、いまいましそうにうなずいた。

「その古代書は、下位古代語で著されていたが、上位古代語の文章もところどころに混じっていたのだ。なかなか難解な文章で、読み解くのは、わたしもさすがに骨が折れたよ」

「だが、おまえは解き明かした……」

「わたしにとっては、単なる知識欲だった。召喚魔術は得意の系統だが、魔神を使役したりすると普通人の目がね」

　古代王国の時代、今のロードスの住人たちは、貴族階級であった魔術師たちに隷属させられていた。人体実験に供されたり、狩りの獲物にされたこともあったらしい。

　その恨うらみが鬱うつ積せきし、古代王国打倒に立ち上がったのだ。

　この反乱に勝利できたのは、〝魔力の塔〟と呼ばれる魔法装置が暴走、爆発したためだ。額に埋めこんだ水晶を媒ばい体たいとして、この塔から無尽蔵の魔力の供給を受けていた魔術師たちは、塔が失われると、もはや魔法を使えぬ身体となっていた。

　魔術の使えぬ魔術師など、狩りや戦で鍛きたえ抜かれた奴隷の戦士たちの敵ではなかった。

　ロードスのみならず、北のアレクラスト大陸も含めた世界規模の大戦争が起こり、魔法王国の貴族、市民は根絶やしにされ、全人口の半数以上の命を奪われた。

　この記憶が五百年近くたった今でも、人々のあいだに残っているらしく、魔術師は恐れられ、あるいは嫌悪されている。魔術師はたとえ賢者と讃えられていても、完全に人々に受け入れられることはない。

　それも、当然だな、とウォートは苦々しく思った。

　魔神を解放する手助けをした魔術師が、ここにはいるのだから。

「魔神たちを傭兵として使えば、モスの統一はおろか、このロードスの支配も夢ではない。ブルークが野心的になるのも、当然といえば、当然だよ。彼を信用した、わたしが愚かだったわけだ」

「あの王に、ロードス征服の野望が秘められていたとは驚きだな。あの坊主を立派な世継ぎに育てることだけが、目的だと思っていたがな。オレをスカードに招しよう聘へいしたのも、傭兵隊長としてではなく、剣術の師範としてだった」

「わたしも、御同様だよ。宮廷魔術師とは表向きで、実際にはナシェル王子の教育係だった」

「期待をかけたくなる気持ちは、よく分かるがな」

　ベルドは、謁見の間を振り返り、ナシェルの姿を捜した。

　彼の姿は、すぐに見つかった。美しい衣裳のうえからエプロンをかけた少女と、談笑している。おそらく、マイセン王のふたりの王女のうち、姉姫の方だろう。

「女の扱いも、なかなかのものだ」

　ウォートに目配せをして、ベルドはにやりと笑った。

「まさに、大器だね。何を教えても、いくら教えても、たちまちのうちに吸収してしまう。五年、教えれば、導師級の魔術師になっているのは間違いない」

「戦士としても、すでに一流だな。三年もたてば、ロードスでも屈指の使い手になっているはずさ。まあ、オレが教えつづければ、だがな」

　ベルドが、自信に満ちた声で言った。

「戦士としても、魔術師としても、一流の素質を持っているというわけか。だが、そんなことは、あの王子にとって余技にしかすぎないのではないかと思えるよ。彼の本質は、王なのだ。己の目的を果たすために、自分と他人とを最大限に活かす。その才は、天性のもので、努力しても身につくものではない。彼がいなかったら、今頃、フレーベ王は、魔神と戦って、果てていただろうさ」

　だが、鉄の王フレーベは今も生きており、魔神に復ふく讐しゆうを果たす機会をうかがっている。ウォートやベルドも、結局のところナシェルに協力している。

　ウォートの場合は、魔神が解放された責任を感じてのことではあるが、この赤髪の傭兵までもが、行動を共にしているのは、ナシェルの持つ魅力カリスマに惹ひかれてのことに違いない。

　ロイドのファリス大神殿では、ジェナート高司祭と面識を得ているとのことだし、先のマイセン王との会見も、見事に成功させた。

　ナシェルを中心として、魔神に対する包囲網が徐々に整いつつあるのだ。

　彼の視点の確かさと、迅速な行動力の賜たま物ものであるといえよう。

「ナシェル王子は、国を失ったかもしれない。だが、そのおかげで彼に相応ふさわしい舞台に登ることができたような気がするのだよ。スカードでも、モスでもない。ロードスという大舞台にね」

「かもしれんな」

　ベルドは、あまり関心がなさそうに答えた。

「坊主のためにも、おまえの今の話は、黙っていたほうがいいな。魔神を解放したのが、父親だと知ったら、さすがに平静ではいられないだろう」

　ウォートも同感だった。大器ではあるが、まだまだ人間として完成されていない。そのためには、生まれつきの才能ばかりでなく、年月が必要なのだ。ある種の酒は樽で寝かされて熟成するという。それと同じなのだ。

　若者の純粋さは好感が持てるが、それがために他人を傷つけ、自らを滅ぼすこともある。

「魔神の出現がブルーク王の仕業ではないか、と薄々は気付いているようだがね。深く考えまいとしているようだ。前向きな考え方だね。誰が解放したかを追及するより、解放された魔神をいかに駆逐するかが大切なのだから」

　ウォートの言葉は、自らに言い聞かせているようでもあった。

　魔神を解放したのは、おそらく、ナシェルの父ブルークだ。その父に、魔神の存在を知らしめたのはウォートである。

「ん……、なにか広間のほうが騒がしいな」

　ベルドに言われて、ウォートは謁見の間の方に注意を向けた。

　その言葉どおり、謁見の間がざわついている。そのざわめきは、宴によるものではない。

「行ってみよう」

　ウォートはベルドに声をかけ、バルコニーから謁見の間の広間へと入った。

　見ればマイセン王の御前に、若い騎士が畏かしこまっている。

「急ぎの使者の様子だな」

　ウォートはつぶやいて、手近にいた騎士に何か事件が起こったのか、と尋ねた。

「魔神が現われたのだ。鏡の森にあるエルフの集落を、襲撃したらしい」

　その騎士は興奮ぎみに教えてくれた。

「鏡の森を？」

　騎士の言葉は、ウォートにとって意外であった。

　鏡の森は、アラニアの南に広がる帰らずの森に次いで、ロードスでは広大な森林である。森のあちらこちらに、エルフたちの小集落が散在している。

　魔神たちは、数千もの軍勢で攻め寄せたらしい。エルフたちも勇戦したが、力およばず、森から逃げだしたらしい。

「なぜ、エルフ族を、鏡の森を襲うのだ」

　ウォートは、首を傾げた。

「ドワーフの石の王国を滅ぼし、今度はエルフの集落。まるで、妖精族に憎悪を抱いているような……」

　いくつかの可能性が頭に浮かび、ウォートは心のなかで、そのひとつひとつを順に検証していった。

「魔神は、妖精を憎んでいる？　いや、そう思わせようとしているだけか……」

　ウォートは腕を組み、静かに目を閉じた。

　と、そのとき──

　息せき切って、衛兵が駆けこんできた。

「申し上げます！」

　その衛兵はかなりあわてているらしく、マイセン王に対して礼をするのも忘れる始末だった。

　騎士のひとりに窘たしなめられて、弾けるように、その場で平伏した。

「なにごとか？」

　マイセン王は片手をあげて、ざわめく騎士たちに静まるよう合図を送り、衛兵に尋ねた。

「ただいま、城門にヴェノン王国より使者が参っております。竜の盟約に基づき、出兵を乞うと申されております。すでに、他の国々は、兵を差し向けているとのことで」

「よりにもよって、こんなときに……」

　舌を鳴らして、ひとりの騎士が吐き捨てた。

「鏡の森から、このハイランドまでほんのわずかな距離。噂どおり、魔神が神出鬼没であるとすれば、数日のうちに、この国に攻め寄せてくるかもしれぬ」

　別の騎士が、いきりたって叫んだ。

「鏡の森のエルフたちは、敗れたのだな」

　マイセンは、最初の報告を行なった使者に、確認するように言う。

「はい、傷ついたエルフたちが、何人も城下に……」

　マイセンはうなずくと、隣に控えていたジェスターを振り返った。

「どう思う？」

「鏡の森に向かっても、おそらく魔神どもは引き揚げていることと思います。半数を守りのために残して、ヴェノンへは残る半数を援軍として派遣するのが、妥当ではないでしょうか？」

「半数では、ハイランドの信義を問われるな……」

　マイセンは、ゆっくりと首を横に振った。

「ですが……」

「目的は分からぬが、魔神はこの街を攻めはしないだろう。二隊のみを城へ残し、あとの全軍はヴェノンへ向かおう」

　ジェスターは反論しなかった。父の決定に微み塵じんも疑いを抱いていない様子だった。そして、それはハイランドのすべての騎士も同様だった。

　謁見の間全体が一瞬、静まった。騎士たちは互いにうなずきあうと、次々と謁見の間から退出していった。

「ウォート師！」

　騎士たちが退出し、がらりと人影の少なくなった大広間の隅から、ナシェルが決意に満ちた表情で近づいてきた。

「到着したその日に、魔神どもが動くとは運命的だね。ナシェル王子は、魔神と戦うべき使命を担っていることの証だよ」

　ウォートの言葉に、ナシェルは力強くうなずいた。

「わたしは、マイセン王に同行させていただくようお願いしようと思います。魔神が動いたとあれば、スカードが攻められるに違いありませんから」

「マイセン王の言葉ではないが、スカードへ戻れば、辛い思いをするだろう。騎士や領民を見捨てて、血縁を頼りハイランド王に庇ひ護ごしてもらった臆おく病びよう者ものと蔑さげすまれる」

「今宵の宴で、それはいやというほど味わいました。ハイランドの騎士たちは勇者らしく、臆病者を疎うとんじるようです」

　だが、ナシェルは存分に宴を楽しんでいたように見えた。他人がどう見たかはともかく、ウォートには、その態度は好感がもてた。

　他人の目を気にすることなく、己が信じた道を堂々と歩めばいいのだ。それこそが、王道であり、ウォートがナシェルに期待していることなのだ。

　楽しみたいときには楽しめばいいのだ。辛いことや苦しいことは、どうせ避けられぬものなのだから。

「ウォート師は、いかがなされます？」

　ナシェルが、そう尋ねてきた。

　表情を窺ったが、同行してほしいと思っている様子ではなかった。今度の戦には、モスの騎士団が出そろう。ウォートの出番があるとは思えない。

「気になることがあるからね。この街へ残るよ。城下へ逃げこんできたエルフを捜して、話を聞いてみたい。もしかすると、鏡の森へ行ってみるかもしれない」

「そうしていただければ……。実は、わたしも気になっているのです。魔神がなぜ、エルフの集落を襲ったのか。何か、目的があるはずなのですが」

　ナシェルは頭を下げて、ウォートにお願いします、と言った。

　それから、ナシェルはベルドの姿を捜し出すと、彼のところへ歩いていった。

　彼がどう行動するのか、確かめるつもりなのだろう。鉄の王フレーベは、もちろん、魔神と戦うことを選ぶに違いない。

　行動を共にしてはいるが、ベルドもウォートもナシェルに雇われているわけではない。

　ウォート自身は、魔神の出現に対し、多少なりとも責任を感じている。それに、この戦は彼の名声を高める絶好の機会でもある。利用しないつもりはなかった。

　だが、ベルドには魔神出現の責任はない。成り上がろうという野心があるようにも見受けられない。もし、彼にその志があるとすれば、魔神よりも恐ろしい存在となるかもしれない。この乱れたロードスにおいては、剣の腕さえ確かならば、騎士にも、貴族にも、あるいは王にもなれる可能性がある。

　ベルドほどの戦士であれば、ロードスを統すべる王ともなれる実力がある。

「騎士たちの戦には、興味がない。鏡の森へ行くのなら、護衛が必要だろう」

　ベルドがナシェルを伴って、ウォートのところへやってくると、そう声をかけてきた。

「そうだな……」

　ウォートはしばらくのあいだ思案して、ベルドの申し出を受けることにした。魔神どもが、まだ残っているかもしれない。

「マイセン王には同行のお許しをいただきました。明朝、出発するそうです」

　ナシェルの言葉に、ウォートはゆっくりとうなずいた。

「気をつけて行きなさい。魔神の魔法には、十分、気をつけて」

　ウォートは自らの首にかけていた護符をはずすと、ナシェルに手渡した。

「これは？」

「魔法防御の護符だよ。首にかけておけば、自動的に魔力が発揮される」

「このような貴重な物を……」

「別に貴重ではないよ。同じ物を、わたしは五つは持っているからね」

　それを聞いて、ナシェルは納得したらしく、ウォートに礼を言って首にかけた。

「吉報を待っている」

　ウォートはナシェルに笑顔で声をかけると、ベルドに目で合図をして歩きはじめた。

　これからすぐに城を出て、城下に逃げてきているエルフたちに話を聞くつもりだった。

　それにしても、魔神が動いたというのは好都合である。モスの騎士たちは、勇敢に戦うだろう。いかに魔神とはいえ、決して楽な戦いができるわけではない。

　もちろん、人間たちが勝利するという保証はない。だが、たとえ勝てなくとも、魔神どもの戦力を削そいでおれば、次の戦いのときに有利になる。

　神聖王国ヴァリスは、モスの敗戦を知れば、必ず兵を出そう。

　そして、ライデンの評議会も、説得すれば傭兵隊を派遣するはずだ。ウォートには、説得できる自信がある。そのときには、ベルドにも一役買ってもらうつもりだった。赤髪の傭兵の名前は、傭兵たちなら知らぬはずがないからだ。

　魔神との戦いが、本格的に始まろうとしていた。

「さて、いずれが生き残るか……」

　ウォートは心のなかで、そうつぶやいた。




　　　　４




　スカードの城は、モス各地から集まった騎士団がひしめき、騒々しい雰囲気に包まれていた。

　異なる鎧よろいに異なる紋章の騎士たちが、城内を行き交っている。だが、その紋章は竜の肉体の一部を意匠化しているという点で、共通していた。

　建て前のうえでは、モスはひとつの王国なのである。そのときには、モス公国と呼ばれる。公は王より地位が低いが、あえてこの名を使っているところに、諸王国の独立性の強さがうかがえる。他国の者から見れば、モス王国が正しく、ヴェノンやハイランドこそ公国と呼ぶべきなのである。

　事情を知らぬ者は、実際、そう呼んでいることが多い。

　ヴァリスの聖騎士であるファーンは、この城でただひとり、モス以外の国の騎士だった。

　彼がヴェノン王国に到着したのは、十五日ほど前。以来、ヴェノン王をはじめ近隣の諸国へ飛び、国王たちと会見を続けていた。

　ファーンは魔神との戦に関して、ヴァリスが援軍を派遣する用意があることを説き、モス諸王国の同意を願った。

　もっとも、相手の反応は、ファーンが望んだとおりではなかった。

　あきらかに、ヴァリスが介入することを快く思っていないようである。神聖王国ヴァリスに領土的な野心あり、と見ているのだろう。

　魔神相手に苦戦すればともかく、そうでないあいだはヴァリスの不介入を諸王は望んでいるのだ。当然といえば当然だが、できるかぎり優位な戦力で、魔神と戦うべきだ、とファーンには思える。

　ファーンは、ヴァリスに領土的野心のないことを重ねて説得したが、納得してもらうまでにはいたらなかった。

　長年の戦乱で、モス諸王は謀略に対し、過敏になっているようだ。

　魔神襲来の報告が入ってからは、諸王は戦の準備に追われ、満足に会見も行なえない。それに、今から援軍の要請をしたところで、間に合うはずもない。ファーンにできることは、モスの騎士団の勝利を祈ることだけだ。もうひとつ、モスの騎士団と魔神との戦の模様を見て、結果をヴァリスに持ち帰ることも大切な使命となるだろう。

　そして、ファーンは今、南側の城壁に立ち、遠く石の王国へと続く街道を見つめていた。

　国境に配置した見張りから、「魔神来る」の烽のろしがあがったのは十日も前のことである。神出鬼没の魔神のこと、いつ姿を現わしてもおかしくない。

　ただちに、竜の盟約が発動され、急使がモスの諸国に派遣された。モスの諸王は、それぞれの騎士団を率いて、続々とこのスカードに参陣してきた。

　国境の見張りたちは、魔神に殺されたのか、その後、合図の烽火はあがらない。

　ヴェノン王国のスカード騎士隊が、二日前から国境付近へと偵察に出かけているが、彼らもまだ戻ってきてはいない。

　このスカードに来てから五日、異様なほど静かな一日が、今日も暮れようとしていた。

「ファーン卿」

　聞き慣れた声がして、ファーンは声のした方を振り返った。

　至高神に仕える神官戦士のフラウスが、戦支度で姿を見せた。

「まだ、現われませんか？」

　ファーンは無言のまま、首を横に振った。

　魔神が来るとすれば夜なのではないか、という気がしはじめていた。噂に聞くかぎり、魔神たちが行動するのは圧倒的に夜が多い。

　人間にとって、闇やみは恐怖の象徴だ。そして、暗黒神ファラリスの従僕しもべは、闇の中にこそ自由を見出す。もっとも、先日から盛大な篝かがり火びが焚かれ、このスカードの城だけは夜の間も、昼間のごとき明るさに包まれている。

「魔神と戦うおつもりですか？」

　フラウスが、尋ねてきた。

「そうしたいのは山々ですが、立場というものがあります。自重するしかないでしょうね……」

　ファーンは苦々しく答えた。

　この戦は、モス諸王国の騎士たちの戦である。ヴァリスの聖騎士であるファーンが手を出すことは望まれてはいないだろう。

「目立ちますものね。ファーン卿は」

　フラウスは、楽しそうな笑い声をあげた。

「純白の鎧に銀十字の紋章。聖騎士ここにあり、と叫んでいるようなもの」

　ファーンは、苦笑を浮かべた。

「戦場に身を置いて、邪悪な魔物を目の前にしながら、戦うことができないとは歯は痒がゆいかぎりです。モスと魔神との戦の結果を、ヴァリスへ報告する義務もありますから。いずれにせよ、無理はできないのですが……」

「わたしは、戦いますわよ」

　フラウスは、さらりと言った。

「わたしはファーン卿と違い、気楽な立場ですから……」

　それを聞いて、ファーンがいかにも辛そうな顔をした。

「わたしを護衛するためなら、剣を振るってもかまわないのではありませんか？」

「それは、詭き弁べんです。モスの諸王に納得してもらえるとは思いません」

「邪悪を目の前にして戦わないのは、ファリス神の教えに反することですよ」

「手厳しいことをおっしゃる。ファリス神の教えを守るだけなら、わたしは神官なり司祭として、ファリス教団に仕えておりましょう」

「失礼なことを言いました。世俗のことも、信仰と同様に大事。神への忠誠と国王への忠誠は、騎士の規範ですものね」

「もうひとつ、女性を守ることもです」

　ファーンは憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

「神の教えは、わたしに戦えと命じる。騎士の立場が、それを押し留める。そして、あなたは戦うとおっしゃる」

　フラウスは笑みを浮かべたが、すぐに申し訳なさそうな表情に変わった。

「迷われたときには、自らの心に忠実になられるのが、一番ですよ」

「戦え、と仰おつしやるわけですね」

　ファーンはため息をついたが、それでふっきれたようだった。

「分かりました。モスの騎士たちに、聖騎士が柔弱ではないことを知らしめましょう。我が騎士団の援軍を求めたくなるように……」

「それが、よろしゅうございます」

　フラウスは今度は、はっきりと笑顔を浮かべた。

「聖なる騎士の刃は、魔神にとって、もっとも恐ろしいものとなりましょう」

　そのとき、北の方で騒ざわめくような物音が起こった。人々の叫び声も聞こえてくる。

「何事？」

　怪け訝げんに思い、ファーンはフラウスの顔を見つめた。

「ハイランド王マイセン様が、ご到着なされたのでしょう。先刻、先触れの使者が到着していましたから。これで、モス全王国が、そろったことになりますわね」

　フラウスは北の方角を見つめて、説明をした。

「マイセン王？　噂に名高いハイランドの竜騎士王……」

「お会いにならないわけには、まいりませんわね」

　無論です、とファーンは答えた。

　踵きびすを返して、階段の方へと向かう。フラウスも、ファーンと並んで歩きはじめた。




　ファーンは城門のところまで赴おもむき、ちょうど入城してきたマイセン王に会見を申しこんだ。そして、ヴェノン王との会見が終わってからとの条件で、約束を取り付けた。

　会見場所は、ファーンに与えられている私室と決まった。

　ファーンは感謝の言葉を述べ、自室へと下がった。

　フラウスも、ファーンに同行することにした。マイセン王の人となりを確かめたい、との思いがあるからだろう。

　しばらく部屋で待っていると、扉を叩たたく音がした。

　ファーンは扉の所まで歩き、自らの手で扉を開けた。

　やってきたのは、マイセン王だった。意外なことに、従者をひとりしか連れていない。

　若い騎士である。着ている鎧よろいを見て、さらに意外に思った。ハイランドの騎士ではなかったからだ。ここスカードの紋章の描かれた鎧を身に付けている。

　だが、そんな王国はもはや存在しないはずなのだ。

「お目にかかれて光栄です」

　ファーンは畏かしこまって頭を下げた。

「こちらこそ。ファーン卿の高名は、ハイランドまで聞こえております。次期ヴァリス王との評判ですな」

「今は、騎士隊長の身分です」

「分かった。では、そのように応対させてもらおう」

　マイセンは、大きくうなずいた。それから、連れていた若い騎士を紹介した。

「スカードの皇太子ナシェルだ」

　紹介されて、若者は一歩前に進みでて、恭うやうやしく礼をした。

　この少年が、とファーンはナシェルの端正な顔を見つめた。王国をスカードに譲渡し、いずこかへ出奔したとの噂は聞いていたが、ハイランド王に保護されていたとは驚きだった。

「ヴァリス王国騎士隊長ファーンです」

　ファーンも、礼儀正しく挨あい拶さつを返した。そして、フラウスを紹介する。

「あなたがたのことは、ジェナート様から聞いておりました」

　ナシェル王子はそう言うと、わずかに笑顔を見せた。

「ジェナート様をご存知なのですか？」

　王子の言葉に、フラウスが驚いたように目を丸くした。

　ナシェルはうなずくと、魔神が解放されてからの経緯を簡単に話した。そして、鉄の王フレーベの傷を癒いやしてもらうため、ロイドのファリス大神殿で、ジェナート高司祭に神聖魔法をかけてもらったことを付け加えた。

「御苦労なさったのですね」

　フラウスが敬意に満ちた視線で、ナシェルを見つめた。

「苦労だなんて……」

　ナシェルはあわてて首を横に振った。

　スカードを、そしてロードスを魔神から救うため、当然のことをしているつもりだった。敬意を表されたり、礼を言われたりするようなことではない。それどころか、彼のとった行動を批判する人間のほうが多いのである。

「それよりも、ヴァリス王国とファリス教団が魔神に対し、積極的に行動していることこそ、頼もしく思います」

　ナシェルはファーンに向き直ると、そう言って感謝の言葉を述べた。

「魔神は邪悪です。ヴァリス王国もファリス教団も、決して許しはしません。もっとも……」

　ファーンは援軍を出したくとも、モスの諸王国がそれを認めてくれない実情を語った。ナシェルに話したのだが、もちろん、その言葉はマイセンに向けたものだった。

「……ファーン卿の気持ちは分かるが、そのことについては、わたしも他の国王と同じ意見だな。自国の領内に他国の騎士団を入れる危険は、ファーン卿もよく御存知のはず。竜の盟約があればこそ、モス中の騎士たちがヴェノン領に集まれるのだ。援助の申し入れはありがたいが、ヴァリスの力を借りずとも、わたしたちは負けはせんよ」

「そうかもしれません。ですが、今度の戦は、ただの戦ではありません。このロードスの全住人の生き残りを賭かけた大事な戦なのです。万が一にも、敗れるわけにはゆきません」

　ファーンは力を込めて言ったが、マイセン王は関心なさそうに、彼の言葉を聞き流した。

　モスの他の国の王と、ほとんど同じ反応だった。ただ、ヴァリスを危険視している感じではない。モスの騎士団の力を、心底、信じているような印象だった。

「すまないな、期待に応えてやれなくて。ファーン卿の不安な気持ちも分かる。だが、その不安はすぐにぬぐってさしあげよう。我がハイランドが、魔神の侵攻に間に合ったからには、な」

　自信に満ちた声で、マイセン王は付け加えるように言った。

「わたしは、これで失礼する。モス全軍の軍議があるゆえな」

　マイセンはナシェルに目配せすると、足早に部屋を出ていった。

　ナシェルはうなずき、頭を下げて、マイセンを見送った。どうやら、彼はこの場に残るつもりのようだった。

「……御期待に添えなくて、申し訳ありません」

　マイセンが部屋を立ち去ったあと、ナシェルはファーンたちに詫わびるように頭を下げた。

「マイセン王の気持ちはよく分かる。モスの騎士たちを侮ぶ辱じよくするつもりはないのだが、戦う前から援軍を申し出たのは、失策だったかもしれない……」

　ファーンは残念そうに、マイセン王が去っていった扉を見つめた。

「わたしも残念に思います。今度の魔神との戦は、国を越えて、種族を越えて、ロードスの全住人が団結しなければならないと思っていますから……」

「まったくですわ」

　フラウスが驚いたような表情を浮かべ、ナシェルの顔をまじまじと見つめた。

「な、なんでしょうか？」

　青色の瞳にじっと見つめられて、ナシェルはたじろいだように尋ねた。

「あなたが、わたしとまったく同じことを考えているものだから。あなたの言うとおり、本当ならモスの騎士団だけではなく、ここに全ロードスの騎士たちが集つどっていなければならないはず。それなのに、モス諸王国はヴァリスの出兵さえ拒否してしまう」

「勝てるのなら、それでいいのです」

　ファーンが、静かに言った。

　彼の視線は窓の外に向けられていた。

　ナシェルも、この聖騎士の視線を追いかけてみた。

　夕闇が迫っているのが、それで分かった。西の空にぽつりと浮かぶ小さな雲が、わずかに赤く染まっている。

「勝てないと、お思いなんですか？」

　フラウスが、横顔を向けているファーンに声をかける。

「神ならぬ身に、分かるはずがありません」

　ファーンはフラウスを振り返ると、ゆっくりと首を横に振った。

「ただ、この戦いひとつでは、魔神との決着がつくような気がしないのです。苦しい戦いがもっともっと続くような気がしてなりません」

「遺い憾かんですが、わたしも同感です」

　フラウスはゆっくりと窓のところへ歩くと、閉ざされていた窓を大きく外に開け放った。モスの騎士たちの声が、波の音のようにざわざわと聞こえてきた。

「魔神が解放されたのは、神がわたしたちに与えた試練。きっと、このロードスに戦乱が絶えないからでしょう。ひとつの島でいくつもの国に分かれて、血を流しあっていることの無益さを教えるために。だからこそ、ロードス中が魔神に怯おびえるはめになった。モスの騎士団が集っただけでは、この試練に終止符を打つことはできないはず……」

　フラウスはナシェルたちに背中を見せたまま言った。

　いかにも至高神の司祭らしい言葉だ、とナシェルは思った。

　だが、これが神の試練とするなら、あまりにも残酷だ。石の王国のドワーフたちは皆殺しにされ、鏡の森のエルフも、その聖地を冒された。今も、ロードス各地で、罪もない人々が魔神の獲物とされているだろう。

　そして、今、試練に立たされているのは、かつてスカードと呼ばれた土地の住人なのだ。
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　夜が訪れた。

　空は晴れ、満天の空に星々が輝いている。

　だが、星空はいつもよりおぼろに見えた。盛大に焚かれた篝かがり火びが、夜の闇やみを焦こがしているためだ。

　小さなスカードの城に、モス各地から騎士団が集つどっている。その数は、一万に達しているはずだ。これほどの大軍を、ナシェルは今まで見たこともない。

　ナシェルは、今もファーンの部屋に滞在していた。ファーンの許可を得て、フレーベもこの部屋に呼んでいる。

　そのドワーフ王は完全武装で部屋の隅にうずくまり、静かな寝息をたてている。魔神と戦う以外に、余分な労力を使うつもりのないのがありありと分かる。

　ナシェルは小さな窓から城の中庭を見下ろして、建物のなかに入りきれず、夜営をしている騎士たちの様子に目を向けた。

　騎士たちの士気は、不思議なほどに高い。竜の盟約が発動され、いつもは敵として戦っている他国の騎士たちと一緒に行動しているというのに、だ。数がそろっていることの安心感なのか、それとも他国の騎士に遅れを取るまいと思うゆえか。

　そのいずれであってもいい。騎士たちの士気の高さは、スカードの住民にとって、頼もしいかぎりなのだから。

　先刻まで開かれていた諸王の会議の席で、マイセン王はナシェルがハイランドの保護下にあることを明らかにしているはずだ。ハイランドの外がい戚せきとして遇するとの発言である。

　この発言は、ナシェルがスカードの支配権を完全に放棄し、帰還する意志がないことを明らかにする意味がある。

　はたして、ヴェノン王は一言の抗議もしなかったらしい。ナシェルを擁ようして、スカードを奪回する口実としないことをマイセンが明言したわけだから、それは当然だろう。

　立場が正式に認知され、ナシェルはこれで日陰者の身から解放された。だが、モスの諸王たちが、どのようにナシェルのことを思ったのかは分からない。

　それに、この事実を知ったスカードの騎士たちが、どんな反応をするかもである。

　そのスカードの騎士隊は、夕方、城へと戻ってきた。彼らは、国境付近まで赴いたが、魔神の姿を発見できなかったようだ。進軍しているのかどうかも分からない。ただ、国境の砦とりでが攻め落とされたことだけは確かめてきた。魔神は、一旦、石の王国へと引き返したらしい。

　ふたたび、侵攻する気があるのかどうかは分からない。

　来る気があるのなら、モスの騎士団がこの城に滞陣しているあいだに来てもらいたい、とナシェルは思っていた。

　ヴェノンの騎士団の全軍が、この城に入城してから、すでに五日あまりが過ぎているのだ。三日前には、隣国の騎士団も続々と到着していた。マイセン王とハイランドの騎士たちは、いちばん遅れて、今日の夕刻にようやくやってきた。

　長期の滞陣は、ヴェノンにとって大きな負担となる。正確にいえば、この地方の住人にとってだ。スカードの名産は、石の王国との交易品である麦酒エールである。

　食料は自給できるほどにしか作っていない。城の食料庫には多少の備蓄はしてあるが、一万もの騎士を養うにはほど遠い。

　数日のうちに食料庫は空になるだろう。そうなれば、住民に対し、食料の徴発が行なわれるのは間違いない。

「早く来いと願うのは、不謹慎でしょうか？」

　ナシェルは、戦支度のまま椅子に腰を下ろしているフラウスを振り返って言った。

「気持ちは分かりますもの。早く決着をつけたいのでしょう」

　フラウスの笑顔を見ていると、ナシェルは救われた気持ちになる。戦支度をしてなお、その姿は美しく見える。戦うことに対し、邪心がないからだろう。

　ファーンは今、外へ出て、城内を巡回している。城の構造を把握しておくつもりなのだろう。

　ナシェルはフレーベ王と共に、フラウスたちふたりと協力して戦うつもりだった。マイセンの保護下にあるのだから、ハイランド騎士団と共に戦うのが自然だ。だが、ナシェルにそのつもりはない。ハイランドの外戚というのは、表向きの顔で、実際には自由騎士に等しい。その証として、先刻、鎧に描かれたスカードの紋章に不名誉印を刻んだ。

　この部屋にいるのは、モスの諸王国と関係のない人間という点で共通している。だからこそ、マイセン王は自分をファーン卿との会見のおりに同行させたのだ。

「休まれたらいかが。夜は長いし、魔神どもが来るかどうかは分かりませんよ」

　フラウスが、穏やかな声で言った。そして、フレーベの方に一瞬、視線を向ける。

　彼女はナシェルよりも二つ、三つほど年上のようだ。だが、年齢差では計れないような、落ち着きを感じる。

　ナシェルも自分のことを十五歳という年齢にしては大人だと思っていたが、彼女と比べればほんの幼子のようなものだ。

「今日は、寝ずにいます。明日の早朝から休みましょう」

「夜に来ると、思っていらっしゃるのね」

　ナシェルは、うなずいた。

「わたしが魔神と戦ったのは、昼間でした。ですが、魔神が活動するのは、ほとんどの場合、夜だと聞いています」

「ファーン卿も同じ考えの……」

　フラウスが言いかけた、まさにそのときだった。

「来たぞー!!」

　開け放したままの窓から声が飛びこんできた。

　反射的にナシェルは足下に置いていた楯たてを手に取り、左腕を通した。

　フラウスも重たげな鎚鉾メイスを握りしめた。ジェナート高司祭から借り受けた魔法の鎚鉾である。異界の魔物に対し強力な魔力を発揮する武器だと先刻、話に聞いた。

　ドワーフ王フレーベは、銀の彫像のような姿だったが、重たげな全身鎧に身を包んでいることを微み塵じんも感じさせぬ動きで跳ね起き、壁にたてかけてあった鉾ハル槍バードを摑つかんだ。

「来よったか！」

　フレーベの声は、震えていた。いかに彼がこの瞬間を待ちつづけていたか、それで分かる。

　ナシェルはふと緊張を覚え、よし、と気合いの声をかけた。

「行きましょう」

　フラウスはまるで礼拝所に祈りに赴くような厳粛な顔で声をかけてきた。

　ナシェルはうなずき、フレーベに向き直った。

「麦酒エールの誓い、今こそ果たしましょう」

「おうよ、失われたふたつの国の、失われぬひとつの誓いのために」

　フレーベ王は背中に落ちていた兜かぶとを目深にかぶった。

「邪悪と戦うすべての者に加護を賜たまわらんことを……」

　フラウスは瞬時、目を閉じ、至高神への祈りを捧げた。

　扉を開けると、ファーンが駆け戻ってくるのが見えた。

「ファーン卿！」

　フラウスが声をかける。

「魔神です。南門へ数千もの魔神が押し寄せているそうです」

「空からも来るはずです。気をつけるよう、言わなければ！」

　ナシェルが、ファーンに声をかけた。

　石の天井をちらりと見上げて叫ぶように言った。

「マイセン王をはじめ三騎の竜騎士が竜笛を鳴らしたそうです。魔神とて竜を相手にしては、苦しいでしょう」

　頼もしい味方だ、とナシェルは思った。

「どう戦う？　どこで戦う？」

　フレーベがナシェルに尋ねてきた。

「騎士たちに交じって戦ってもはじまりません。いかに堅固な城塞であろうと、魔神は必ず侵入してきます。そいつらを掃そう討とうしましょう」

「どこへ侵入してくるか、心当たりはありますの？」

　そう問うたのは、フラウスだった。

「もっとも、手薄と思える場所へ行ってみようかと思います。来るかどうか自信はありませんが……」

　それはどこですか、とフラウスが目で尋ねてくる。

「地下牢です。王族以外には、誰も知らないのですが、あそこには城外へ出る秘密の抜け道があります。鉄格子がはめられているとはいえ、下水道があって、近くの小川と繫つながっています。なにより、この城にいる騎士たちの誰もが、地下牢から魔神が現われるとは思っていません」

「だからこそ、行くわけか？　よかろう」

　フレーベが、兜をかぶったまま重々しい金属音をたててうなずいた。

「よろしいですか？　ファーン卿」

「いいでしょう。魔神が来ないようなら、また上がればいいだけのこと。少し出遅れたぐらいでは、わたしたちの出番がなくなることはないはずです」

　それで決まりだった。

　ナシェルは先頭に立って、階段を駆けおり、地下牢へと向かった。

　ウォートやベルドがここに幽閉されているのを迎えに行ったのは、もう二月近くも前のことになる。魔神の出現以来、時間がひどく早く流れているような気がした。

　このまま、加速度的に時間が過ぎていったら、自分の人生など一瞬のうちで終わるのではないか、と思われた。

　地下牢には、今、ひとりの罪人も捕らえられていない。スカードをヴェノンに譲渡するときに、恩おん赦しやを出して釈放しているからだ。牢番の老人にも暇を出した。

　無人の地下牢は真っ暗で、水の流れる音がそのなかに響いていた。

　ナシェルたちの足音が壁に反響し、くぐもった音をたてた。牢屋の鉄格子がそれに共鳴し、ガラスを指で弾いたような音を震わせる。

「このような場所に来る者がいたとはね」

　闇の中から突然、声が響いた。

「誰ですか？」

　フラウスの声が凛りんと響く。

「名乗るほどの者ではない。そう、ロードスの未来を憂うれう者とでも言っておこうか」

「明かりを……」

　ファーンが囁ささやき、ナシェルはうなずき、階段の踊り場の壁にかけられていたたいまつを取りに走った。

「不要ぞ……」

　闇の中から声が聞こえ、上ハイ位・エ古ンシ代語エントが一言、続いた。

　次の瞬間、地下牢のあちらこちらの壁に、青白い光が輝いた。

　一目で魔法の光と分かる。声の主人は、明かりの呪文を唱えたのだ。

「魔術師なのか！」

　ナシェルは驚き魔法の明かりに照らしだされ、噓うそのように明るくなった地下牢を見下ろした。

　階段を下りきったところは、広い空間となっている。ひとつの隅には牢番の部屋があり、地下水が深い溝を流れている。

　溝には一箇所、板がかけられ、その上を渡れるようになっていた。その溝に沿って奥へと進むと壁に行き当たるが、溝はその壁の向こう側へと続いている。そして、その隣には細い通路が奥へと延びていた。牢屋は、この通路の先に並んでいる。

　そして、その通路から、ひとつの人影が姿を現わした。

　分厚い革の鎧に身を包んだ黒髪の人物だった。男なのか、女なのかも分からない。

　魔法の明かりのせいかもしれないが、肌が透き通るように白く、唇も赤い。だが、紅を引いているわけではなさそうだ。

　目と鼻を革の仮面で覆い隠しているのが、何より不気味だった。

　柔らかな革の鎧を身につけて、腰には剣を吊るしている。その姿を見るかぎり、軽装の戦士のようにも見える。

「名乗りもせず、素顔もさらさず。それでは、信用することはできませんね」

　フラウスが冷やかに言い、階段をゆっくりと下りていった。

「信用してもらわずともいい。ただ、争うつもりは、わたしにはない。それだけは、覚えておいてもらおう」

「なぜ、ここに？」

「あなたがたと同じ理由だと思うが……」

　フラウスの問いに、仮面の魔法戦士が答えた。

「魔神がここへくると？」

「おそらくね」

　魔法戦士は答え、まぶしそうに魔法の明かりを見回した。

「それにしても、暗闇のなかで待つことはないでしょう？」

「わたしが待っていることを、魔神に知らせる必要があるのかな。それに、暗闇とはいえ、わたしにとっては昼間も同じ」

「魔法使いですものね」

　フラウスは、うなずいた。

　その声は、まだ相手を信用している感じではない。

　魔法戦士は肩をすくめ、わずかに苦笑を浮かべた。が、その口許はすぐに引き締められた。

「……話をしている暇はなさそうだな」

　言うなり、魔法戦士は剣を抜いた。

　フラウスは、はっと身を固くした。だが、それは魔法戦士の行動のせいではない。

　激しい水音が、あがったのだ。

　そして、姿を現わしたものがいる。緑色の肌をした人型の生き物だった。魚を連想させるうつろな丸い目と、ひれのような突起が背中にある。

　醜悪な姿の魔物は次々と姿を現わし、溝から這はいあがってくる。

「どうやら、真打ちの登場のようだ」

　魔法戦士は楽しそうにつぶやきながら、フラウスのところまで、ゆっくりと移動してゆく。抜いた剣は構えようともせず、無雑作に下げている。

　言葉どおり、奥の通路から黒い影がぬらりと姿を現わした。こめかみから雄牛の角を逆さまにはやしたような頭をした大男だった。太い牙が上下の顎あごから伸びている。目は落ちくぼみ、空洞なのではと思われた。

　魔神は両手に大鎌サイスを持っていた。

「上グレ位ータ魔ーデ神ーモン！」

　ナシェルは階段を下りて、フラウスの隣に進んだ。

　フレーベとファーンも、それぞれの武器を構えて、魔物に向きあう。

「なんという魔神なの？」

　フラウスが、囁ささやくように尋ねてきた。

「上位魔神はレグラムだと思います。強力な魔法使いなので、気をつけてください。下位魔神のほうは、わたしが調べた古代書には載っていません」

　ナシェルが答えて、剣を強く握りなおした。胸には、ウォートから預かっている対抗魔神の護符がある。魔法を完全に無効にするわけではないが、相手の魔力を抑える効果はある。

「上位魔神は、わしが引き受けよう」

　フレーベがずいっと一歩、進みでた。

「わたしも、手伝わせていただきましょう」

　ファーンが言って、剣を眼前に立てて、祈りの言葉を捧げた。

「ならば、わたしたちは下位魔神を……」

　ナシェルはフラウスにうなずきかけた。

「そうね」

　フラウスは答えて、ちらりと仮面の魔法戦士を見た。

「出番はなさそうだが、わたしは魔法で援護させてもらおう」

　仮面の戦士は剣を鞘さやに戻すなり、上位古代語の詠唱をはじめた。

「わたしには、援護は無用に願います」

　フラウスのその言葉が合図となったように、下位魔神たちが不気味な唸うなり声をあげて突進してきた。

　ナシェルは剣を構え、魔神どもの進路を遮った。

「来い！」

　剣を振るい、先頭の魔神に先制攻撃をしかけた。

　魔神は武器も楯も持っておらず、ナシェルの攻撃をかわそうと身を屈めた。連続攻撃で、ナシェルは剣を下段に振るった。

　素速い攻撃に、魔神の反応はあきらかに遅れた。屈めていた頭を、ナシェルの剣が強撃した。頭骨が割れる鈍い感触が、手に伝わる。

　魔神は横倒しになり、頭を抱えて床を転げまわった。

　とどめをさそうと思ったところへ、二体の魔神が同時に襲いかかってきた。銀色に光る鉤かぎ爪づめを振りかざしている。

　ナシェルは剣を引き、身を構えなおした。

　と、二体のうち一匹が緑色の液体を口から吐き出した。

　ナシェルは咄とつ嗟さに身をかわしたが、右肩のところにわずかにその液体がかかった。しゅうしゅうという音がして、肩当てから白い煙が立ちのぼる。鼻をつくような臭いがした。

「酸を吐くのか……」

　ナシェルは、この魔神の能力を心のなかに刻みつけた。二度と不覚を取らないように。

　そこへ、もう一体の魔神が鉤爪のはえた腕を伸ばしてきた。

　ナシェルはその腕を剣で払った。手ごたえがあり、ごとりと腕は床に落ちた。

　だが、もう一方の手が伸びていることに、気づくのが遅れた。

　背筋が凍るような感覚を、一瞬、覚えた。飛び退るというより、後ろに倒れるように、ナシェルは身体を反らした。

　鋭い鉤爪がナシェルの目前をよぎった。風圧だけでも頰ほおをはたかれたような衝撃だった。魔神の鉤爪は鉄より硬く、金属鎧を易々と切り裂くのだ。

　ナシェルはそのまま後ろに転がって、立ち上がった。

「狡こう猾かつな奴め！」

　こんな戦い方があることも覚えておかねばならないな、とナシェルはふたたび心に刻んだ。

「滅びよ！」
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　片腕を失った魔神に、フラウスが横から矢のように飛んできて、渾こん身しんの力で武器を振るった。鎚つち鉾ほこの先端についた重い鉄球が魔神の肩を砕いた。

　塔の上からレンガを落としたような音が響いた。

　魔神の肩は粉砕され、だらりと腕が下がった。フラウスは第二撃を、魔神の頭へ振り下ろした。今度は、陶器の壺が壊れたような音がした。

　魔神は黒ずんだ液体と脳のう漿しようをぶちまけながら、床に倒れた。

　と、フラウスの背後から、新たな魔神が忍び寄っていた。先刻、酸を吐きかけた魔神らしく口から緑の液体をしたたらせていた。

「後ろ！」

　ナシェルはフラウスに警告を発しながら、肩の高さに剣を構え突進した。

　フラウスは後ろを窺おうともせず、前方に大きく跳躍した。魔神の両腕が振るわれたのは、その一瞬、後だった。

　狙ねらいすました攻撃がはずれ、体勢を崩くずしていた魔神の胸をナシェルは剣で貫いた。

　人間なら即死だろう。だが、魔神の生命力をナシェルは知っていた。胸に刺さった剣を即座に抜いて、第二撃を振るおうとする。

　だが、相手の反撃のほうが先にきた。やはり、両手を振るっている。

　ナシェルは最初の鉤爪の攻撃を剣で受け止め、続いて襲ってきた反対の腕は、横に飛んでからくもかわした。

「フォルツ！」

　背後から聞こえてきたのは、フラウスの声だった。

　おそらく、神聖魔法を唱えたのだろう。見えざる力が魔神の顔を撃ち、魔神は仰向けにのけぞり、そのまま後ろに倒れた。

　ナシェルはすばやく駆け寄って、その首に剣を振り下ろした。魔神の首が飛び、床を転がって、溝のなかへ落ちていった。

「あとふたつ……」

　ナシェルはフラウスに声をかけて、溝の縁で身構えている二体の魔神に向かって走った。一対一なら、もはや遅れをとるつもりはなかった。

　魔神は奇声を発したかと思うと、口から酸を吐きかけてきたが、ナシェルはその攻撃を予期していた。

　難なく身をかわすと、魔神の右手に回りこんで、首を狙って剣を振るった。その狙いは違わず、魔神の頭が鞠まりを蹴けりあげたように宙に舞った。

　頭は鈍い音をたてて床に落ち、身体のほうはその場に崩れるように倒れていった。

　フラウスの援護をと思い、振り返ったが、彼女ももう一体の魔神を倒していた。

「上グレ位ータ魔ーデ神ーモンを！」

　ナシェルはファーンたちを振り返った。

　上位魔神レグラムは大鎌を振るい、ファーンに襲いかかっていた。ファーンはその攻撃を楯で受け止めている。見たところ防戦一方で、苦戦しているようであった。

　だが、そうでないことはすぐに分かった。ファーンの後ろに控えたフレーベが、長さを利して鉾ほこ槍やりを振るっている。魔神はその肉体に数箇所の深手を受け、黒ずんだ血をどくどくと吐きだしつづけている。

　だが、ファーンたちも無傷ではなかった。ファーンの白い鎧よろいは炎で焦こがされ、斑まだらになっていた。フレーベの鎧には傷ひとつないが、足をひきずるように動いている。

「援護します」

　ナシェルは魔神の横から慎重に近づいていった。

　無理をするつもりはない。魔神を牽けん制せいできれば、それでいいのだ。

　気合いの声をあげて、剣を振りあげる。一歩、踏みこむと、狙いどおり魔神が反応した。

　その隙すきをつき、ファーンとフレーベが同時に切りかかった。ファーンの剣は、魔神の肩を捕らえ、フレーベの鉾槍は魔神の脇腹に食い込んだ。

　魔神は苦しげな呻うめき声をあげ、一歩、二歩と後ろに下がった。

　その後を追おうとしたファーンたちだったが、魔神が大鎌を振りまわしたので、その動きは止められた。

　そして、魔神の口から上位古代語が洩もれはじめた。

　大鎌を落とし、胸のところで手を三角形に組む。

「魔法か！」

　ナシェルは思わず腰を落とし、精神を集中させた。自らの魔力を活性化し、魔神の魔法に備えるために。

　と、魔神の身体が、突然、明滅する青白い網の目状の輝きに包まれた。

　どういう魔法だ、とナシェルは、緊張した。だが、すぐに様子がおかしいのに気がついた。魔神が苦しみ悶もだえているのだ。

　肉の焦げる臭いがして、白い煙が立ち上っている。

「逃がしはせんよ」

　そんな声が背後から聞こえてきた。仮面の魔法戦士の声だった。魔法をかけたのは、この謎なぞの人物のようだ。

　青白い光に束縛され、魔神はもはや呪文を唱えられなくなっていた。

　フレーベが勝負を決めようと、大きく鉾槍を振りかざした。

「今は、手を出すな」

　魔法戦士が、それを制した。

「輝きが途切れた瞬間を狙ねらえ。さもなければ、自らも傷つくことになるぞ」

　鉄の王はその警告が聞こえなかったように、鉾槍を真横に払った。

　上位魔神の胴が、みごとに切断された。上半身と下半身とが、逆の方向に落ちてゆく。

　魔神に切りつけた瞬間、フレーベの全身も一瞬、青白く輝いたが、気にした様子もなかった。

「この程度の魔法では、上位魔神は動きを止めたりはせん」

　フレーベは兜を背中に落とすと、ぼそりと言った。そして、瀕ひん死しの重傷を負いながら、まだ動きをやめない魔神たちにとどめを刺してゆく。首を刎はね、手足を切断する。

　魔法戦士は、何も答えなかった。ただ、口許に怪あやしげな笑みをうかべただけだ。

「とどめをさすのは慈悲ですが、程度がすぎると非道になりますよ」

　フラウスが、制止の言葉をフレーベに投げかけた。

「慈悲でも非道でもない」

　フレーベは背中を向けたままフラウスに答えた。

「こうでもせんと、こやつらはいつ復活するか知れんのだ」

　フラウスは複雑な顔をしたが、それ以上、反論はしなかった。

　このドワーフ王は、魔神たちと何日も不眠不休で戦ったのだ。魔神の恐ろしさについては、誰よりも深く知っている。

「さて、仮面の方」

　フラウスは顔についた返り血を袖そでで拭うと、ゆっくりと魔法戦士の方に近づいていった。

「あなたが、魔神と戦う意志があることは分かりました。ですが、それだけがあなたの目的ではないのでしょう。お教えいただきたいと思いますが」

「今は、魔神と戦うことだけが目的」

　仮面の魔法戦士は、平然と答えた。

「今は、ね」

「それで十分なのではないかな、至高神の神官戦士殿。魔神を滅ぼして後、わたしがあなたの正義に反する存在だと思えば、討ちにこられればよい」

「どうしても、教えていただけませんのね……」

「そのつもりはない」

　魔法戦士の答に、フラウスは深くため息をついた。

「分かりました。これ以上は問わずにいましょう。あなたのような優れた魔法使いであり、戦士は希け有うの存在。信頼できる味方であれば、心強かったのですが……」

「信頼してもらわずともよい。だが、警戒するのも不要に願おう。これから、魔神との戦場でしばしば会うこともあろうから」

　魔法戦士はそう言うと、首を巡らせ階段を見つめた。

「今日はここで失礼するとしよう。上の方が騒がしい様子ゆえ」

　その言葉に、ナシェルたちははっとなり、耳をすませた。

　階段の上の方から、たしかに物音が聞こえてくる。間違いなく戦いの物音だった。

「魔神の侵入を許したというの……」

　フラウスが、厳しい表情でつぶやいた。

「いかに堅固な城塞であっても、魔神の侵入を防ぐことはできんよ」

　魔法戦士がフラウスに答えた。

「今宵の戦は、モスの騎士団の勝利に終わる。だが、早晩、モスの騎士団は崩壊しよう。真実を見抜く目を持たぬがゆえに……」

「それは、どういう意味なんだ？」

　呪いの言葉を吐きかけられたような気分になり、ナシェルは思わず大声をあげた。

　だが、魔法戦士はそれには答えなかった。

　別れの挨拶をナシェルたちに送り、高らかに古代語魔法の呪文を唱えると、その場から姿を消したのだ。

「何者なんでしょうね……」

　魔法戦士が消えたあとを見つめ、ナシェルは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「邪悪には見えませんでした。ですが、決して善良でもありません。おかしな言い方ですが、その中間に位置しているような人」

　フラウスが、言った。

「その詮索は、後回しです。魔神との戦いは、まだ終わってはおりません」

　ファーンが言って、いち早く階段を駆け上っていった。フレーベが、無言でそれに続く。

　ナシェルもフラウスとうなずきあうと、上の階へと向かった。




　　　　６




　ナシェルたちが階段を駆け上ってゆくと、ひとりの若い騎士が下位レツサー魔神デーモンと一騎打ちを演じているところに遭遇した。

　若者は〝竜ドラのゴン炎ブレス〟ハーケーンの紋章が描かれた甲かつ冑ちゆうに身を包んでいた。相手は、有翼の魔神ザルバードである。

　見るからに苦戦を強いられている様子で、甲冑のあちらこちらがへこみ、傷ついていた。

　兜も飛ばされ、床に転がっている。こめかみのところからは、血が滴っている。頭に強い打撃を受けたようだ。兜がなければ、命はなかったに違いない。

　先頭にいた聖騎士ファーンが、すかさず助けに飛びこんだ。鉄の王フレーベもそれに続く。

　ファーンは見事な剣さばきで、鋭い鉤爪のはえた魔神の片腕を弾き飛ばした。そこに、フレーベが上段から鉾ハル槍バードの一撃をみまい、魔神の頭をふたつに割った。

　魔神はくたくたと床に落ち、例のごとくフレーベがとどめの一撃を加えた。

　若い騎士は荒い息をつき、剣にすがりながら、膝を落とした。

「方々、感謝いたします」

「礼には及ばない。それよりも、何があったのか教えてほしい」

　ナシェルが、そう声をかけた。

「わたしは城内に詰めていましたので、くわしいことは分からないのですが……」

　そう前置きしてから、騎士は事情を話しはじめた。

　魔神たちは城内の各所に焚たかれた篝かがり火びに〝暗ダー闇クネス〟の呪文をかけたらしい。

　篝火が消え、城内は暗黒に閉ざされた。騎士たちがあわてふためくうちに城門が開き、魔神どもが城内に侵入してきたとのことだ。

　騎士たちはたいまつを片手に、魔神と戦わねばならなかった。

　城内のいたるところで乱戦が繰り広げられているが、騎士たちは魔神に対し、優勢に戦いを進めているらしい。

「この魔神のように手ごわいものもいますが、ほとんどが雑魚です。倒せば、泥のように溶けてしまって……」

「泥のように溶ける？」

　ナシェルは、騎士の言葉を思わず遮った。

「魔神は、そんな死に方はせん！」

　そう言ったのは、フレーベだった。

「書物にも、そんな記述は見たことはない」

　フレーベの言葉に付け加えるように、ナシェルが言った。

「わたしは噓などついていません！　事実、この手で二体、切り捨てたのです。そうしたら、泥のように溶けて、形も残らなかった」

　若い騎士が抗議の声をあげた。

「新しい種類の魔神なのではありませんか？」

　フラウスだった。彼女は騎士の傍らに立ち、彼が受けた頭の傷の具合を確かめている。すぐに神聖魔法で癒いやそうとしないところを見ると、思ったより軽傷なのだろう。

「もちろん、その可能性はあります。地下牢で戦った下位魔神も初めて見たものですし。どうやら、このロードスに幽閉されていた魔神は、その数、その種類ともに、世界最大のようですね。ウォート師が言っていた〝魔神王の書〟には、すべてが載っているのでしょうが……」

　それにしても弱すぎる、とナシェルは内心、思っていた。書物で知るかぎりにおいては、今、倒したザルバードなど、魔神のなかでは最弱の部類に入るのだ。それよりも、弱い魔神がいるなど、彼が読んだ古代書には記述されていなかった。

「ウォート師？　魔神王の書？」

「ええ、このロードスの古代遺跡に幽閉されていた魔神について記述されていた本です。わたしの学問の師である荒野の賢者ウォートが、かつて所有していたそうですが、今は手元にないんだそうです」

「その本を今、所有している者が、おそらく魔神を解放した張本人なんでしょうね」

　フラウスがため息まじりに、そっとつぶやいた。

「誰がそのような邪悪なことを……」

　フラウスの何気ないつぶやきに、ナシェルは内心、動揺を覚えたが、それを表に出すことはしなかった。

　そのときだった。

「新手だ！」

　と、ファーンが警告の声を発した。

　ファーンの視線の先を追いかけると、青銅色の肌をした下位魔神がのそりと近づいてきた。グルネルと呼ばれる下位魔神である。その後方には、見たこともない魔神が、二体続いている。

　下位魔神グルネルは片手に剣を持ち、もう片方の手には騎士の生首をぶらさげていた。

　それを見たハーケーンの騎士が、声にならない悲鳴をあげた。これが初めての実戦なのだろう、まだ戦場の修羅場には慣れていない様子だった。

「話は後です。とにかく、目の前の魔神を倒しましょう」

　ファーンが言って、剣と楯とを構えて、前に進みでた。

　聖騎士の言うとおりだと、ナシェルは思った。どのような種類であれ、魔神である以上は、すべて倒さねばならない。

　それにしても、この城にはいったい何体の魔神が侵入しているのだろう。本当に、モスの騎士たちは優勢に戦っているのだろうか？

　長く苦しい戦いになるだろう、とナシェルは思った。

　そして、その思いは、はずれることはなかった。




　魔神との激戦は、一晩中、続いた。

　ナシェルは、ファーンたちと共に、文字どおり城内を駆け巡った。

　ハーケーンの騎士が言ったとおり、騎士たちは善戦していた。侵入してきた魔神の数が思ったほどではなく、最初の混乱から立ち直ると、組織的に反攻し、魔神を撃退していった。

　組織的な戦いは、夜半には終わった。後は、城内に潜入した魔神たちを狩りだしてゆくだけだった。

　騎士たちにはいかにも不慣れな戦いであり、隠れ潜む魔神の不意打ちを受け、多くの騎士が命を落とした。

　だが、魔神たちも確実に、仕留められていた。

　ナシェルたちも十体以上、魔神を倒した。そのうちの七体は、ハーケーンの騎士が言っていた、死ぬと溶けて消える魔神だった。

　白っぽいぬるぬるとした肌をした人型の魔神で、動きも俊敏ではなく、特殊な攻撃を仕掛けてくるわけではなかった。

　あまりの手ごたえのなさに、ナシェルはかえって不気味に思ったほどだった。だが、しばらく様子を見ても、再生してくる気配すらなかった。これならば、歴戦の騎士たちの敵ではないだろう。

　夜明け近くになって、勝利の雄叫びが、あちらこちらから上がりはじめた。

「勝ちましたね」

　夜どおし戦った疲れも見せず、フラウスが背筋を張って、夜明けの空を見上げた。

　その空には、三匹の竜が宙を舞っている。竜たちの背に跨またがっているのは、マイセン王をはじめとする竜騎士である。空を飛んで逃げようとした魔神たちは、ことごとく彼らに落とされていた。城の中庭には、そんな魔神どもの死体がいくつも転がっていた。

　炎で焼かれ消し炭のようになっている魔神もいれば、鋭い牙で咬かみ砕かれ元の姿も分からぬ肉片と化している魔神もいた。

　ナシェルたちは、深手を負って逃げようとした魔神を追って、城の建物の中からこの中庭へ出てきたのである。フレーベの足下には、その魔神が首を失った骸となって倒れている。

「あの魔法戦士の言葉どおり、ですね」

　ナシェルの言葉に、フラウスは険しい表情で相あい槌づちをうった。

「不吉な予言……。モスの騎士たちにとって、この勝利の意義は大きいはず。魔神を恐れる気持ちは失せ、竜の盟約の絆の強さも認められたのだから。モスの騎士団が崩壊するなんて、わたしにはとても信じられません」

　ナシェルも同感だった。

　苦しい戦いを共に戦ったという連帯感は、騎士たちにとって忘れられぬものとなるはずだ。この魔神との戦いが終わっても、しばらくのあいだは内戦が起こらないような予感さえする。

　それが、崩壊するというのだ。それも、遠くない未来に。

　勝かち鬨どきをあげる騎士たちの声は、今や合唱となり、高まっている。騎士たちの歓喜の声は、ナシェルの不安を打ち消すほどに力強いものだった。

「浮かれるのもよいが……」

　そのとき、フレーベが突然、口を開いた。

「魔神どもの実力は、こんなものではない。切りつけただけで溶けて消える魔神など、石の王国では一匹も見なかった。上位魔神も、地下牢で見た一体きりだ。魔アー神クデ将ーモンなどその影すら見えなかったではないか……」

「まだ、魔神は軍勢を残していると？」

　フラウスが言った。

「決まっておる。あれが魔神の主力ならば、わしの王国は滅ぼされたりはせん……」

　フレーベがその言葉を言い終えるか、言い終えないかというときだった。

　城壁で歓声をあげていた騎士たちが、動揺したような騒ざわめきをあげた。

　何事か、とナシェルがいぶかっていると、

「新手だ!!」

　と、悲鳴にも似た声があがった。

　ナシェルたちは瞬時、互いに顔を見合わせ、近くの塔に飛びこみ、城壁へと続く階段を駆けのぼった。

　城壁の上に出ると、右往左往する騎士を押し退け、南の街道の方に視線を向けた。

　空は急速に明るさを増し、かなり遠くまで見渡せるようになっていた。

　そして、魔神たちはいた。

　南の街道が埋うまるほどの大軍である。五千、いや一万は数えられよう。

　おそらく、魔神の主力は布陣したまま、その場を一歩も動かなかったのに違いない。もし、あの軍勢が昨晩、城内に流れこんでいたら、モスの騎士団はおそらく敗れ去っていただろう。

「なぜ、そうしなかったんだ」

　疑問がナシェルの脳裏に浮かんだ。

　と、ナシェルたちが見守る前で、魔神の軍団のなかから二騎の馬が進みでてきた。その背には、人影があった。

　近づいてくるうちに、それは魔神ではなく、人間であることが分かった。

　ひとりは壮年の男である。頭に冠を戴いただいている。もうひとりはまだ幼い娘のように見えた。黒い髪に小冠テイアラをはめている。

「ま、まさか！」

　ナシェルは城壁から身を乗り出し、そのふたりの姿を食い入るように見つめた。

　顔面が蒼そう白はくになり、こめかみから汗を噴きだした。

「だが、間違いないぞ」

　ナシェルの隣に進みでてきたフレーベが、宣言するように言った。

「あのふたりは……」

「父上！　リィーナ!!」

　ナシェルは、何度も首を横に振った。

「あなたのお父様？　すると、このスカードの国王……」

　フラウスも、驚きを隠せない様子だった。

　全身を震わせながら、ナシェルはうなずいた。

「だけど、そんなはずはない。あってはならないんだ……」

　喉のどから絞りだすような声で、そう繰り返す。

「あの魔法戦士が言ってたのは、このことか」

　ファーンが厳しい表情で言った。彼の右手は剣の柄を握りしめている。鞘さやに納められた剣先が揺れて甲冑の脛すね当あてに当たり、小さな金属音を発している。

「引き上げたほうがよさそうですね。それも、今、すぐ」

「なぜですか？　これからが魔神との本当の戦でしょう」

「死にたいのなら、止めはせん。なんなら、わしも付き合ってやろう。だが、無駄死にするつもりがないのなら、今は退け」

　フレーベが憎しみに満ちた声で言った。もちろん、その憎しみは街道を埋めつくす魔神どもに向けられたものだ。

　フラウスはまだ納得できない様子で、ファーンの顔を見つめた。

「あの魔法戦士の予言どおり、モスの騎士団は崩壊します。竜の盟約とともに。魔神を従えているのが、スカード王である以上」

　フラウスは、あっと叫んだ。

「竜の盟約は他国の侵略に対してのみ有効な条約。スカードは、竜の盟約には調印してないとはいえ、モス公国に属しているのは間違いありません」

「ですが、たったそれだけのことで……」

「竜の盟約は崩くずれるのです。そして、盟約が崩れたとき、諸王のあいだには疑心暗鬼の念が満ちるでしょう。そして、それは騎士たちにも影響するはずです」

「先程までは、共に戦っていたではありませんか？」

「魔神が人間共通の敵だと思えばこそです。スカード王が率いている以上、この戦は昨日までの内戦と同じ。モスの諸国がこの地方に覇はを競わんと、互いに血を流しあっていた戦のね」

「違う！　あれが父上であるはずがない。父上であるはずが……」

　悲痛な声で叫んで、ナシェルはその場にがっくりと膝を落とした。

「その真偽を見出している時間はないはず。魔神を率いているのがブルーク王であると知れば、ナシェル王子の立場も危うくなるでしょう」

「ヴァリスの騎士の言うとおり、ここは急いで引き上げたほうがよいな」

　フレーベが茫然自失となっているナシェルの肩を強く叩たたいた。

「それとも、ここに残るのか？　魔神を率いる王の息子として」

「魔神を率いる王」

　その言葉に我に返り、ナシェルはよろめきながらも立ち上がった。

「抜け道があったはず。案内を願います」

　聖騎士ファーンに声をかけられ、ナシェルは糸で吊るされた操り人形のように、ぎこちなくうなずいた。

「ち、地下牢へ……」

　周囲の騎士たちの視線は、魔神の大軍と馬に跨またがって城門へと近づくふたりの人間に釘づけになっている。

　ナシェルたちは、できるかぎり目立たぬように騎士たちのあいだをすりぬけて、中庭へと戻った。そして、城の中へと入り、地下牢への階段を下りてゆく。

　階段を駆けおりているうちに、ナシェルは頭の中が真っ白になったようで、何も考えられなくなっていた。

「確かめなければ……、あれが本当の父なのか。妹なのか」

　そればかりが、頭のなかで繰り返される。

　地下牢に下りると、壁に隠してある仕掛けを引いて、ナシェルは抜け道を出現させた。

　壁の一画が鈍い音をたてて内側に開き、黒い穴が出現する。

　途中の廊下でひろったたいまつに火をつけ、フレーベが先頭に立って、その地下道へと入っていった。ナシェルは、フラウスに背中を押されるように、二番目に続いた。

　それから、フラウス、ファーンの順で、暗黒の地下道のなかへと足を踏み入れた。

　よろめく足で細く暗い地下道を歩いていると、これが今の自分の境遇そのものだ、とナシェルには思えてならなかった。

　外へ出るのは間違いない。

　しかし、どこへ出るのかはナシェル自身、知らないのだ。もしかすると、永遠に外に出られないかもしれない。

　そして、ナシェルは気付いた。

　このロードスの未来も、それとまったく同じことに。

　長い闇やみを抜け、ロードスに真の夜明けが訪れる日は、いったいいつなのだろう。
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『ロードス島戦記』が完結して、一年と半年が過ぎました。ようやく新しいロードスを、皆様にお届けすることができます。毎度のことですが、お待たせして申し訳ありませんでした。

　新しいシリーズといっても、時代は過去に遡っています。ロードス島戦記の１巻「灰色の魔女」から、三十年あまり前のロードスが、今度のシリーズの舞台となります。もちろん、〝ロードスの騎士〟パーンはまだこの世に生を受けていません。ディードリットも〝帰らずの森〟のハイエルフの集落で、気ままに暮らしています。

　古代の遺跡から魔神が解放され、世界が大混乱におちいる──

　このアイデアを考えたのは、ずいぶん昔、僕がまだ学生だったころです。もちろん、ロードス島戦記より先に、思いついたアイデアです。大学ノートなどに設定を起こしたり、小説を書き散らしていた記憶はあるのですが、何度かの引っ越しのどさくさで、どこかへ消えてなくなりました。もっとも、今、ここにその原稿があったら、破り捨ててしまいたくなるような代物でしょうが。

　作者としましては『ロードス島戦記』をはじめ、先行している諸作品に捉とらわれることなく、ゼロからはじめるつもりで書きだしました。ストーリーをどう展開させるか、キャラクターをどう描くかなど、今はまだ手探りの状態です。予定されている未来へ矛盾なく進んでゆくかどうか多少、不安ではありますが、そのほうが読者のみなさんにとってもお楽しみいただけるのではないでしょうか？　目を離していると、どこへ行くか分からないわけですからね。

　そんなわけで、次の巻の予告など、今の段階でできようはずがありません。帰還したブルーク王とリィーナ王女を巡る物語になるとは思いますが、登場するキャラクターがなにしろ多いので、誰を書こうか迷ってしまいます。

　本書の主人公である亡国の王子ナシェル、ファリスの聖女フラウス、赤髪の傭兵ベルド、荒野の賢者ウォート──

　他にも書かねばならないキャラ、書きたいキャラがわんさかいます。おまけに、皆、優秀な人間なので、書くのはなかなか大変。歴史書や伝記を読み、偉人と呼ばれる人を研究して、筆を進めたものです。もちろん、借物のキャラにならないよう、自分のなかでじっくりと熟成させてました。

　おかげで、外伝のネタには事欠きません。本書でもファーンとフラウスが三角州の離宮に赴くエピソードは思いきって省略し、短編として独立させることにしました。『ザ・スニーカー』に掲載される予定ですので、本書を読んで欲求不満を感じておられる方は、ぜひ読んでください。それでは、２巻の「あとがき」でお会いしましょう。
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